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第１章  歴史的概観  

1.1 不登校  

不登 校 に つい て ， 歴 史的 に 見 て 1911 年 に最 初 に 「学 校 恐 怖 症」 とし

て記 載 し たの は ユ ン グ（ Jung, C.G.） で ある と 言 われ て い る （稲 浪 ら，

1978）。そ れ は 11 歳 の少 女 の 症例 で あ り ，そ の 少 女は 突 然 お こっ た 吐気

と頭 痛 の ため に 学 校 から 家 へ 帰り ，朝の 起床 を 拒 んだ と い う こと で あ る。

それ を ユ ング は ， 少 女の 男 性 教師 に 対 す る無 意 識 的な 性 的 コ ンプ レ ック

ス（心 理 的 なわ だ か まり ）と し て説 明 し た 。ち な み に，ユ ン グ自 身 も 12

歳 の 時 に 不 登 校 で あ っ た と の こ と が 自 伝 に 書 か れ て い る （ Jung, C.G. 

1963 河 合隼 雄 ら 訳  1972）。 以下 ， 藤 岡 （ 2005） を参 考 に ， 不登 校 の呼

称に 関 す る諸 概 念 と 不登 校 研 究の 歴 史 を 筆者 が 表 １に ま と め たも の であ

る。  

1960 年 代に 入 っ て「 学校 恐 怖 症（ school phobia）」「 登校 拒 否（ school 

refusal）」と い う 言 葉も 併 記 され る よ う にな る 。 現在 で は 「 不登 校 」

1929
「学校の病」
（school  s ickness）

トレイノール（Treynor, J. V.）によって記載されている。（和田，1972：若林，1980参照）

1932

1939

1941
「学校恐怖症」
（school  phobia）

ジョンソンらが，怠けとはまったく異なる子どもたちとして学校を欠席する子どもがいるとし
て，初めてこの言葉を使い，彼らに共通するものとして，母親に対する分離不安をメカニ

ズムに挙げている（母子分離不安）。

1945
「学校嫌い」

（reluctance to go to school）
クラインによって使われている。

1948
「登校拒否」
（refusa l  to go to school）

ウォレンによって使用され，その後，カーン（1958），クーパー（1960）が「登校拒否」
（school  refusa l）という言葉を使っている。

1960
「不登校」
（non-attendance at school）

ハーゾフによって，時代を先取りして使われている。

アメリカでは，ブロードウィンが登校拒否等の言葉は使っていないが，「怠け・怠学」（truancy）のなかに，神経症的な，学校に
行きたいけど行けないという葛藤をはらんだ子どもたちがいることを初めて報告している。
→　不登校についての明確な問題意識が出てくる。

イギリスでは，パートリッジが「怠学」について述べた中で，同様に神経症的なタイプがいることを報告している。

表  １  不登校の呼称に関する諸概念と不登校研究の歴史  
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（ school non-attendance ま たは non-attendance at school） が 使わ れ

るこ と が 多く な っ て きて い る （藤 岡 ， 2005）。  

一方 ， 日 本に 不 登 校 の概 念 が 紹介 さ れ た の は 1950 年 代 半 ば で， 当初

は「 学 校 恐怖 症 」 と 呼ば れ て いた 。 そ の 後， 人 数 の増 加 と と もに 教 育問

題化 し 「 登校 拒 否 」 と名 称 を 変え た が ， 実際 行 き たく と も 行 けな い とい

う事 例 も 多く ，必ず しも 登 校 を拒 否 し て いる わ け では な い と の理 由 か ら，

現在 で は 「不 登 校 」 とい う 用 語で 統 一 さ れて い る （文 部 科 学 省， 2010）。

藤岡（ 2005）は，「 不 登校 と い う言 葉 は ，行き た い けど 行 け な い ，あ るい

は， 状 況 が安 心 し て 行け る よ うに な っ て いな い の であ っ て ， 本人 が 拒否

して い る ので は な い とい う ， 本人 の 人 権 に 立 っ た 立場 で あ る 」と も 述べ

てお り ，「 怠 学」，「 学校 恐 怖 症」，「 学 校 嫌い 」，「 登校 拒 否 」など 学 校 側に

よる 捉 え 方か ら ， 児 童生 徒 本 人の 立 場 に 立っ た 捉 え方 と 表 す 言葉 に 変移

して い る と言 え よ う 。加 え て ，文 部 省 （ 現文 部 科 学省 ） の 学 校不 適 応調

査研 究 協 力者 会 議 ， 1992） は 「登 校 拒 否 （不 登 校 ）は ど の 子 にも 起 こり

うる 」 と の報 告 か ら ，不 登 校 が広 く 社 会 で認 識 さ れ ， 社 会 全 体の 問 題と

して 捉 え られ る よ う にな っ た 。  

1.2 不登校の現状と進路実現  

現在 ， 不 登校 は 「 何 らか の 心 理的 ， 情 緒 的， 身 体 的， あ る い は社 会的

要因 ・ 背 景に よ り ， 児童 生 徒 が登 校 し な いあ る い はし た く と もで き ない

状況 に あ るた め 年 間 30 日以 上 欠 席し た者 の う ち，病 気や 経済 的 な 理由 に

よる 者 を 除い た も の 」（ 文 部科 学 省 ）と 定義 さ れ てい る 。  

文部 科 学 省 (2018)に よる と ， 平 成 29 年 度の 不 登 校児 童 生 徒 数お よび

出現 率 は ，全 体 で 144,031 人 (1.47％ )とな っ て いる 。 校 種 別で は ， 小学

校は 35,032 人 (0.54%)， 中 学 校が 108,999 人 (3.25%)で ５ 年 連続 増 加 し，

特に 中 学 校に お い て は１ 学 級 に１ 人 程 度 いる と い う状 況 で，平成 12 年 度
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以降 ２ ％ 台後 半 を 推 移し て い たが ， 平 成 28 年度 以 降 ３％ の大 台 に のり ，

とり わ け 深刻 な 状 況 とな っ て いる こ と が わか る（ 図 １）。ま た ，学 年 別不

登校 児 童 生徒 数 に お いて も ， 小学 校 6 年 生か ら 中 学校 1 年 生 にか け て急

増し て お り， 中 1 ギ ャッ プ を 反映 し て い るも の と 考え ら れ る （ 図 ２ ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登 校 と なっ た き っ かけ と 考 えら れ る 状 況と し て は， 友 人 関 係や 学業

の不 振 等 「学 校 に 係 る状 況 」， 親 子 関係 等「 家 庭 に係 る 状 況 」， 情 緒的 混

乱や 無 気 力等 「 本 人 に係 る 状 況」 が 挙 げ られ て い るが （ 不 登 校に 関 する

図  １  不登校児童生徒数の推移（文部科学省 , 2018）  

図  ２  学年別不登校児童生徒数のグラフ（文部科学省 , 2018）  
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調査 研 究 協力 者 会 議 ，2016），中 には 本 人 や保 護 者 もは っ き り した 理 由が

わか ら な いケ ー ス も ある 。文 部 科学 省（ 2010）は，「 不 登 校 の解 決 に あた

って は ，『 心の 問 題』とし て の みと ら え る ので は な く，広く『 進路 の 問 題』

とし て と らえ る こ と が大 切 で ある 。（中 略）『 進路 の 問 題 』とは ，『社 会 的

自立 に 向 けて 自 ら の 進路 を 主 体的 に 形 成 して い く ため の 生 き 方支 援 』と

言い 換 え るこ と も で きる 」 と 述べ て い る よう に ， 義務 教 育 課 程お い て，

義務 教 育 課程 修 了 後 の「 進 路 実現 」 が 大 きな テ ー マで あ る の と同 時 に，

特に 中 学 校教 員 に と って は 生 徒の 「 社 会 的自 立 に 向け た 進 路 保障 」 は大

切な 役 割 の一 つ で あ ると い う こと が 言 え る。 し か し ， 品 川 （ 2013） は，

学校 で の 進路 指 導 に つい て 「 いつ の こ ろ から か ， 教師 も 保 護 者も ， 進路

指導 イ コ ール “ 出 口 指導 ” と 捉え る よ う にな っ て おり ， 教 師 が内 申 点や

偏差 値 を 持ち 出 し て 半ば 強 引 に決 め る よ うな 進 路 指導 が 見 ら れ ， 生 徒が

『行 き た い 』学 校 で はな く ，『 行 け る 』学校 に 行 かせ て い る 」と指 摘 して

おり ， 進 路指 導 を 進 めて い く 教員 の 姿 勢 のあ り よ うに つ い て 今一 度 立ち

返る 必 要 があ る 。  

1.3 社会的自立  

「社 会 的 自立 」 と は どの よ う なも の で あ ろう か 。 不登 校 に 関 する 調査

研究 協 力 者会 議 (2016)は ， 不 登校 児 童 生 徒へ の 支 援視 点 と し て「 不 登校

児童 生 徒 への 支 援 の 目標 は ， 児童 生 徒 が 将来 的 に 精神 的 に も 経済 的 にも

自立 し ， 豊か な 人 生 を送 れ る よう ， そ の 社会 的 自 立に 向 け て 支援 す るこ

とで あ る 。そ の 意 味 に置 い て ，不 登 校 児 童生 徒 へ の支 援 は ， 学校 に 登校

する と い う結 果 の み を目 標 に する の で は なく ， 児 童 生 徒 が 自 らの 進 路を

主体 的 に 捉え て ， 社 会的 に 自 立す る こ と を目 指 す こと が 必 要 であ る 」と

述べ て い る。 ま た ， 京都 府 （ 2017） の ひ きこ も り 実態 調 査 に よる と ，ひ

きこ も り のき っ か け とし て 不 登校 が 最 も 多く 全 体 の 24％を 占め て お り，
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特に 20 代 では そ の 割合 が 34％と 更 に 増加 し て いる 。 ま た ，引 き こ もり

がち な 生 徒に つ い て ，中 学 校 卒業 後 の 適 切な 支 援 に繋 が っ て いな い ケー

スも 多 く 見ら れ ， 継 続的 に 支 援す る 仕 組 みづ く り の必 要 性 に つい て 検討

事項 に 挙 げて い る 。  

一方 ， 東 (2015)は ， 自立 と 言 うこ と が ど のよ う に 理解 さ れ て いる かを

ふま え ， 実践 か ら 得 た視 点 を 整理 し ， 自 立に 向 け た対 応 ・ 支 援の あ り方

を考 察 し てい る 。 東 (2015)に よる と ， 不 登校 児 童 生徒 の 社 会 的自 立 に向

けて の 対 応・ 支 援 に つい て ，「 背 景 には ，ニ ー ト 問題 ， 長 期 ひき こ も り，

若者 の 就 業問 題 等 が 横た わ っ てお り ， 不 登校 へ の 対応 ・ 支 援 が， 単 なる

学校 に お ける 生 徒 指 導上 の 課 題で は な い とい う 認 識が あ る と 想定 さ れ る」

「 社 会 経 済 政 策 の 目 標 の 視 点 も あ わ せ 持 つ よ う に な る 」 と 述 べ て お り ，

「不 登 校 児童 生 徒 の 社会 的 自 立と は 極 め て広 範 囲 の視 点 か ら 語ら れ るこ

とに よ り ，逆 に そ の 概念 は 曖 昧に な っ た 」と 指 摘 して い る 。 本研 究 にお

いて は ， 不登 校 児 童 生徒 の 社 会的 自 立 を 「児 童 生 徒が 自 ら の 進路 を 主体

的に 捉 え ，将 来 的 に 精神 的 に も経 済 的 に も自 立 す るこ と を 目 指し て いる

こと ， 又 は精 神 的 に も経 済 的 にも 自 立 を して い る こと 」 と 定 義す る 。  

1.4 不登校の保護者支援  

内田・永 尾 (2015)は ，中 学校 に おい て 不 登校（ 傾 向 ）を 経験 しな が ら ，

進路 実 現 や社 会 的 自 立を し て いる 者 に 焦 点を 当 て ，彼 ら の 「 進路 実 現に

つな が る 内的 レ ジ リ エン ス 特 性」 と 「 レ ジリ エ ン スを 支 援 ・ 育成 ・ 強化

す る 外 的 要 因 」 を 明 ら か に し ， 外 的 要 因 と し て 「 仲 間 」「 先 生 」「 学 校 」

「親 ・ 家 族」 の 存 在 を挙 げ て いる 。 不 登 校に 関 す る追 跡 調 査 （ 2014）に

よる と ，「中 学 卒 業 時と 比 べ て現 在 の 自 分が 成 長 した と こ ろ 」を 回答 した

者 の う ち ，「 ど の よ う な 人 の ア ド バ イ ス や 励 ま し が 支 え に な り ま し た か

（複 数 回 答可 ）」と いう 質 問 に対 し て 「 母親 」 と 回答 し た 者 が 56.2％ と
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最も 高 く，「 父 親」 につ い て も 28.3％ とい う 結 果で あ っ た 。こ の こ とか

らも わ か るよ う に ， 不登 校 児 童生 徒 が 社 会的 自 立 を目 指 す 過 程に お いて

「保 護 者 の存 在 」は 心理 的 に も大 き い 支 えで あ る こと は 言 う まで も な い。

また ，文 部 科学 省（ 2010）は，「 不 登 校 の児 童 生 徒と 直 接 向 き合 っ て いる

保護 者 の 不 安 や 悩 み は大 変 大 きく ， 時 に それ が 児 童生 徒 の 心 身の 状 態に

影響 を 及 ぼす こ と も ある 。 こ うし た 保 護 者を 支 援 し， 児 童 生 徒の み なら

ず家 庭 に 対し 適 切 な 働き か け や支 援 を 行 うこ と が ，不 登 校 児 童生 徒 本人

にも 間 接 的な 効 果 を 及ぼ す も のと 期 待 さ れる 」と述 べ て おり ，加嶋（ 2015）

は「 そ ば に居 る 親 を 支援 し ， 落ち 着 か せ るこ と が ，不 登 校 の 子ど も への

何よ り の 支援 と な る 」「 親 の 心を 聴 く こ とが で き てい る 教 員 も ，居場 所と

なる 」 と いう こ と を 明ら か に して い る 。 また ， 伊 藤（ 2009） は， 不 登校

支援 に 関 わっ て ，「 親と し て の自 信 を な くし た 保 護者 に 寄 り 添い ，家 庭が

持っ て い るは ず の パ ワー を 回 復で き る よ うな サ ポ ート が 求 め られ よ う」

と述 べ て おり ， 不 登 校支 援 に 関す る 様 々 な著 書 や 研究 論 文 に は「 保 護者

を支 援 す るこ と の 必 要性 ・ 重 要性 」 に つ いて 論 じ られ て い る 。そ う いっ

た状 況 を ふま え ， 不 登 校 支 援 につ い て の 研究 を 調 査し た と こ ろ， 不 登校

の子 ど も 本人 に 焦 点 を当 て た 研究 が 中 心 で， 保 護 者に 焦 点 を 当て た 研究

は多 く な いこ と が わ かっ た 。 保護 者 に 関 する 研 究 の中 で も ， 心理 面 接の

過程 に つ いて の 研 究 論文 や グ ルー プ ・ ア プロ ー チ とし て の 保 護者 支 援に

関す る 研 究 論 文 は 多 数存 在 す るが ， 中 学 校（ 教 員 ）に よ る 不 登校 の 保護

者支 援 に 関す る 研 究 は少 な い こと が 現 状 であ る 。  

1.5 教員の世代交代  

教員 の 大 量退 職 時 代 を迎 え ， 教員 の 世 代 交代 に よ る新 た な 学 校現 場の

課題 も あ る。 表 は ， 文部 科 学 統計 要 覧 の 教員 の 年 齢構 成 の グ ラフ で ある

（文 部 科 学省 ，2010; 文 部 科 学省 ，2018）（ 図 ３，図 ４）。平 成 13 年は 若
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手教 員 と ベテ ラ ン 教 員が 少 な く，30 代 後 半～ 50 歳未 満 中 堅 教員 の 割 合が

多い の に 対し て ， 平 成 28 年は 20 代と 50 代の 教 員 が多 く ， 30 代 後 半か

ら 40 代の 中 堅 教員 の割 合 が 少な い こ と が見 て 取 れる 。学校 現場 に お いて

は， ベ テ ラン 教 員 か ら若 手 教 員へ と 日 々 の実 践 の 中で 知 識 や 技能 の みな

らず ， 教 員と し て の 心構 え や 姿勢 の あ り よう が 伝 承さ れ る 側 面が 強 かっ

たが ， ベ テラ ン 教 員 の大 量 退 職に よ り 教 員の 世 代 交代 が 進 ん でお り ，学

校現 場 に おけ る 実 践 の困 難 に 直面 し て い る。 中 堅 教員 の 少 な さを ど う補

い， ま た ベテ ラ ン 教 員の 力 を 活用 し な が ら， 若 手 教員 の 育 成 をど の よう

に進 め て いく か と い うこ と が ，現 場 で は 大き な 課 題と な っ て いる 。  

   

 

 

小 松 （ 2016） は ， 教 員 と し て 身 に つ け る 力 に 「 子 ど も と か か わ る 力 」

とと も に「 保護 者 と かか わ る 力 」も 挙 げ ，「 保 護者 と の 関係 を築 き ，必 要

に応 じ て 連携 を 図 っ てい く こ とは ， 場 合 によ っ て は子 ど も と の関 係 以上

に難 し い こと が あ る 」と 述 べ てい る よ う に， 今 後 教員 が 子 ど もの み なら

ず， 保 護 者と も ど う 関わ り ， どう 連 携 し てい く か とい う こ と が学 校 現場

にお け る 喫緊 の 課 題 でも あ る 。  

図  ４  教員の年齢構成  

（文部科学省， 2018）  

図  ３  教員の年齢構成  

（文部科学省， 2010）  
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第２章  問題と目的  

義務 教 育 課程 修 了 と いう 節 目 があ る 中 学 校期 は ， 中学 卒 業 後 に子 ども

が社 会 と どう つ な が って い く かと い う こ とに 向 き 合う 時 期 で ある と 言え

る。 よ っ て， 第 １ 章 で述 べ た 点を 鑑 み，「“ 社 会的 自 立 を 見 通し た ” 不登

校の 子 ど も・ 保 護 者 への 支 援 」は 喫 緊 の 問題 で あ る。  

加え て ， 前述 し た よ うな 研 究 を進 め て い く上 で ， 研究 者 で あ る筆 者自

身が 中 学 校教 員 で あ ると い う こと は 研 究 に関 し て バイ ア ス が かか る ので

はな い か とい う 疑 問 も生 じ る 。大 谷 （ 2016） が 質 的研 究 に 対 して 「 研究

者の 問 題 意識 と 専 門 的知 見 と に基 づ い て ，そ れ をさ ら に 解明 する よ う な，

『研 究 的 問 い 』 が 発 せら れ る べき で あ っ て， そ の よう に し て 採取 さ れた

デー タ こ そが ， 深 い 分析 に 耐 え， 有 益 な 知見 を 導 く（ 中 略 ） 質的 研 究 で

は， 交 絡 （隠 れ た 要 因に よ る 結果 へ の 影 響） は 排 除で き ず ， むし ろ 交絡

自体 も デ ータ と し て 分析 す る 『足 し 算 』 のデ ザ イ ンを 行 う も のだ 」 と言

及し て い るよ う に ， 不登 校 生 徒 の 進 路 実 現に 関 わ った 経 験 を もつ 中 学校

教員 が 研 究を 進 め て いく こ と に意 義 が あ る と 考 え る。  

以上 の こ とか ら 本 研 究で は ， 中学 校 に お いて 不 登 校（ 傾 向 ） の経 験が

あり ， 現 在社 会 的 自 立を 目 指 し高 等 学 校 等に 進 学 して い る ， 又は 社 会的

自立 を し てい る 方 の 保護 者 に 焦点 を 当 て ，「子 ど も が不 登 校（ 傾向 ）時の

保護 者 の 思い や 葛 藤 ，保 護 者 から 見 え る 子ど も の 様子 や 思 い 等」，「 中学

校（ 教員 ）に 求 めら れる 関 わ りや サ ポ ー ト 」につ い て明 ら か にし た い（ 第

１研 究 ）。ま た ，不 登校（ 傾 向 ）生徒 の 進路 指 導 に携 わ っ た 経験 が あ るベ

テ ラ ン 中 学 校 教 員 の ， 特 に 進 路 実 現 に 向 け た 不 登 校 支 援 に 焦 点 を 当 て ，

「社 会 的 自立 を 見 通 した 進 路 指導 に お け る中 学 校 教員 の 姿 勢 のあ り よう
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や関 わ り 」につ い て も明 ら か にし た い（ 第２ 研 究）。そ して ，不登 校 の 子

ども の 視 点（ 内 田 ・ 永尾 ， 2015）， 保護 者の 視 点 （ 第 １ 研 究 ）， 中 学校 教

員の 視 点（ 第 ２研 究 ）を 考 察す る こと に より ，「 中 学校 教 員 によ る 社 会的

自立 を 見 通し た 不 登 校の 子 ど も・保護 者 への 支 援 のあ り 方」「 進 路実 現 に

向け た 関 わり に お け る中 学 校 教員 の 姿 勢 のあ り よ う」 に つ い て明 ら かに

し， 今 後 の学 校 教 育 活動 に 役 立て る 方 策 につ い て 検討 し て い きた い 。  
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第３章  第１研究  

3.1 目的  

本研 究 の 目的 は ， 中 学校 に お いて 不 登 校 （傾 向 ） の経 験 が あ り， 現在

社会 的 自 立を 目 指 し 高等 学 校 等に 進 学 し てい る ， 又は 社 会 的 自立 を して

いる 方 の 保護 者 に 焦 点を 当 て，「子 ど も が不 登 校（ 傾 向）時 の保 護 者 の思

いや 葛 藤 ，保護 者 か ら見 え る 子ど も の 様 子や 思 い 等 」そ し て「 中 学校（ 教

員） に 求 めら れ る 関 わり や サ ポー ト 」 に つい て ， 特に 進 路 の 時期 を 中心

に明 ら か にす る こ と であ る 。  

3.2 方法  

3.2.1 調査協力者  

中学 校 に おい て 不 登 校 の 経 験 があ り ， 現 在社 会 的 自立 を 目 指 し高 等学

校等 に 進 学し て い る ，又 は 社 会的 自 立 を して い る 子ど も を も つ保 護 者８

名（ 協 力 者の 子 ど も の性 別 ・ 所属 は 表 ２ に示 す ）  

3.2.2 調査時期  

2018 年 ３月 ～ ５ 月  

3.2.3 調査方法  

本研 究 で は， 半 構 造 化イ ン タ ビュ ー 調 査 を実 施 し た。 調 査 は 協力 者の

表  ２  協力者の子どもの性別・所属  

協力者 協力者

Ａ 男性 大学生 Ｅ 男性 高校生

Ｂ 男性 大学生 Ｆ 男性 大学生

Ｃ 男性 就職 Ｇ 女性 大学院生

Ｄ 女性 就職 Ｈ 女性 専門学校生

子どもの性別・所属 子どもの性別・所属
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プラ イ バ シー が 十 分 に確 保 さ れた 場 所 で 行わ れ ， 調査 時 間 は 約 70～ 100

分間 で あ った 。イ ン タビ ュ ー 内容 は 以 下 の通 り で ある 。（ 調 査に 用 い たイ

ンタ ビ ュ ーシ ー ト は 付録 １ に 掲載 す る ）  

１） 不 登 校の 時 期 に つい て  

２） 各 時 期（ 欠 席 が 始ま っ た 時期 ， 欠 席 が継 続 し てい た 時 期 ，進 路 決定

の時 期 ）に おい て ，①子 ど も の様 子 や 思 い等 ，② 保 護者 の 思 いや 葛 藤 等，

③子 ど も や保 護 者 と 中学 校 の 関わ り 等 ， ④中 学 校 に求 め る 関 わり 等 ，⑤

学校 以 外 の関 わ り 等  

３） 不 登 校経 験 を 振 り返 っ て 思う こ と  

3.2.4 分析方法  

ＳＣ Ａ Ｔ (大 谷 ， 2011)を 用 い ，① 子 ど も の様 子 や 思い 等 ， ② 保護 者の

思い や 葛 藤等 ， ③ 中 学校 と の 関わ り に つ いて ， 欠 席が 始 ま っ た時 期 ，欠

席継 続 時 期 ，進 路 決 定時 期 の ３つ の 時 期 にお い て 分析 し ，最 終的 に は「社

会的 自 立 を見 通 し た 不登 校 の 子ど も・保 護者 へ の 進路 実 現 に 向け た 支 援」

につ い て 検討 し た 。 今回 用 い たＳ Ｃ Ａ Ｔ は大 谷 （ 2011） に よ って 開 発さ

れた 研 究 手法 で あ り ， Step for Coding and Theorization の 略称 で ，「 明

示的 手 続 きで 着 手 し やす く 小 規模 デ ー タ に適 用 可 能な 質 的 デ ータ 分 析手

法」 と し て開 発 さ れ たも の で ある 。 現 在 ，医 学 ， 日本 語 教 育 ，教 育 学，

看護 学 な ど様 々 な 多 様な 領 域 で活 用 さ れ てい る 。 具体 的 に は ，マ ト リク

スの 中 に セグ メ ン ト 化し た デ ータ を テ ク スト と し て記 述 し ， ＜１ ＞ テク

スト 中 の 着目 す べ き 語句 ， ＜ ２＞ テ ク ス ト中 の 語 句の 言 い か え， ＜ ３＞

テク ス ト 中の 語 句 の 言い か え を説 明 す る よう な テ クス ト の 概 念， ＜ ４＞

テー マ ・ 構成 概 念 （ 前後 や 全 体の 文 脈 を 考慮 し て ）の 順 に ４ ステ ッ プの

コー デ ィ ング を し，＜４ ＞ で 記述 し た テ ーマ・構 成 概 念 を紡 ぎ合 わ せ て，

スト ー リ ーラ イ ン と 理論 を 記 述す る 分 析 方法 で あ る。 質 的 研 究手 法 とし
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て， Glaser & Strauss の グ ラウ ン デ ッ ド・ セ オ リー や 木 下 の修 正 版 グラ

ウン デ ッ ド・ セ オ リ ー・ ア プ ロー チ 等 が ある 。 し かし な が ら ，こ れ らの

手法 は 比 較的 大 規 模 のデ ー タ の採 取 と 長 い研 究 期 間を 要 す る 大が か りな

研究 で あ るの に 対 し て， Ｓ Ｃ ＡＴ は 「 比 較的 小 規 模の 質 的 デ ータ の 分析

にも 有 効 であ る 。 ま た， 明 示 的で 定 式 的 な手 続 き を有 す る た め， 初 学者

にも 着 手 しや す い」（ 大谷 ，2011）。そ し て，「 ＳＣ Ａ Ｔ の手 続き に 従 って

作業 を 進 める こ と で ，そ れ に 無理 な く 導 かれ て ， 分析 を 完 結 する こ とが

でき る 」（ 大谷 ，2011）とい う 点 から も 本 研 究の 分 析 手法 と し て 採用 し た。  

3.2.5 倫理的配慮  

調査 の 目 的， 倫 理 的 配慮 の 説 明を し ， 署 名に て 調 査と 録 音 の 同意 を得

て調 査 を 行っ た 。（ 説明 内 容 及び 同 意 書 は付 録 ２ に掲 載 す る ）  

3.3 結果  

８ 名 の 協 力 者 の Ｓ Ｃ Ａ Ｔ に よ る ス ト ー リ ー ラ イ ン ， 理 論 的 記 述 ， 疑

問・ 課 題 を記 述 し た 。全 て の 協力 者 の 結 果を 掲 載 する こ と は 紙幅 の 都合

上困 難 で ある た め ， 協力 者 Ｂ につ い て 以 下に 示 す （表 ３ ）。（ 他 ７ 名 の理

論的 記 述 ，疑 問 ・ 課 題 に つ い ては 付 録 ３ に掲 載 す る）  

さら に ， ８名 分 全 て のＳ Ｃ Ａ Ｔ を 用 い た 分析 を 経 て， 合 計 373 の テー

マ・ 構 成 概念 が 抽 出 され た 。 その 抽 出 さ れた テ ー マ・ 構 成 概 念を ， 子ど

も・ 保 護 者・ 先 生 を 時期 別 に カテ ゴ リ ー 化を 行 っ たと こ ろ ， 子ど も につ

いて は 13 の コ アカ テゴ リ ー ， 42 の カ テゴ リ ー ， 47 の サ ブカ テ ゴ リー が

得ら れ た 。ま た 保 護 者に つ い ては 21 の コア カ テ ゴリ ー ， 37 の カ テゴ リ

ー ，先 生 に つい て は 15 の コ アカ テ ゴ リ ー ，28 の カテ ゴ リ ー が得 ら れ た。

（生 成 さ れた カ テ ゴ リー 一 覧 は 付 録 ４ に 掲載 す る ） 尚 ， カ テ ゴリ ー 化に

つい て は 北村 ら（ 2005），安 住（ 2013），河田（ 2013）の 方 法 を参 照 し た。

そし て ， 時期 別 に 子 ども ・ 保 護者 ・ 先 生 それ ぞ れ のサ ブ カ テ ゴリ ー ，カ
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テゴ リ ー ，コ ア カ テ ゴリ ー の 関係 を 検 討 し， 進 路 実現 に 至 る プロ セ ス図

が 作 成 さ れ た （ 図 ５ ）。 尚 ， 図 ５ に お い て は ， コ ア カ テ ゴ リ ー を 太 ゴ シ

ック体，カ テゴ リ ー を明 朝 体 ，サ ブ カ テ ゴリ ー を（ゴシック体）で 表 す。  

表  ３  協力者Ｂのストーリーライン，理論的記述，疑問・課題  

欠席が始まった時期

Bさんは、小学校で不登校の兆候があり、中学２年生の初めくらいから身体症状を伴って欠席が続いた。小学校の時は、保護者の学校に行かせないといけないというプレッ
シャーが強く、登校を無理強いしていたが、先生に相談し、保護者の職場の理解もあったことから、葛藤の末休ませる決断をした。学校を休ませる決断をしたことで親の心
に余裕ができると子どもも落ち着き、親子の気持ちは影響し合うということを感じた。

欠席が継続していた時期

欠席が継続していた時期は、子どもは人の目が気になり、不登校であることの後ろめたさを感じ、自己肯定感も低く、自分はどう見られるかという不安に苛まれていた。一
方で、担任の先生の関わりから学級の一員であるという実感や学級内での自己存在感は感じており、学校に対する好意的な感情は変わらなかった。その分、学校に行き
たいけれどいけないジレンマを感じていた。保護者は、中学２年生という進路に関わる時期の不登校に中学卒業後の社会的な居場所、子どもの社会的自立など将来に対
する尽きない不安を感じていたが、小学校での不登校の経験から無理強いはさせないという関わりをしていた。そして、親子の対話を大切にし、家にこもる子どもをできるだ
け外へ連れ出そうとしていた。しかし、親子だけでは持ちきれない不安も高まり、親子関係は煮詰まることも多かったが、第三者の存在や関わり、中でも担任の先生が家
庭に足を運び、あたたかさが伝わる人間味あふれる関わりによって安心感を持つことができた。担任の先生の一貫して登校を無理強いせず寄り添う姿勢から子どもと先生
との関係性ができ、子どもの自己肯定感が高まるとともに、親子と先生との信頼関係が育まれた。また、近隣の同じ立場の保護者との交流も保護者にとっては安心につな
がった。

進路決定の時期

進路決定の時期には、担任の先生から進路情報を聞き、進路選択を機に内省をし始めた。本人は進路は新しい自分に変われるきっかけであり、ゼロからの再スタートだと
捉えていた。オープンスクールで体感したことをもとに、自分に見合った進路の選択をし始めた。決定期には、進路に対する期待と不安が入り交じるアンビバレントな気持ち
を抱えながらも、本人の覚悟と強い意思によって同じ不登校経験をした生徒がいる進路先を志望校として自己決定をした。保護者は、担任の先生から進路の選択肢を聞く
ことで、不登校であっても中学卒業後の進学先があるという安堵感を感じた。進路を節目として変わろうとする本人の意思と保護者の期待が高まるこの時期に、保護者は
本人の意思を尊重しながら絶妙に声かけをし、ほどよく共振もしながら、父性的な関わりと母性的な関わりの押し引きの試行錯誤を日々していた。進路実現を通して、子ど
もは学校のことや進路のことを保護者が言わなくても十分わかっているという子ども理解の変化もあった。担任の先生からは、継続的に気にかけてもらっているという感覚を
親子共々感じており、関わりのベースには常に信頼関係があった。

振り返って思うこと

保護者は子どもの不登校を振り返って、不登校時の子どもは自己否定感が強く、保護者も社会的自立に対する不安もあったが、時には「なんとかなる」「どうにかなる」とい
う身の任せ方で子どもと関わったと語っている。また、子どもは不登校時に親に対して迷惑をかけているという思いを持ち続けていたことを時を経てわかり合い、親子の絆が
深まったと感じている。そして、保護者は不登校が中学校の時期に表れたことに意味があり、親子で向き合う時間だったということに思い至り、周りへの感謝も含めて、時を
経て変化した不登校の捉え方も語った。加えて、中学校との絶えない関係性にも感謝しており、学校という場所への好意的な気持ちのつながりがあったからこそ、高校で
の再登校に至ったと感じている。

欠席が始まった時期

・保護者の学校に行かせないといけないというプレッシャーが強く、登校を無理強いする。
・保護者の中で葛藤状態が続くが、学校の先生への相談や周囲の理解（保護者の職場など）によって、学校を休ませるという決断ができ、親の心に余裕ができる。
・親子の気持ちは影響し合い、親のこころに余裕ができることで子どもも落ち着く。

欠席が継続していた時期

・子どもは人の目が気になり、不登校であることの後ろめたさを感じ、自己肯定感も低く、自分はどう見られるかという不安に苛まれている。
・子どもが学級の一員であるという実感や学級内での自己存在感を感じられる担任の先生の関わりによって、子どもの学校に対する好意的な感情は変わらないが、学校に
行きたいけれど行けないジレンマを感じる。
・保護者は、中学２年生という進路に関わる時期の不登校に中学卒業後の社会的な居場所、子どもの社会的自立など将来に対する尽きない不安を感じる。
・保護者は登校を無理強いせず、親子の対話を大切にし、家にこもる子どもをできるだけ外へ連れ出そうとするが、親子だけでは持ちきれない不安も高まり、親子関係は煮
詰まる時間も多い。
・煮詰まる親子関係に対する第三者の存在や関わり、中でも担任の先生が家庭に足を運び、あたたかさが伝わる人間味あふれる関わりによって、親子共々安心感を持つ
ことができる。
・担任の先生の一貫して登校を無理強いせず寄り添う姿勢から子どもと先生との関係性ができ、子どもの自己肯定感が高まるとともに、親子と先生との信頼関係が育まれ
る。
・同じ立場の保護者との交流が保護者の安心につながる。

進路決定の時期

・担任の先生から進路情報を聞き、子ども本人は進路選択を機に内省をし始める。
・進路は新しい自分に変われるきっかけであり、本人はゼロからの再スタートだと捉えている。
・オープンスクールで体感したことをもとに、自分に見合った進路の選択をし始める。
・決定期には、進路に対する期待と不安が入り交じるアンビバレントな気持ちを抱えながらも、本人の覚悟と強い意思によって、進路先を自己決定をする。
・同じ不登校経験をした生徒がいる進路先も選択肢の一つとなる。
・保護者は、担任の先生から進路の選択肢を聞くことで、不登校であっても中学卒業後の進学先があるという安堵感を感じる。
・進路を節目として変わろうとする本人の意思と保護者の期待が高まる時期に、保護者は本人の意思を尊重しながら絶妙に声かけをし、ほどよく共振もしながら、父性的な
関わりと母性的な関わりの押し引きの試行錯誤を日々している。
・進路実現までの過程を通して、保護者の子ども理解の変化があり、子どもは学校のことや進路のことを保護者が言わなくても十分わかっていると気づく。
・関わりのベースには常に信頼関係があり、親子共々、担任の先生から継続的に気にかけてもらっているという感覚を持っている。

振り返って思うこと

・不登校時の子どもは自己否定感が強い。
・保護者は子どもの社会的自立に対する不安があるが、時には「なんとかなる」「どうにかなる」という身の任せ方で子どもと関わる。
・子どもが不登校時に親に迷惑をかけているという思いをあったことに、時を経て保護者が気づくことで、互いにわかり合い、親子の絆が深まる。
・保護者の不登校の捉え方が時を経て変化し、不登校が中学校の時期に表れたことに意味があり、親子で向き合う時間だったと捉えるようになる。
・中学校との絶えない関係性に感謝し、学校という場所への好意的な気持ちのつながりがあるからこそ、高校での再登校に至ると感じている。

さらに追求
すべき点、

課題

・教員が保護者や本人にアドバイスするタイミングと、そのアドバイスを保護者や本人が受け入れるタイミングの見極めはどこにあるのか。
・教員の「学校に来て欲しい」という思いと「無理強いしない」バランスの見極めはどこにあるのか。
・不登校生徒が学級内で自己存在感を感じることは、担任教員の学級経営と大きく関わってくるのではないか。本人と学級の生徒の人間関係を教員はどう見極めているの
か。
・卒業後の居場所の情報を学校がどれだけ持っているか、そしてどのタイミングで提供するかということもキーになってくるのではないか。
・「自分はどうみられるか？」というのは思春期から青年期にかけてのテーマでもあるのではないか。
・不登校の子どもをもつ保護者の横のつながりはどう作られていくのか。
・教員は、進路の時期だけではなく、家庭と学校の日常的なつながりをどう保っているのか。
・社会的自立をしている現在から見て、不登校は過去のものとなり、捉え方の変化が起こっているのではないか。

ストーリー
ライン

（現時点で
いえること）

理論記述
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3.4 考察  

（コ ア カ テゴ リ ー に つい て は太ゴシック 体 で 表す ）  

3.4.1 不登校の子どもが進路実現に至る 過程  

1) 保護者の尽きることのない「不安」と何としてでも「子どもを守る」

という思い  

保護 者 は ， 子 ど も の 欠席 が 始 まっ た 時 期 から 進 路 決定 時 期 ま で尽 きる

こと の な い「 不安 」 を抱 え な がら も， 一 貫し て 「子どもを守 る 」と い う

姿勢 で お られ る こ と を本 研 究 を通 し て 痛 切に 感 じ てい る 。  

まず 保 護 者の 不 安 と して ，先が見え ない 閉ざされた不安 ，子 どもの社

会的自立に対する不 安 ，尽きない 不安 と ，子 ども の 状態 や 時 期に よ っ て

少し ず つ 内容 が 違 う 不安 が 語 られ た が ， どの 時 期 も親 と し て の わ が 子を

思う か ら こそ で あ る こと は 言 うま で も な い 。欠席 が 始 まっ た 時期 は ，「多

分ず っ と ２人 だ け だ った ら お 互い に 不 安 で」 と 語 られ た り ， 当時 の こと

を「 真 っ 暗で 」 と 表 現さ れ た りし た よ う に， 親 子 だけ 閉 ざ さ れ孤 立 し た

中で 途 方 に暮 れ ， 得 体の 知 れ ない 不 安 を 抱え て い るこ と が 見 て取 れ る 。

しか し ， 欠席 継 続 期 は， 周 り に相 談 し た り， 協 力 して も ら っ たり す るこ

とで ，子どもの安心 を第一に 考 え，子 ど もに 対 す る理 解 が 深 まっ て い く。

一方 で ，「 学 校で 社 会 性を 学 ば なか っ た ら 大人 に な って も こ の まま っ てい

う情 報 ば っか り あ っ た」 と 協 力者 が 語 っ てい る よ うに ， 学 校 に行 か なけ

れば 社 会 で通 用 し な いの で は ない だ ろ う か， 又 は この ま ま 社 会に 出 ずひ

きこ も り の状 態 が 続 くの で は ない だ ろ う かと の 不 安に 苛 ま れ てい る こと

が推 察 さ れる 。 欠 席 が始 ま っ た時 期 は “ 今” ど う した ら い い のか わ から

ない と い う不 安 で あ った が ， 欠席 継 続 期 にお い て は“ 将 来 ” はど う なっ

てい く の だろ う か と ，不 安 の 質が 変 化 し てい る と 言え よ う 。 さら に ，進

路決 定 時 期に お い て は，「 高 校と な る と 通信 制 に しろ 毎 日 ね ，通 わな いと
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いけ な い とか ，その 上行 っ た らさ ら に 毎 日ず っ と 仕事 し な い とい け な い。

そう 考 え た時 に ， ち ょっ と や って い け る かな と か 不安 は あ り まし た ね 」

と語 っ て いる よ う に ，進 路 先 が決 ま り 中 学卒 業 後 の子 ど も の 居場 所 があ

ると わ か って い て も なお も 不 安は 尽 き な い。  

次に ，子どもを守る とい う こ とに は ，親 とし て の 子ど も へ の 愛情 ， わ

が子 を 育 てる と い う 親の 役 目 とい う ニ ュ アン ス の 語り も あ れ ば， 命 に関

わる 語 り もあ っ た 。協力 者 か らは ，「 け っこ う 自 殺さ れ る 方 って 多 い じゃ

ない で す か， い じ め で， な ん で親 に 言 わ ない ん だ ろう な っ て ，で も うち

の子 の 場 合も な か な か言 え な い時 期 が あ った の で ，親 に 良 い 子達 な んだ

ろう な っ て思 い ま す 。親 に 心 配か け た く ない し ， って い う 思 いが 強 いか

ら結 局 自 分を も う ほ んと に 追 いや っ て 結 局そ う い う選 択 し か 持て な いよ

うな 感 じ も心 に い く んだ ろ う なっ て 。 だ から 行 か なく っ て も 良い じ ゃな

い， 生 き てた ら い い じゃ な い って い う の が， な ん かそ う い う いろ ん なニ

ュー ス と かも ね ， 見 たり 聞 い たり し て た ら， 別 に 学校 行 か な くっ て も，

本当 に 必 要で あ れ ば どこ で も 勉強 で き る し， 勉 強 した い と 思 うん だ った

ら」 や 「 やっ ぱ り わ が子 で す しね 。 何 が あっ て も 守っ た る っ てい う 感じ

です ね 。と り あえ ず 生き て て って 感 じ で すね 。（ 中 略）あの 時 はし ん ど か

った と 思 いま す 。『 死に た い』と かも 言 って ，仕事 し てて も 時々 連 絡 入れ

て， あ ， 生き て た み たい な 。 家帰 っ て 戸 を開 け た ら首 吊 っ て たら ど うし

よう と か 。そ こ ま で 思い ま し た。 あ の 時 はね 」 と ，後 者 の 協 力者 の 方は

実際 子 ど もの 「 死 に たい 」 と いう 言 葉 を 聞い て い る。 登 校 し てい る か登

校し て い ない か と い う問 題 で はな く ， 子 ども が 命 を絶 つ の で はな い かと

いう 思 い をも つ 経 験 をさ れ て いる と い う こと が 実 際起 こ っ て いる と 言う

こと で あ る。 内 田 （ 2015） は ，不 登 校 と 子ど も の 自死 に つ い て「 子 ども

たち は 命 を絶 つ ほ ど ，学 校 へ 行く こ と が 辛い 」 と 述べ ， ま た 厚生 労 働省
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（ 2015）の 18 歳以 下の 日 別 自殺 者 数 の デー タ（ 図 ６ ）か ら ，夏休 み が 終

わり ， 新 学期 が 始 ま る９ 月 １ 日の 自 殺 者 数が 一 番 多く ， ４ 月 の新 学 期，

５月 の ゴ ール デ ン ウ ィー ク 明 け， お 正 月 明け が 多 く， ７ 月 下 旬か ら ８月

中旬 及 び 年末 年 始 で ，学 校 が 長期 休 み の 期間 ， 子 ども が 家 庭 で生 活 して

いる 時 期 には 命 を 絶 つ子 ど も は少 な い こ とを 指 摘 して い る 。  

子ど も が 不登 校 時 に ，保 護 者が 「 不安 」 とと も に 持っ て い る 「子ども

を守る」と い う思 い には ，将 来 子 ども が 自立 を し て生 活 し て いけ な い の

では な い かと い う こ と に 加 え て， 子 ど も の命 の 危 機感 も 感 じ てい る ので

はな い か と推 察 さ れ る。 そ し て， 親 子 だ けで は 抱 えき れ な い その 危 機感

を，「 生 きて る こ と が大 事 だ から ね っ て いう こ と を聞 い て く れる ，学 校の

こと も わ かる ， け れ ども そ う いっ た カ ウ ンセ ラ ー って い う か ね， ス ク ー

ルカ ウ ン セラ ー の よ うな こ と も役 割 も 果 たし て く ださ る そ う いう 先 生が

いら し て くれ た ら 随 分違 う の かな っ て 思 いま す ね」と 語 って いる よ う に，

不登 校 は 登校 し て い るか 登 校 して い な い とい う 問 題で は な く ，子 ど もの

命に 関 わ る問 題 で も あり ， 保 護者 が 命 の 危機 感 を 抱え て い る とい う こと

図  ６  18歳以下の日別自殺者数（厚生労働省， 2015）  



－ 永彰１８ － 

 

を本 研 究 によ っ て 明 らか に な った と 言 え よう 。  

2) 子 ど も の 「 自 分 で 進 む し か な い 」 と い う 芽 吹 き に つ な が る 欠 席 継 続

時期の大人の姿勢  

進 路 決 定 時 期 に ，「 自 分 で 進 む し か な い 」 と い う 子 ど も の 中 で 思 い が

出て く る こと が 保 護 者か ら 語 られ た 。「 や っぱ り こ のま ま じ ゃ いけ な いな

と本 人 も 思っ た み た いだ し ， 中３ っ て い う目 の 前 のス テ ー ジ もど う する

って い う 悩み も あ っ たみ た い 」や 「 次 ， 進路 の こ とを 思 っ た 時に ， この

まま で は 進ま な い な と思 っ た んだ と 思 う んで す け ども 」 と あ った こ とか

らも ， 義 務教 育 課 程 修了 と い う節 目 を 前 に， 子 ど も達 は 少 し ずつ 変 わっ

てい く こ とが 見 て 取 れる 。そし て ，生 活 リ ズム の 改 善を 図 ろ う とし た り，

再登 校 に つな が る 子 もい る 。 しか し ，「 やっ ぱ り 焦り が 本 人 に出 だ し て，

行く 高 校 なか っ た ら どう し よ うっ て な っ て， で ， 受験 が き っ かけ で 勉強

する ， し ない と っ て 逆に 思 っ たみ た い で 。中 ３ か らは 本 当 に 勉強 し 出し

まし た ね 」と あ る よ うに ， 受 験の た め に 勉強 を 始 める が ， 焦 りや 心 配が

なく な っ たわ け で は なく ， 自 分で 進 む し かな い と 動き 出 し な がら も 両価

的な 気 持 ちが 続 い て いる こ と が推 察 さ れ る 。  

で は ，「 自 分 で 進 む し か な い 」 と い う 気 持 ち は 一 体 ど こ か ら 出 て く る

ので あ ろ うか 。 義 務 教育 課 程 修了 の 節 目 を前 に ， 進路 決 定 と いう 時 期が

来た こ と だけ が き っ かけ と は 言い 難 い 。 図 ５ の 子 ども の 流 れ を追 っ てい

くと ，進 路 決 定時 期 に 取り戻し と いう コ アカ テ ゴ リー が あ り ，自 己肯 定

感が 高 ま り， 子 ど も が本 来 感 を取 り 戻 す とい う 過 程が あ る 。 欠席 が 継続

し始 め た 時期 に ， 自 己肯 定 感 が低 下 し て いる 状 態 像を 考 え る と， 欠 席継

続時 期 の 間に取 り戻 し に 至る 何 かが あ る ので は な いか と 推 察 され る 。 子

ど も の 欠 席 継 続 時 期 の 中 程 に 注 目 す る と ， 家 庭 に お け る 居 心 地 の 良 さ ，

時を 忘 れ てし ま う か のよ う に 何か に 没 頭 する と い う没 入 感 ， 近隣 の 方と
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の変 わ ら ない つ な が り ，学校 に おい て は 学級 で 自 己存 在 感 を 感じ る よう

な自 分 の 居場 所 が あ るこ と な どが あ る。そう や っ て家庭 や学 校に おい て

子ど も が 守ら れ ，大 切に さ れ る こ と が ，子ど も の「 自分 で 進 むし か な い 」

とい う 思 いが 湧 き 上 がっ て く るこ と に つ なが っ て いる の で は ない だ ろう

か。 浅 見 （ 2018） が 不登 校 時 の自 身 に つ いて 「 当 時の ボ ク に とっ て はそ

もそ も『 今 』のこ と だけ で 精 一杯 で し た 。（ 中 略 ）今 に 対 す る安 心 が あっ

て初 め て 『未 来 』『 先』 に つ いて 考 え ら れる よ う にな る ん だ と思 い ま す」

と述 べ て いる よ う に ， 欠 席 継 続時 期 に 子 ども が 大 切に さ れ た と感 じ る経

験は ， 子 ども が 本 来 持っ て い る力 を 自 分 自身 で 大 切に で き る ，す な わち

自分 で 自 分を 大 切 に でき る こ とへ と つ な がり ，自分 の 将 来を も大 切 に し，

将来 を 考 え始 め る に 至る の で はな い か と 考え る 。内 田・永尾（ 2015）は ，

不登 校 経 験者 へ の イ ンタ ビ ュ ーか ら 進 路 実現 に つ なが る レ ジ リエ ン ス特

性を 明 ら かに す る 研 究に お い て，レジ リ エン ス 特 性の 一 つ と して「 I want」

の力 を 挙 げ， 興 味 ・ 関心 や 好 奇心 事 態 が ，直 接 本 人の 活 動 性 や進 路 に関

する 行 動 に影 響 を 与 える こ と ，そ し て 趣 味や 時 を 忘れ て し ま うか の よう

な没 入 感 に漂 う 対 象 が， 気 分 転換 に な っ たり ， 他 の活 動 に 対 して も 間接

的に プ ラ スの 影 響 を 与え る と いう こ と を 明ら か に して い る 。 また ， マズ

ロー （ 1954 小 口 訳  1971）の 欲 求 ５段 階説 に も 関連 さ せ，「 I want」の

力は ， 生 理的 欲 求 や 安全 欲 求 を満 た さ れ た上 で の 「社 会 的 欲 求や 自 我欲

求 」に 該 当 する の で はな い か と推 察 し て いる 。そ し て，「 I want」の 力を

支援・強 化・育 成 す るた め に は，「安 心 して 取 り 組め る 環 境 」や「 取 りか

かっ た こ とを 奨 励 し ても ら え る環 境 」 の 外的 要 因 の必 要 性 も 言及 し てい

る。 ま た ，山 中 （ 1978） は 不 登校 の 時 期 を「 内 閉 」と 表 現 し ，「『 内 閉』

とは ， 外 的に 社 会 的 自我 の 未 成熟 と さ れ る消 極 面 を持 ち つ つ も， 内 的に

は『 退 行』， し かも それ は 次 なる 『 新 生 』を も た らす た め の 『蛹 の 時 期 』
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とで も い うべ き 積 極 面を 併 せ 持っ て い る 。（ 中 略 ）彼 ら の『 内 閉 』を でき

る限 り 保 障し て や る こと が ま ず第 一 歩 で ある 」 と 述べ て い る 。そ の ため

には ，「も っ ぱ ら子 ども の 話 に『 耳 を 傾 け』， しっ か り と患 者の 『 内 的な

旅』の 同 行者 と し て 付き 合 い ，ひ た す ら 彼ら の『 内的 成 熟 』を待 つ 。（中

略） そ う いう 形 で 彼 らの 『 内 閉』 を 保 護 し支 え て いく う ち に ，何 ら かの

外的 な 事 件が ， 自 我 の成 長 と 共時 的 に 起 こっ て き ，そ れ に 対 して 患 者が

適切 に 関 わる こ と が 可能 と な ると ， そ れ まで の 『 内閉 』 の 状 態を 蝉 脱し

て， 新 し い状 況 へ と 巣立 ち 変 容し て い く のが 目 の 当た り に 見 られ る 」と

述べ て い る。 こ れ ら のこ と か らも ， 自 分 で進 む し かな い と い う思 い の 芽

吹き に 至 る過 程 に お いて は ， 欠席 継 続 時 期に 保 護 者や 教 員 が 安全 と 安心

を保 障 し てや り な が ら 見 守 る とい う 環 境 が大 切 で ある の で は ない か と考

える 。 い わば ， 子 ど も自 身 が 自分 の 種 子 を育 て て いく 過 程 に おい て ，環

境で あ る 保護 者 や 教 員な ど 周 りの 大 人 が 子ど も の 種子 を 直 接 育て る ので

はな く ， 時に は 土 壌 とな り ， 水と な り ， 光と な っ て守 っ て い くの で はな

いか と 考 える 。 決 し て放 っ て おく の で は なく ， 気 にか け な が ら 見 守 り，

種子 に は 直接 触 れ ず 自ら 育 つ のを 待 つ 。 待つ と 言 うこ と は ， 動く こ とよ

りも 時 に は辛 抱 が 必 要で ， 大 人に と っ て はふ ん ば りど こ ろ と 言っ て も過

言で は な い。 し か し ，そ う い った 大 人 の 姿勢 か ら ，子 ど も は 安心 し て少

しず つ 大 地に 根 を は り， 自 分 で進 む し か ない と の 思い を 芽 吹 かせ る こと

につ な が るの で は な いか と 考 える 。  

3) 「居場所」を求めて  

図５ の 進 路実 現 に 至 るプ ロ セ ス図 で 子 ど も・ 保 護 者・ 先 生 の 流れ 全体

を追 う と，一 つ のキ ーワ ー ド が浮 か ん で くる 。「 子 ども の 居 場 所」で ある 。

大場 （ 2010） は ， 出 会っ て き た不 登 校 の 子ど も た ちの 状 況 を 考え ， 不登

校 は 「 子 ど も が 居 場 所 を 失 っ た 時 に 起 こ る 」 と 感 じ ，「『 居 場 所 』 と は ，
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『自 分 は ここ で 受 け 入れ ら れ てい る （ 好 かれ て い る， 認 め ら れて い る，

必要 と さ れて い る）』『こ こ に いる と 安 心 する ， ほ っと す る 』 と， 子 ども

が感 じ る 場の こ と で ある 」 と 述べ て い る 。ま た ， 内田 （ 1999）は ， 思春

期の テ ー マと し て 「 存在 感 の 感知 」 を 挙 げ， 思 春 期に お い て 自分 が 周り

の脅 威 か ら守 ら れ ， 少し 安 心 して い ら れ る場 ， つ まり 「 居 場 所」 の 確保

の重 要 性 を述 べ て い る。そ し て，田 中（ 2017）は，「子 ど も に とっ て の居

場所 と は ，存 在が 可 能で あ れ ば何 処 で も よい わ け で は な い。『 他 でも な い

この 私 が ここ に 居 て も良 い 』 とい う 感 覚 と結 び つ かな い 限 り ，自 分 の存

在（ being） の 保障 とは な ら ない 」 と 論 じて い る 。  

本研 究 に おい て ， 各 時期 に お いて 「 居 場 所」 と 関 わる で あ ろ う語 りが

随所 に あ った 。 ま ず は協 力 者 の語 り を ， 時期 を 追 って 見 て い きた い 。欠

席が 始 ま った 時 期 に ， あ る 保 護者 は 学 校 に対 し て 「子 ど も の こと を 心配

して る 姿 を見 せ て 欲 しか っ た 」と 語 り ， 別の 保 護 者は 「 学 校 に居 場 所が

ない の で あれ ば ， 家 に居 て も いい か な と 思っ た 」 と， 子 ど も が学 校 に大

切に さ れ てい な い 思 いや 子 ど もの 居 場 所 のな さ に つい て 語 っ てい る 。欠

席継 続 時 期 に は ，「 学 校は 子 ど も の こ と を 必要 と し てく れ て る んだ な って

言う 風 に 思っ て く れ るか な と 思っ た け ど ， 全 く で した 」 と ， 子ど も が学

校に 必 要 とさ れ て い ない 思 い を語 る 保 護 者 も い れ ば， 担 任 の 先生 が 学級

での 役 割 を子 ど も に 任せ た と いう こ と に 対し て 「 子ど も の 中 には （ クラ

スに ） 関 わっ て る と 思っ た み たい で ， 自 分の 中 で つな が り が ある っ てい

う感 覚 は あっ た み た い」 や 「 中学 校 は 行 けて な か った け れ ど ，好 き だっ

たか ら 高 校は 普 通 に 行け た と 思う 」 と ， 登校 し て いな く て も 子ど も が自

分の 存 在 感を 感 じ て いる と の 語り も あ っ た 。加え て ，「 家 庭 で の居 心 地良

さを 感 じ てい た と 思 う」 と 家 庭で の 子 ど もの 様 子 の語 り も あ った 。 進路

決定 時 期 には ， 再 登 校し 始 め たも の の 「 学校 の 保 健室 は １ 時 間し か 利用
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がで き ず ，別 室 も な く， 教 室 しか 居 場 所 がな か っ た。 そ れ 以 外は 欠 席す

るし か な い」と 学校 での 物 理 的な 居 場 所 のな さ に つい て の 語 りが あ っ た。

進路 決 定 も佳 境 に 入 って き た 頃に 具 体 的 な進 路 先 を決 め る 時 には ，「 オー

プン ス ク ール で 上 級 生の 話 を 聞い て 子 ど もも が ん ばれ る か な と思 っ たみ

たい 」，「 オー プ ン ス クー ル で ，高 校 の 先 生に す ご くに こ や か に話 し ても

らっ た 」，「進 路 決 定 の決 め 手 は自 分 と 同 じ不 登 校 だっ た 子 が 行く と 言う

のが 良 か った み た い 。や っ ぱ り自 分 と 同 じ立 場 の 子が 行 く ， わか っ てく

れる 子 ら が行 く っ て 言う の が 」と の 語 り があ っ た 。  

以上 の こ とか ら 考 え ると ， 居 場所 と は 場 所で あ る が， 必 ず し も物 理的

な場 所 と は限 ら な い 。 本 間 （ 2006） が 「 場の 安 心 感や 安 全 感 こそ が ，存

在を 丸 ご と認 め ら れ るこ と の 心理 的 な 内 実な の で あり ， 居 場 所の も っと

も基 本 的 な意 義 な の であ る 」 と述 べ て い るよ う に ， む し ろ ， あり の まま

の自 分 が 受け 入 れ ら れる ， 認 めら れ る ， 肯定 さ れ る ， そ し て 安心 で きる

と心 理 的 に感 じ ら れ る人 の 存 在 に よ っ て ，そ の 物 理的 な 場 所 が， 子 ども

にと っ て の居 場 所 と なり 得 る ので は な い だろ う か 。ま た，「 や りた い こと

がた く さ んあ っ た み たい な の で， 時 間 は あっ と い う間 に 家 に 居て て も過

ぎて た み たい 」 と 子 ども 本 人 が好 き な こ とに 没 入 して い る 感 覚の 語 りも

あっ た が ，子 ど も が 没入 す る 世界 も 居 場 所で あ り ，没 入 す る こと を 保障

され る と いう 環 境 も また 居 場 所な の で は ない だ ろ うか 。 そ う いっ た 居場

所が あ る とい う 感 覚 が様 々 な 形で 積 み 上 がっ て い くこ と で ， 次の ス テー

ジ，す なわ ち 次 の居 場所 へ動き出 す 力 と なっ て い くの で は な いか と 考 え

る。  

居場 所 を 求め る 過 程 に お い て ，教 員 は 生 徒の あ り のま ま の 姿 を受 け入

れ， 安 心 でき る 存 在 とな る こ とが 肝 要 で ある こ と はい う ま で もな い 。 生

徒の あ り のま ま の 姿 を受 け 入 れる と い う こと は ， 時に は 生 徒 と教 員 とい
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う学 校 の 枠組 み を 越 えた 「 人 同士 と し て の関 わ り 」に よ っ て なさ れ ，そ

の関 わ り がひ い て は 子ど も や 保護 者 の 「 居場 所 が ある 」 と い う感 覚 を育

むこ と に つな が る の かも し れ ない 。  

4) 親子の間で起こっていること  

子ど も と 保護 者 の 関 係を 追 っ てい く と ，欠席 が 始 まっ た 時 期 に 親子の

感情が影響し合った り ，欠 席 継 続時 期 に は 親子関係が煮詰ま り ，そ し て

進路 決 定 時期 に お い ても ，保 護 者 は日 々 子ど も へ の関わりの 試行錯誤を

しな が ら ，子 ど も に 対し て 良 い 塩梅
あ ん ば い

の関 わ り を模 索 し てい る 。  

特に ， 欠 席継 続 時 期 にお い て 協力 者 が 「 家で 親 と 子が い る と 煮詰 まっ

てし ま う んで す 」 や 「親 子 ２ 人だ と ね ， なん か ね ，良 い 時 と 沈み 出 すと

一緒 に 沈 んで し ま う んで す よ 。で ， お 互 いに わ か って は い る んだ け ども

ね， ス ト レス と か が ピー ク に なる と ， 言 って は い けな い こ と を言 っ てし

まっ た り とか 」と い うよ う に，“ 煮詰 ま る”や“ 一緒 に 沈 ん でし ま う ”と

いう 表 現 から も 親 子 間が 滞 っ てい る 状 態 であ る こ とが 想 像 さ れる 。 そ の

上，反抗期と の重な り も あり ，保 護 者 に とっ て は どう す る こ とも で きな

い藁 に も すが る 思 い であ る 。 こう い っ た 親子 関 係 や子 ど も の 反抗 期 は，

不登 校 で ない 子 ど も にも 同 じ よう に 起 き てい る か もし れ な い 。し か しな

がら ，協 力 者が「 家 に親 と 子 がい る と ･･･」「親 子 ２ 人だ と ね ･･･」と 語 っ

たよ う に ，不 登 校 の 子ど も と その 保 護 者 はよ り 親 子が 密 で 閉 ざさ れ てい

るよ う な 状況 に あ る と言 え よ う 。徳 田（ 2010）が 親 と子 に つ いて ，「学 校

では『 保 護 者と 生 徒 』と捉 え る が ，家 庭 では（ 生 物 学的 に も 社会 的 に も）

『親 と 子 』が 永 続 的 な絆 を 表 す関 係 で あ る。 こ の 絆は 大 変 深 く強 い がゆ

えに 大 き な葛 藤 を 孕 んだ 関 係 でも あ る」と述 べ て いる よ う に ，“ 煮詰 ま る”

とい っ た 言葉 で は 表 しき れ な い親 子 間 の 毎日 が あ る。 生 田 （ 2018） は，

不登 校 に つい て ， 思 春期 の 課 題と し て 捉 えな が ら ，ジ ョ ン ・ ボウ ル ビィ
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のア タ ッ チメ ン ト 理 論（ 1969 黒 田 ら 訳  1976） や， マ ー ガ レッ ト ・マ

ー ラ ー の 分 離 － 個 体 化 過 程 論 （ 1975 高 橋 ら 訳  1976）， お よ び ピ ー タ

ー・ ブ ロ スの 「 第 二 の個 体 化 過程 」 と 呼 ばれ る 思 春期 青 年 期 精神 性 的発

達論 （ 1962 野 沢 訳  1971） を元 に 検 討 して い る 。ア タ ッ チ メン ト の視

点か ら は ，安全 基 地 に退 避（ 接 近）し よ うと す る 心理 が 働 い てい る こ と，

分離 － 個 体化 過 程 の 視点 か ら は， 外 の 世 界か ら 退 却し た 子 ど もは ， 親へ

の最 接 近 を図 っ て い るこ と ， 第二 の 個 体 化過 程 の 視点 か ら は ，内 在 化さ

れた 乳 児 期対 象 か ら の情 緒 的 な離 脱 と い う課 題 が ある こ と を 述べ て い る。

いわ ば ， 子ど も が 親 への 依 存 と自 立 を 繰 り返 す 両 価的 な 時 期 を経 て ，精

神的 に も 自立 し て い くと い う こと が 言 え よう 。 し かし ， 保 護 者が 子 ども

の依 存 と 自立 の 対 象 とな る と いう こ と は 並大 抵 の こと で は な く， 特 に母

親は 家 庭 内で も 一 人 で悩 み を 抱え 込 み が ちで あ る とい う こ と も本 研 究で

明 ら か に な っ た 。 そ う い っ た 状 況 に あ る 保 護 者 に と っ て ， 一 緒 に 悩 み ，

考える相談者・協力 者の存在 は，い わ ば 親子 の 間 に吹 く 風 と なり ，滞っ

てい た 空 気に 少 し 流 れを 作 っ たり ， 親 子 に 安 心 感 を与 え た り する 。 教員

は一緒に悩み，考え る 相談者・協力者 の 一人 と し て ，いつで も相談でき

る存在としてい る こ とは ，子 ども の み な らず 保 護 者に と っ て 心強 く ，ひ

いて は 子 ども の 心 の 安定 に も つな が る の では な い かと 考 え る 。  

3.4.2 中学校（教員）に求められる姿勢 や関わり  

1) 欠席が始まった時期： 関わりの最初 の姿勢  

子 ど も の 欠 席 が 始 ま っ た 時 期 の 先 生 の 関 わ り を 協 力 者 に う か が っ た

とこ ろ ， 先生 の 関 わ りに 対 す る保 護 者 の 捉え が 好 意的 な も の とそ う でな

いも の と 両極 に 分 か れた 。好 意 的 な語 り とし て は，「 担 任 の 先生 が 心 配し

てく だ さ って 結 構 毎 日の よ う に顔 出 し て くれ た 」「 す ごい 良 く して も らっ

て， と り あえ ず 話 を 聞い て く ださ っ て 」 とい う も ので あ っ た 。一 方 ，好
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意的 で な い語 り と し ては ，「 先 生来 ら れた ら『 原因 な ん です か ？』とか『原

因何 か あ るん じ ゃ な いで す か ？学 校 の こ と何 か 言 って ま せ ん か？ 』とか。

とり あ え ず本 人 か ら 学校 の こ とは 何 も 言 わな い し ，部 屋 か ら 出な い ，ほ

とん ど 出 てこ な く な った ん で す， し ば ら く」 と い う， 担 任 の 原因 探 しに

焦点 が 当 たっ た 関 わ りに 子 ど もが 自 室 に こも っ て しま っ た と いう も の や，

子ど も の 人間 関 係 を 心配 し た 保護 者 が ま ず担 任 の 先生 に 相 談 した と こ ろ，

「本 人 の 勘違 い か も しれ ま せ んし 」 と 言 われ ， 保 護者 が 憤 慨 され た とい

うも の が あっ た 。  

また ， 今 回 協 力 し て くだ さ っ た保 護 者 の 方で ， 先 生と の 最 初 の関 わり

にお い て 好意 的 で な い思 い を もた れ た 方 の ほ と ん どが ， そ の 後関 係 が修

復さ れ な いま ま で あ った 。 そ うい っ た こ とか ら も 欠席 が 始 ま った 時 の教

員の 関 わ りの 最 初 の 姿勢 は そ の後 の 関 係 性に 大 き な影 響 が あ ると も 言え

よう 。 で は， 関 わ り の最 初 の 姿勢 に 対 す る保 護 者 の捉 え の 違 いに は 一体

何が あ る のだ ろ う か 。最 初 の 出会 い と い うこ と を 思い 巡 ら せ ると ， 心理

療法 に お ける イ ン テ ーク 面 接 （初 回 面 接 ）で の 出 会い に 近 い もの が ある

ので は な いか と 考 え る。 心 理 療法 の 世 界 にお い て は， 初 回 面 接の 重 要性

につ い て 多く の 人 た ちに よ っ て指 摘 さ れ てお り ， 一丸 ら （ 1998） は サリ

ヴァ ン が 述べ て い た こと と し て 「 心 理 療 法家 が そ の場 ， そ の 時の ク ライ

エン ト の 内的 体 験 過 程の 一 端 を一 瞬 で も 深く 感 じ るこ と が で き， そ のこ

とが 伝 え られ た と き にク ラ イ エン ト は，セラ ピ ス トに『 分か って く れ た』

と感 じ て ほっ と 安 堵 する よ う な体 験 を す るこ と が 初回 面 接 で 欠か せ ない

とい う の であ る 」 と も記 し て いる 。 も ち ろん ， 学 校と 心 理 療 法と い う場

の違 い も あれ ば ， 教 員と 保 護 者に と っ て 全く の 初 めて の 出 会 いと い うわ

けで も な い。 し か し ，子 ど も の欠 席 が 始 まり ， 状 況が 変 わ っ たこ と に対

して 不 安 を抱 え て い る保 護 者 とし て 出 会 うの は 最 初で あ る 。 心理 療 法の
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世界 で ク ライ エ ン ト がセ ラ ピ スト に 感 じ る体 験 と 同様 に ， 子 ども や 保護

者が ， 先 生に 「 わ か って も ら った 」 と 感 じ ， 少 し でも 安 堵 で きた 体 験が

あれ ば ， その 体 験 が 土台 と な って 関 係 性 が育 ま れ る緒 と な っ てい く ので

はな い か と考 え る 。  

2) 欠 席 継 続 時 期 ： 人 間 味 あ ふ れ る 関 わ り か ら 見 え る 「 二 重 の 関 係 性 」，

そして「関わり続け ること」  

保護 者 に ，子 ど も が 不登 校 時 の先 生 の 印 象や 当 時 の先 生 の 関 わり ，求

めら れ る 関わ り を う かが っ た とこ ろ ，「 なん か こ う ，にじ み 出る っ て 言う

か・ ・ ・ にじ み 出 る って 言 う か， 思 っ て おら れ る こと が 言 葉 じゃ な くて

も出 て く るの が わ か る」 と い う語 り が と ても 印 象 深く ， 言 葉 だけ で ない

人 間 性 が に じ み 出 る 先 生 の 姿 勢 を 保 護 者 が 感 じ 取 っ て い る こ と が 推 察

され る 。 一方 で 「 も っと 心 配 した っ て よ ，担 任 で しょ っ て 」 とい う 語り

もあ り ， 先生 に 対 す る保 護 者 のあ る 種 の 怒り も 感 じら れ る 。  

片山 ら（ 2017）がチ ーム 学 校 に向 け た 現 代的 課 題 に関 す る 研 究の 中 で，

保護 者 が 学校 に あ た たか さ を 求め て い る こと や ， 保護 者 か ら 見て 学 校が

どこ か よ そよ そ し く 感じ て い るか も し れ ない こ と を考 察 し ， 教員 が 児童

生徒 や 保 護者 と の 関 わり が ， 人間 味 の 薄 い， 及 び 腰に 見 え る 形式 的 なも

のに な っ てい る と 感 じて い る 保護 者 が 少 なく な い こと を 言 及 して い る。

では ，保 護 者が 求 め てい る 人間味 のあふ れる教員の関わり と は一 体 ど う

いう 関 わ りで あ ろ う か。 協 力 者の 「 学 校 には 行 け ない で す け ど， で もわ

がま ま な んで す け ど ，ほ っ と かれ る っ て いう の も けっ こ う さ みし い もの

があ っ て，そ う かと 言っ て ，学 校 に 来い 来い っ て いわ れ る の もし ん ど い，

本当 に わ がま ま な ん です け ど ，適 度 な 感 じで 『 ど うし て る ？ 』っ て 感じ

で， 来 い とも い わ れ ない け ど ，な ん か こ う 普 通 に ソフ ト な 感 じで ， 適度

な関 わ り で時 々 『 ど うし て る ？』 っ て 感 じで ， 気 にか け て く ださ る って
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言う だ け でな ん か す ごく 安 心 感っ て 言 う か， こ う 完 全 に 何 も 連絡 が なく

なっ ち ゃ うと 結 構 さ みし い も んな ん で す よ。 た ま に『 ど う し てる ？ 』っ

て感 じ で 連絡 く だ さ った り す ると す ご く 嬉し か っ たり す る ん で」 と いう

語り が あ った 。 全 く 連絡 が な いと さ み し いが ， 登 校を 強 く 促 され る のは

負担 に な ると い う の が保 護 者 の心 情 で ，つか ず 離 れず の ， ほ どよい距離

感の関わりが 求 めら れて い る こと が 見 て 取れ る 。一 口 にほ ど よさ と 言 っ

ても ， 相 手が 感 じ る 感覚 で あ るた め 非 常 に難 し い 。ま た 「 正 直な 話 ，こ

うし て ほ しい あ あ し て欲 し い じゃ な く て ，あ の 一 番嬉 し か っ たの は ，生

徒っ て こ とを 忘 れ な いで そ う やっ て 来 て くれ て ， 話聞 い て く れて 」 と語

られ た よ うに ， 良 い 関わ り は 具体 的 に こ うで あ る とい う よ り ， 子 ど もの

こと を い つも 心 に と め ， 気 に かけ る と い う先 生 の 姿勢 こ そ が ，子 ど も保

護者 に 伝 わる と も 言 える 。 そ うい っ た 子 ども や 保 護者 と の 関 係の 中 で，

相手 の ほ どよ さ を 想 像し な が ら， 様 子 や 微妙 な 変 化を 汲 み 取 りな が ら関

わる こ と が， 子 ど も や保 護 者 を大 切 に 思 って い ま すよ と の メ ッセ ー ジと

なっ て 届 いて い く の では な い かと 考 え る 。そ し て ， そ の 背 景 には 学 校と

いう 場 に おい て 「 生 徒 ・ 保 護 者と 教 員 」 とい う 関 係で 出 会 っ てい る が，

関わ り 続 ける 中 で 自 覚的 で な くと も 教 員 もど こ か 「そ の 人 ら しさ 」 を引

き出 さ れ ， い わ ば 役 割を 離 れ た 「 人 と 人 」と い う 「二 重 の 関 係性 」 とも

言え る も う一 つ の 関 係も 生 ま れて い る の では な い かと 考 え る 。そ れ が教

員の に じ み出 る 人 間 性で あ り，そ う い っ た姿 勢 で 関わ る こ と が 人間味あ

ふれる関わりな の で はな い だ ろう か 。そ れぞ れ 違 う子 ど も や 保護 者 に対

して ，そ れぞ れ 違う 教員 が 出 会う わ け で ある か ら こそ ， 人間 味あふれる

関わりに はこ れ と い った マ ニ ュア ル は な い 。そ の 関係 の 間 に うま れ るリ

ズム や 波 長を そ の 時 々で 瞬 時 的に 感 じ ， タイ ミ ン グを 見 計 ら いな が ら，

関係 性 を 保ち 続 け る こと が ， 子ど も や 保 護者 に 安 心感 や あ た たか さ とし
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て伝 わ っ てい く の で はな い か と考 え る 。  

3) 進 路 決 定 時 期 ： 進 路 指 導 と 人 間 味 あ ふ れ る 関 わ り ～ 父 性 的 ・ 母 性 的

な関わりの塩梅（あ んばい） ～  

欠 席 継 続 時 期 か ら 義 務 教 育 課 程 修 了 と い う 時 期 が 見 え て く る 進 路 決

定期 に 入 ると ， 子 ど もの 中 で は自 分 で 進 むし か な いと い う 気 持ち が 芽吹

くと と も に， 一 方 で ，自 分 の 内申 点 や 学 力で 進 学 でき る 学 校 はあ る のだ

ろう か と いう 不 安 や 自信 の な さに 苛 ま れ ，両 価的 な 思 いが 出 てく る 。「動

き出 す 速 度が ね ， い わゆ る 学 校時 間 じ ゃ ない ん で すよ ね 。 そ の子 の 時間

にな っ ち ゃう ん で ， いろ ん な こと が 間 に 合わ な く なる っ て こ とで ， 周り

の大 人 は 早く 早 く っ て焦 っ ち ゃう ん で す けれ ど も ，い わ ゆ る 学校 と いう

こと に と らわ れ な け れば ， チ ャン ス っ て いく つ か あっ て っ て いう と ころ

を残 し な がら 話 っ て いう か ， 相談 に 乗 っ てく だ さ れば い い の にな と 思い

つつ ， 実 際忙 し い の でね っ て いう と こ ろ があ る ん です け ど ， 進路 指 導の

先生 で な くて も い い から ， そ の学 年 団 の 中で や っ ぱり ， そ う いっ た 思い

を受 け 止 めて く れ る 先生 が い て， 学 校 と つな い で くれ る そ う いう 人 が一

人い れ ば いい の か な 」と い う ，子 ど も の 歩調 に 合 わせ る 姿 勢 を求 め てい

る語 り が ある 一 方 で ，「自 分 が どの 辺 の，立ち 位 置 がわ か ら な くて ，どの

辺の 学 校 に行 け る の かも 全 く わか ら な く て， ど ん な高 校 が あ るの か もわ

から な く て」や「 進 路決 定 の 時に ･･･や っぱ り 情 報ほ し い で すね 。いろ ん

な情 報 を 。こ ん な 学 校が あ っ て， こ こ は こん な や りか た で っ て。 ど れく

らい の 成 績で 入 れ て とか ， そ うい う 細 か い情 報 を 持っ て き て くだ さ った

ら助 か り ます ね 。 選 択肢 は こ んな 学 校 も って な る し。 情 報 が 欲し い です

ね」 と い う， 進 路 と いう 節 目 はも う 目 の 前に あ り ，親 子 共 々 現実 的 な問

題に 向 き 合う た め の 進路 情 報 を求 め て い ると い う 語り も あ っ た。 不 登校

の時 期 に 一貫 し て 重 要で あ る 先生 の人間 味あふれる関わり ，いわ ゆ る 母
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性的 な 関 わり に 対 し て，進 路 決定 時 期に 求め ら れ る 的確な進 路指導 ，い

わゆ る 父 性的 な 関 わ り の 両 面 が必 要 に な って く る とい う こ と であ る 。進

路決 定 時 期に 保 護 者 が子 ど も への 関 わ り につ い て 「自 分 の 中 でも ど こま

で押 し て あげ て ， ど こま で 叱 咤激 励 を し てあ げ て ，ど こ で 引 いて あ げる

って 言 う のが ね 。 自 分で も わ から な い よ うに な っ てて 」 と 保 護者 が より

良い 関 わ りを 探 っ て いる よ う に， ま さし く， 教 員も 子 ど もに 対し て 父性

的な関わりと母性的 な関わりの塩梅
あ ん ば い

が 肝 要で ある と 言 えよ う 。そ うや っ

て保 護 者 と教 員 が 協 力し 合 い なが ら ， 父 性と 母 性 の間 を 行 っ た り 来 たり

しな が ら ，両 価 的 な 気持 ち の 間で 揺 れ る 子ど も を 抱え て い く こと が ，進

路 実 現 を 目 指 す 過 程 に い る 子 ど も の 内 省 や 自 分 に 見 合 っ た 進 路 を 吟 味

し て い く 力 に つ な が る の で は な い か と 考 え る 。 内 田 ・ 永 尾 （ 2015） が ，

「義 務 教 育課 程 修 了 とい う 節 目も ，あ る 意味『 父性 的』」と 論 じて い る よ

うに ， も しも 節 目 が なけ れ ば ，父 性 と し ての 機 能 が果 た さ れ ない の かも

しれ な い 。ま た ， 進 路決 定 時 期に お い て は子 ど も への 関 わ り に重 き を置

きが ち で ある が ，保 護者 へ の 労い や フ ォ ロー も 忘 れて は な ら ない 。「 先生

は私 の こ とを 良 く 言 って く だ さる ん で す 。褒 め て くだ さ る ん です よ 。す

ごい 楽 で した 」 と 語 って い る よう に ， 保 護者 も ま た， 節 目 と いう 父 性的

な壁 を 前 に， 受 容 さ れる よ う な母 性 的 な 関わ り に よっ て 保 た れ て お り，

そこ か ら 得ら れ る 力 が子 ど も へと 注 が れ てい く の では な い だ ろう か 。  

4) 学 校 全 体 で 子 ど も を 大 切 に し ， 担 任 が 「 ら し さ 」 を 出 せ る 学 校 の チ

ーム体制とは  

不登 校 時 期を 通 し て 学校 の 関 わり を う か がっ た と ころ ， 担 任 の先 生の

関わ り だ けで は な く ，学 年 主 任， 教 頭 ， 校長 ， 養 護教 諭 ， ス クー ル カウ

ンセ ラ ー ，別 室 で 関 わり の あ った 先 生 な ど， 学 校 内の さ ま ざ まな 先 生と

の関 わ り が出 て き た 。「 す ご く快 く 対 応 して く だ さっ て ，す ごく 待 遇 が良
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かっ た ん です 。 ど う いう 風 に して い っ た ら良 い か って 言 う 風 にい っ てく

ださ っ て ，３ 人 ， 教 頭先 生 と 学年 主 任 の 先生 と 担 任に な る 先 生と ３ 人が

チー ム を 組ん で や っ てく だ さ った ん で す 」と 語 る 協力 者 も お り， 子 ども

や保 護 者 にと っ て の 窓口 と な るの は 担 任 の先 生 で ある も の の ，保 護 者が

待遇 が 良 かっ た と 感 じら れ る よう な ， 学 校と し て 一人 一 人 の 子ど も や保

護者 を 大 切に し て い ると い う こと が 見 て 取れ る 。 また 学 習 指 導や 進 路指

導な ど の いわ ゆ る 指 導上 の 関 わり だ け で はな く ，「 校 長先 生 が 朝の 挨 拶と

して 子 ど もに 話 し か けて く だ さっ た 話 し かけ 方 が すば ら し か った 」 と語

る協 力 者 もお り ， 日 頃の 何 気 ない 声 が け や関 わ り も子 ど も や 保護 者 と関

係を 結 ん でい く 上 で 重要 で あ ると 言 え よ う 。  

中央 教 育 審議 会 （ 2015） は ， これ か ら の 学校 が 複 雑化 ・ 多 様 化し た課

題を 解 決 して い く た めに「 チ ー ムと し て の学 校 」の 在り 方 に つい て「 １．

専門 性 に 基づ く チ ー ム体 制 の 構築 」「 ２．学校 の マ ネジ メ ン ト 機能 の 強 化」

「３ ． 教 職員 一 人 一 人が 力 を 発揮 で き る 環境 の 整 備」 の ３ 点 を挙 げ てい

る。一 方 ，横 田（ 2011）は，「 学校 の 職 場 風土 が 不 登校 生 徒 の 担任 を 孤立

させ る 最 大の 要 因 は ，不 登 校 の子 ど も た ちを 学 校 組織 と し て 支援 す るシ

ステ ム 化 され た 体 制 があ る か 否か ，また 組織 や 体 制は 一 応 で きて い る が，

形ば か り でう ま く 機 能し て い ない 場 合 も 考え ら れ る」 と 指 摘 して お り，

学校 体 制 のチ ー ム 力 をど う 向 上さ せ て い くか と い うこ と が ， 特に 援 助ニ

ーズ が 高 い不 登 校 の 子ど も や 保護 者 に と って 大 き な課 題 で あ ると 言 え る 。

本研 究 に おい て 協 力 者か ら は ，学 校 体 制 に関 わ っ て学 校 内 の 先生 同 士の

連携 ， 教 育相 談 体 制 の充 実 ， 外部 機 関 と の連 携 を 中心 に 語 ら れて い る。

具体 的 な 語り と し て は「 カ ウ ンセ リ ン グ を受 け て みま せ ん か と言 っ ても

らっ た 」，「 カ ウ ンセ ラー の 先 生に 話 を し たら『 しん ど く なか った で す か？ 』

と言 っ て くだ さ り 涙 が出 た 」，「担 任 の 先 生に 教 育 支援 セ ン タ ーの 情 報を
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もら っ た」，「 保 健 室 の先 生 だ けが 子 ど も に関 わ っ てく だ さ っ た」，「 担任

の先 生 と 信頼 関 係 が 崩れ て い たの で ， 学 年主 任 の 先生 と 話 を して い た」

な ど ， 担 任 以 外 の 先 生 の 柔 軟 な 関 わ り に つ い て 語 ら れ て い る 。 一 方 で ，

「カ ウ ン セリ ン グ ル ーム は あ った が 全 然 機能 し て いな い 学 校 だっ た 」「子

ども と 関 係が 近 い 先 生の 関 わ りを お 願 い した が ， 担任 を 差 し 置い て でき

ない と 言 われ た 」 と いう 教 育 相談 体 制 や 学校 体 制 に対 す る 批 判的 な 語り

もあ っ た 。中 央 教 育 審議 会（ 2015）は，チー ム 体 制の 構 築 に あた り ，ICT

機器 等 も 活用 し ， 情 報の 重 要 性を 勘 案 し た関 係 者 間で の コ ミ ュニ ケ ーシ

ョン の 充 実， そ れ ぞ れの 職 務 内容 ， 権 限 と責 任 の 明確 化 に よ るそ れ ぞれ

の立 場 ・ 役割 の 認 識 と， 当 事 者意 識 を 持 った 学 校 の課 題 へ の 対応 を 挙げ

てい る 。 チー ム が 円 滑に 進 む ため の 情 報 共有 や 役 割の 明 確 化 が大 切 であ

るこ と は 言う ま で も ない 。 し かし ， そ れ らは 体 制 の型 つ ま り ハー ド 面 で

あっ て ， その 中 身 を 構成 し て いる も の つ まり ソ フ ト面 こ そ が ，チ ー ムの

絆を 固 め てい る も の では な い だろ う か 。 そし て ， その 中 身 の 正体 は 教員

同士 の 関 係性 で は な いか と 考 える 。 教 員 同士 の 関 係性 が 育 ま れる 過 程に

は， 教 員 同士 が 顔 を 合わ せ て 伝え 合 う こ とや ， 子 ども に 関 わ る何 気 ない

会話 ， 職 場の い わ ゆ る隙 間 を 埋め る そ れ ぞれ の 目 配り ， 気 配 りが あ るよ

うに 感 じ る。 特 に 中 学校 と い う場 に お い ては ， 小 学校 の 学 級 担任 制 から

変わ り ， 子ど も を 学 級， 教 科 ，部 活 動 な どい く つ もの 場 の 中 で違 う 教師

が関 わ っ てい る 。 上 述し た よ うに ， 校 長 先生 の 朝 の挨 拶 が 保 護者 に とっ

ては 印 象 深い と い っ た， た く さん の 先 生 との 関 わ りが あ る と い う 特 徴が

ある 。 た だし ， 教 員 がパ ズ ル のピ ー ス で 学校 と い う一 枚 の 絵 を描 き 出す

ので は な く， 一 人 一 人が い わ ば一 本 一 本 の糸 と な って 編 み 込 まれ た 一枚

の布 が 学 校と な り ， 子ど も や 保護 者 の セ ーフ テ ィ ネッ ト の よ うな 存 在と

して 常 に いる こ と が 子ど も や 保護 者 に 安 心感 と し て伝 わ る よ うに 思 われ
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る。 も ち ろん ， そ の セ ー フ テ ィネ ッ ト の よう な 学 校体 制 に よ って ， 担任

の先 生 も 守 ら れ ， 先 生の 「 ら しさ 」 を 出 すこ と が でき ， そ れ が子 ど もや

保護 者 に あた た か さ とし て 伝 わる の で は ない か と 考え る 。  
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第４章  第２研究  

4.1 目的  

本研 究 の 目的 は ， 不 登校 （ 傾 向） 生 徒 の 進路 指 導 に携 わ っ た 経験 があ

るベ テ ラ ン中 学 校 教 員の ， 特 に進 路 実 現 に向 け た 不登 校 支 援 に焦 点 を当

て， 社 会 的自 立 を 見 通し た 進 路指 導 に お ける 中 学 校教 員 の 姿 勢の あ りよ

うや 関 わ りを 探 る こ とで あ る 。  

4.2 方法  

4.2.1  調査協力者  

不 登 校 (傾 向 )生 徒 の 進 路 指 導 に 携 わ っ た 経 験 の あ る 中 学 校 教 職 経 験

13 年以 上 の 方 13 名 （「 教 職経 験 13 年 以 上」 に つ いて は ， 調 査開 始 当時

の京 都 府 「教 員 等 の 資質 能 力 の向 上 に 関 する 指 標 」に お け る キャ リ アス

テー ジ で「 中堅 期 」以降 に 相 当す る た め ）（ 協 力者 の 性 別 ，教員 歴 は 表４

に示 す ）  

表  ４  協力者の性別・教員歴  

協力者 性別 教員歴 協力者 性別 教員歴

Ｉ 男性 31年以上 Ｐ 女性 13～20年

Ｊ 女性 21～30年 Ｑ 男性 31年以上

Ｋ 男性 13～20年 Ｒ 男性 21～30年

Ｌ 女性 13～20年 Ｓ 男性 21～30年

Ｍ 男性 13～20年 Ｔ 男性 31年以上

Ｎ 男性 31年以上 Ｕ 女性 31年以上

Ｏ 女性 13～20年
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4.2.2  調査時期  

2018 年 ２月 ～ ８ 月  

4.2.3  調査方法及び分析方法  

本研 究 で は， Ｐ Ａ Ｃ 分析 を 用 いた 半 構 造 化イ ン タ ビュ ー 調 査 を実 施し

た。 調 査 は協 力 者 の プラ イ バ シー が 十 分 に確 保 さ れた 場 所 で 行わ れ ，調

査時 間 は約 60～ 120 分間 で あ った 。今回 用い た Ｐ ＡＣ 分 析 は 内藤（ 2002）

に よ っ て 開 発 さ れ た 研 究 手 法 で あ り ， Ｐ Ａ Ｃ と は ， Personal Attitude 

Construct（個 人 別 態度 構 造）の 略称 で「個 人 別に 態 度構 造 を測 定 す るた

めに 」 開 発さ れ た 方 法で あ る 。Ｐ Ａ Ｃ 分 析で は ， 半構 造 化 さ れた 面 接と

コン ピ ュ ータ に よ る 想起 語 間 の距 離 測 定 を行 い ， 個人 ご と に テー マ への

態度 や イ メー ジ の 構 造を 分 析 する 。 Ｐ Ａ Ｃ分 析 を 用い る 理 由 とし て ，通

常の ア ン ケー ト や イ ンタ ビ ュ ー調 査 で は 得ら れ な い協 力 者 の 多様 な 経験

や感 情 を 含む 内 面 の 構造 を 明 らか に で き る（ 内 藤 ， 2002） こ と， そ して

協力 者 自 身が 実 践 を 振り 返 り ，自 身 の 考 え方 に つ いて 新 た な 発見 （ 診断

的評 価 ）を する の に 有効 で あ る（内 藤 ，2008）こ との ２ 点 が 挙げ ら れ る。  

半構 造 化 イン タ ビ ュ ー調 査 の 聞き 取 り 過 程は 以 下 の通 り で あ る。  

連想 刺 激 文（ テ ー マ ）を 提 示 し， 調 査 協 力者 に よ って 自 由 連 想語 又は

文 が 想 起 さ れ ， そ れ ぞ れ の 重 要 度 順 位 と ， ＋ ， － ， ±の い ず れ か の イ メ

ージ を 調 査協 力 者 自 身が 決 定 した 。  

 

 

 

 

 

 

【連想刺激文】  

不 登 校 生 徒 を 中 学 校 ３ 年 生 で 担 任 を す る 際 に 生 徒 本 人 や 保 護 者 と 関 わ る

上 で 大 切 な こ と は ど ん な こ と で し ょ う か 。 ま た ， 関 わ る 際 に 教 員 と し て

大 切 な 心 構 え や 姿 勢 の あ り よ う は 何 だ と 思 わ れ ま す か 。 社 会 的 自 立 を 見

通した進路実現・進路保障ということにも焦点をあてて考えてください。 
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次に ，土田（ 2009）のＰ Ａ Ｃ － assist ソフ ト を 用い て イ ン タビ ュ ーを

進め ， 分 析ソ フ ト は ＨＡ Ｌ Ｂ ＡＵ ， 距 離 関数 は ウ ォー ド 法 を 用い た 。協

力者 に 各 クラ ス タ の 命名 を し ても ら い ， 各ク ラ ス タの イ メ ー ジや ク ラス

タ間 の 関 連性 な ど に つい て は ，イ ン タ ビ ュー で 聞 き取 っ た 。 そし て ，イ

ンタ ビ ュ ー内 容 を 逐 語録 に 起 こし ， 研 究 者が 各 協 力者 の 結 果 から 総 合的

解釈 を 行 った 。  

その 後 ， 各協 力 者 が ＰＡ Ｃ 分 析過 程 に お いて 命 名 し た ク ラ ス タ及 びそ

の内 容 を ＫＪ 法 （ 川 喜田 ， 1967） に 準 じ て項 目 別 分類 （ 表 ６ ）を 行 い，

図解 （ 図 ８） を 作 成 した 。  

4.2.4  倫理的配慮  

調査 の 目 的， 倫 理 的 配慮 の 説 明を し ， 署 名に て 調 査と 録 音 の 同意 を得

て調 査 を 行っ た 。（ 説明 内 容 及び 同 意 書 は 付 録 ２ に掲 載 す る ）  

4.3  結果  

4.3.1 ＰＡＣ分析による結果と総合的 解釈  

13 名 の 協力 者 の Ｐ ＡＣ 分 析 によ る 結 果 と総 合 的 解釈 を 記 述 した 。全て

の協 力 者 の結 果 を 掲 載す る こ とは 紙 幅 の 都合 上 困 難で あ る た め， 得 られ

たデ ー タ のう ち ， 協 力者 Ｑ に つい て 以 下 に示 す 。（ 他 12 名 の デン ド ログ

ラム ， 総 合的 解 釈 に つい て は 付録 ５ に 掲 載す る ）  

協力 者 Ｑ は，連 想刺 激文 に 対 して 自 由 連 想か ら 10 個 の 項目 を挙 げ た 。

図７ は 協 力者 Ｑ の デ ンド ロ グ ラム で あ る 。図 の デ ンド ロ グ ラ ムか ら 調査

者が ３ つ ない し は ４ つの ク ラ スタ に 分 け ，協 力 者 に確 認 す る と， ４ つの

クラ ス タ 分け に 対 し て同 意 が 得ら れ た の で４ つ の クラ ス タ ご とに 話 を聞

き， 表 ５ にま と め た 。  



－ 永彰３６ － 

 

 

距離

決めつけない1

リアル

可能性

2

3

105.85

(7)
本人が本当に思っていること、

考えていることは何？ 4 ＋

重要度クラスター名 想起順 連想語（文） 0

8.00

(9)
高校を出てから、あるいは

将来どうしたらよい、どうした

いのだろう
5 ＋ 16.87

3 ＋ 51.95

(3) 子ども本人と家族の関係をよく理解する 3 － 13.10

(1) ていねいに話を聞く

(10) 家庭の経済状況を考える 6 － 42.39

＋ 105.85

(5) 進学してからの可能性（伸びしろ）を考える 1 ＋ 20.40

(4) 正しい情報を得る、伝える 3

105.854 今、ここで何がある (6)
一人一人状況が違うので、

特に手立てが必要な生徒を

見極める
7 ＋

46.81

(8) どの力、教科を伸ばせばよいのか考える 8 ＋ 78.68

(2) 一人一人の見通しをイメージする 2 ＋

図  ７  協力者Ｑのデンドログラム  

１）　協力者によるクラスタのイメージと解釈

10の連想語と４つのクラスタで構成された。
【クラスタ１】
「本人が本当に思っていること、考えていることは何？」「高校を出てから、あるいは将来どうしたらよい、どうしたいのだろう」「ていねいに話を聞く」の３項目：「教員の思い込みだけで判断しない。思い
込みだけでもしないし、本人がちゃんと考えているのか、そうでないのかと見極める。考えることがあるのかもしれないけれど、伝わってないという時もあるし、本当に考えていない時もあるし。そこらへ
んを確かめながら。一番は思い込みで判断しないことかなと思います。『決めつけない』です。」
【クラスタ２】
「子ども本人と家族の関係をよく理解する」「家庭の経済状況を考える」「正しい情報を得る、伝える」の３項目：「現実的なことに目を向けることです。当然家族の関係も大事ですし、経済状況も。現実を
客観的にということですね。『リアル』です。」
【クラスタ３】
「進学してからの可能性（伸びしろ）を考える」「一人一人の見通しをイメージする」「どの力、教科を伸ばせばよいのか考える」の３項目：「可能性を伸ばすっていう。『可能性』です。可能性を信じたいで
すよね。」
【クラスタ４】
「一人一人状況が違うので、特に手立てが必要な生徒を見極める」の１項目：「優先順位かな。できるできないじゃなくて、今、ここに手厚くしないとという優先順位を、見逃さないという感じかな。今、こ
こ、『今、ここで何がある』。今、どこが大事かっていう。」

２）　クラスタ間の比較と全体について

【クラスタ１】と【クラスタ２】との関係について：「妄想にならないような、しっかり地に足をつけて歩んでいかなければならないというところが大事ですので、どちらも現実的なところが似ています。『リア
ル』はより客観的な現実で、『決めつけない』はより主観的な現実というか。『決めつけない』は本人の心の中の現実というか、『リアル』は客観的な、社会的な周りの状況の現実で、それをきちっと受
け止めていくのは大事なので。保護者も教員も、（生徒に）できるはずがない、違う方へ行った方がいいよとか、そうはならないように。」
【クラスタ１】と【クラスタ３】との関係について：『決めつけない』は本人のこと、『可能性』は支援する側の力っていうか、支援する側によりしっかりとした力が求められる。『決めつけない』というのも力量
だけれども、『可能性』の方がよりエネルギーがいるし、冷静さも要りますね。より支援者としての力が、経験も含めて求められるのではないかと思います。」
【クラスタ１】と【クラスタ４】との関係について：『決めつけない』は個人であり、『今、ここで何がある』は集団ということかなと思います。『今、ここで何がある』というのは集団を見ている目も含みます。あ
る程度経験知がいると思います。」
【クラスタ２】と【クラスタ３】との関係について：「『リアル』はどうしようもないしばりがあるので、『可能性』を実現できない構図になってくるという関連性があります。必ずしも全てが叶えられないかもしれ
ない。『リアル』がわかった中で最大限の『可能性』を考えるという、相互的に関わっていく。『リアル』によって『可能性』の度合いが変わってくるというのがあるのではないですかね、現実的には。」
【クラスタ２】と【クラスタ４】との関係について：「一人一人の状況を把握しておく（『今、ここで何がある』）という、『リアル』がわかっていないと手立ての必要性がわからないと思います。
【クラスタ３】と【クラスタ４】との関係について：「『可能性』は大きくは変わらない。刻々と変化するものではないけれど、『今、ここで何がある』は変化していくものです。

３）　＋－イメージの聴取

【クラスタ１】は、「本人が本当に思っていること、考えていることは何？（＋）」「高校を出てから、あるいは将来どうしたらよい、どうしたいのだろう（＋）」「ていねいに話を聞く（＋）」の３つの項目からなる
クラスタである。
【クラスタ２】は、「子ども本人と家族の関係をよく理解する（－）」「家庭の経済状況を考える（－）」「正しい情報を得る、伝える（＋）」の３つの項目からなるクラスタである。
【クラスタ３】は、「進学してからの可能性（伸びしろ）を考える（＋）」「一人一人の見通しをイメージする（＋）」「どの力、教科を伸ばせばよいのか考える（＋）」の３つの項目からなるクラスタである。
【クラスタ４】
「一人一人状況が違うので、特に手立てが必要な生徒を見極める（＋）」の１つの項目からなるクラスタである。

４）　重要順位と＋－イメージ

10の項目のうち重要順位の高い５位までを見ると、①「進学してからの可能性（伸びしろ）を考える」、②「一人一人の見通しをイメージする」、③「子ども本人と家族の関係をよく理解する」、④「本人が
本当に思っていること、考えていることは何？」、⑤「高校を出てから、あるいは将来どうしたらよい、どうしたいのだろう」であった。①②④⑤はプラスイメージ、③はマイナスイメージであった。

５）　協力者Ｑについての総合的解釈

【クラスタ１】は、教員の思い込みだけで判断せず、本人の思いや考えを確かめると語っており、『決めつけない』と命名された。
【クラスタ２】は、家族関係、家庭の経済状況など現実的なことに対して客観的に目を向けると語っており、『リアル』と命名された。
【クラスタ３】は、可能性を伸ばす、可能性を信じたいと語っており、『可能性』と命名された。
【クラスタ４】は、学級において、今、どこが大事で、ここに手厚くしないといけないという優先順位をつけて、見逃さないと語っており、『今、ここで何がある』と命名された。
全体的に見ると、協力者Ｑは、不登校支援において、「主観」と「客観」、「個」と「集団」など一見対極ともとれる事柄について、それぞれの間を行き来しながら包括し、何より生徒本人の可能性を大切
にされていることが推察される。最初の連想語として「ていねいに話を聞く」と表現されていることから、まずは生徒本人の心に耳を傾けることから始めておられることが想像できる。そして、本人の本
当の思いや考えなど、いわゆる本人の心の中の現実（主観的な現実）に寄り添いながらも、家族関係や家庭の経済状況など社会的な現実（客観的な現実）をきっちり受け止めていくことが大事である
とも語っている。そういった主観の現実と客観の現実、両方の『リアル』を理解した上で最大限の『可能性』を考え、支援していくことについて、「妄想にならないような、しっかり地に足をつけて歩んでい
かなければならないというところが大事」と語っているところも注目すべき点である。まさに義務教育が修了する時期に直面する「社会的な自立」が現実的なものとなり、その時期において生徒の主観
と客観両方の『リアル』に付き合い、一緒に考えてくれる教員の存在が生徒にとって大きな支えであり、いわば道標のような存在となっていることが言えよう。一方で、上記のような「個」に対するアプ
ローチとともに、学級担任として「集団」を見る目についても語られている。学級集団は、一人一人の状況も含めて常に変化をしているが、担任が「今、ここで何がある」ということを捉えて、支援が特に
必要な生徒を見極め、優先順位をつけて見逃さないということは興味深い。不登校生徒本人への個の関わりに終わらず、担任のこういった集団に対する広い視野をもった姿勢が、個の手厚いアプロー
チにつながり、「個」と「集団」の視点やアプローチが相互的に作用しているのではないかと推察する。

表  ５  協力者ＱのＰＡＣ分析による 結果と総合的解釈  
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4.3.2  全協力者のＰＡＣ分析の結果  

各協 力 者 から 出 さ れ たク ラ ス タを そ れ ぞ れの 内 容 に基 づ い て ，山 本ら

（ 2017） を 参 照 し な が ら カ テ ゴ リ ー 化 を 行 っ た と こ ろ ，「 関 係 を つ む ぐ

～ 人 の あ た た か さ ・ 待 ち 続 け る 姿 勢 ・ 心 の つ な が り ～ 」「 ど う 生 き て い

く か ～ 社 会 的 自 立 を 見 通 し た 視 点 ～ 」「 で き る こ と か ら ～ 個 の 視 点 ・ ア

プ ロ ー チ （ 本 人 へ の 具 体 的 な 支 援 ） ～ 」「 見 極 め る ・ 伝 え る ～ 客 観 性 の

あ る 的 確 な 進 路 指 導 ・ 進 路 情 報 提 供 ～ 」「 足 を 運 ぶ ～ 保 護 者 を 孤 立 さ せ

な い ・ 家 庭 で の 本 人 の 生 活 自 立 ～ 」「 つ な ぐ ～ 集 団 の 視 点 ・ ア プ ロ ー チ

（ 学 級 の 視 点 と 仕 掛 け ） ～ 」「 託 す ～ 社 会 的 自 立 を 見 通 し た 連 携 ～ 」 の

７つ の カ テゴ リ ー に 分類 さ れ ると 考 え ら れた 。 表 ６に は ， 全 協力 者 の挙

げた 全 て のク ラ ス タ を７ つ の カテ ゴ リ ー に分 類 し た一 覧 と し て示 す 。  

カテゴリー 1 2 3 4 5 6 7

関係をつむぐ どう生きていくか できることから 見極める・伝える 足を運ぶ つなぐ 託す

協力者

人のあたたかさ・
待ち続ける姿勢・
心のつながり

社会的自立を
見通した視点

個の視点・アプローチ
(本人への具体的な支援)

客観性のある
的確な進路指導・
進路情報提供

保護者を孤立させない・
家庭での本人の生活自立

集団の視点・アプローチ
(学級の視点と仕掛け）

社会的自立を
見通した連携

I
２．担任としてのかかわり

３．抱えの環境

＜家庭の支えと本人の意思＞

１．進路情報提供 ４．友人関係

J １．信頼関係の構築 ２．思い出づくりへの支援 ３．連携

K ４．不登校の受容 ２．中学校における支援
１．発達支援

３．支援の視点

L １．心の持ちよう ２．具体策
３．本人が体験すること

　　本人に体験させること
４．クッション

M １．本人への支援 ２．家庭との連携 ３．本質と外部との連携

Ｎ １．なくてはならないもの
２．希望をもった将来に

　　ついて探索する

３．中学校にいる間に

　　できる土壌づくり

４．託す（卒業後の生活・

　　進路を見据えて）

Ｏ
１．信頼関係をどのように

　　築くか

３．生徒本人への援助の

　　手立て
２．保護者との関係づくり

Ｐ
１．無理しなくていい

　　居てくれて嬉しい

２．本人の前向きな気持ち

　　本人への励まし

４．人間性を考える

　　人として接する

３．保護者の話をきく
（子どもとの関わり方を見立てる）

Ｑ
１．決めつけない

３．可能性
２．リアル ４．今、ここで何がある

Ｒ
１．卒業を見据えた初期段階

２．卒業を見据えた初期段階②

４．リ・スタート

３．卒業を見据えての行動面

Ｓ １．関わり方 ４．第一目標 ２．進路 ３．共働

Ｔ ２．チーム学校としてのあり方 １．家族のあり方

Ｕ １．こどもたちに～教師の本務～ ３．次の所属のための調整 ２．こどもたちの環境 １ ４．こどもたちの環境 ３

表  ６  各協力者のクラスタ及び内容項目別分類  
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4.4 考察  

（カ テ ゴ リー に つ い ては 太ゴシック体 で 表す ）  

各協 力 者 のク ラ ス タ が７ つ の カテ ゴ リ ー に分 類 さ れ， ７ つ の カテ ゴリ

ーの 関 係 を検 討 し ， 図解 を 作 成し た （ 図 ８）。 図解 で 示 して いる よ う に，

進路 実 現 に向 け た 不 登校 支 援 にお い て ベ テラ ン 中 学校 教 員 は ，ま ず こど

も本 人 の“ 今 ，ここ ” を 見立 て ，できる ことから 個 の アプ ロ ーチ を し な

が ら も ， 学 級 担 任 と し て 友 人 や 学 級 と つ な ぐ と い う 集 団 の 視 点 も 持 ち ，

一方 ， 進路 指 導 を進 めて い く 中で ， 本人 や家 庭 を 見極め な が ら， 進 路情

報を 正 し く伝える と いう 的 確 な進 路 指 導 をさ れ て いる 。ま た ，孤 立し か

ねな い 保 護者 に も 寄 り添 う こ とも 大 切 に され ， 負 担に な ら な いよ う に配

慮 し な が ら 家 庭 に 足 を 運 ん で 直 に 出 会 う こ と で つ な が り を 作 っ て い る 。

そし て ， 連携 に も 重 きを 置 い てお り ， 在 学中 は ス クー ル カ ウ ンセ ラ ー ・

スク ー ル ソー シ ャ ル ワー カ ー 等と も 連 携 しな が ら ，進 路 は 家 庭の 経 済的

なこ と も 関わ る た め ，在 学 中 のみ な ら ず 卒業 後 に 福祉 や 医 療 等と も つな

がっ て い ける よ う 進 め， 託す と い う段 階 を踏 ん で いる 。 連携 とい う 意 味

では ， 担 任が 個 人 プ レー に 走 らず ， 校 内 にお い て も密 に 連 携 をし な がら

組織 的 に 動い て い る 。そ う い った 関 わ り の中 で 注 目す べ き 点 は， こ れら

の中 心 的 な軸 と し て ， 高 校 入 学と い う 単 なる 入 口 指導 で は な く， 生 徒の

将 来 の 姿 を 思 い 描 き ど う 生 き て い く か と い う 社 会 的 自 立 の 視 点 を 軸 に

して い る こと で あ る 。そ し て 何よ り ， 全 ての 関 わ りの 土 台 と して ， 生徒

や保 護 者 との関 係を つむぐ こ とに 重 き を 置か れ ，人の あ た た かさ や 心の

つな が り を大 切 に し なが ら ， 待ち 続 け る 姿勢 を 保 って い る と いう こ とが

明ら か に なっ た 。 以 上の 全 体 像を 踏 ま え なが ら ， ４点 に つ い て不 登 校支

援と い う こと を 軸 に 考察 す る 。  
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図  ８  図解   

4.4.1  生 身 の 人 と 人 と が 直 に 出 会 う こ と の 積 み 重 ね か ら 育 ま れ る 関 係

性  ～「関係をつむ ぐ」「足を運ぶ」～  

カテ ゴ リ ー１ の関係 をつむぐ は ，協 力 者 13 名の 中で 11 名 が挙 げ た カ

テゴ リ ー であ る 。 カ テゴ リ ー とし て 挙 げ てい な い ２名 も 語 ら れて い る内

容で あ り ，本 研 究 で は核 と 成 すカ テ ゴ リ ーと 言 え よう 。 協 力 者が 「 なく

ては な ら ない も の」「 全 体に 関 わ って こ れが な い と成 り 立 た ない も の 」と

語っ て い るよ う に ， 生徒 や 保 護者 と 関 わ って い く 中で の 土 台 とな る と言

って も 過 言で は な い 。で は そ の土 台 と な る関 係 性 はど の よ う に育 ま れる

のだ ろ う か。「 居て くれ て 嬉 しい 」「常 にク ラ ス の一 員 と し て忘 れ て いな

いと い う メッ セ ー ジ を送 り 続 ける 」 と 協 力者 が 挙 げて い る よ うに ， 生徒

本人 が 生 きて 居 て く れて い る こと を 肯 定 し， 登 校 して い る ・ して い ない

に関 わ ら ず， 生 徒 本 人そ の も のを 大 切 に して い る こと が う か がえ る 。こ

うい っ た こと か ら も ，ま ず は 生徒 の あ り のま ま を 受け 入 れ る 姿勢 こ そ が

必要 で は ない か と 考 える 。 そ して ，「教 師ぞ れ ぞ れの ス タ イ ルも あ る し，

見極める・

伝える
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進路情報提供

足を運ぶ
保護者を孤立させない
家庭での本人の生活自立

つなぐ
集団の視点・

アプローチ

(学級の視点と

仕掛け)

託 す
社会的自立を
見通した連携

社
会
的
自
立

関 係 を つ む ぐ
人のあたたかさ ・ 待ち続ける姿勢 ・ 心のつながり

福祉

ＳＣ ･ ＳＳＷ

医療

今
、
こ
こ

進学・

就労

教育支援

センター ･

フリースクール

できること

から
個の視点・アプローチ

(本人への具体的な支援)



－ 永彰４０ － 

 

（生 徒 ）一 人一 人 に 合わ せ て 」と語 っ て いる よ う に ，教 員 は 生徒 の“ 今 ，

ここ ” を 直に 感 じ ， 息を 合 わ せな が ら 進 めて い る こと が 推 察 され る 。頭

で考 え て いる の で は なく ， 心 と体 の 感 覚 で受 け と め， 生 徒 と 教員 の 間に

流れ る 空 気を 肌 感 覚 で感 じ 取 って い る イ メー ジ で ある 。 関 係 性の 土 台に

ある も の は ，「 マ ニ ュア ル で はな く」と 協力 者 か らあ っ た よ うに ，いわ ゆ

る不 登 校 支援 の ハ ウ ツー で は なく ， こ う いっ た 教 員の 姿 勢 の あり よ うか

らう ま れ るの で は な いか と 思 われ る 。  

一方 ，カ テ ゴ リー ６ の 足を運ぶ で は，「 保護 者 の 孤立 を 防 ぐ 」「一 緒 に

考え て い きま し ょ う とい う ス タン ス で 保 護者 を 労 う」 と 協 力 者が 自 由連

想語 で 挙 げて お り ， 孤立 感 や 焦燥 感 を 持 ちか ね な い保 護 者 を 受容 し なが

ら， 日 々 の子 ど も へ の関 わ り に対 し て 労 う姿 勢 を 大切 に し ， 保護 者 と教

員が 一 体 とな っ て 子 ども を 育 てて い く 姿 勢が う か がえ る 。そ して ，「 信頼

関係 は 足 でか せ ぐ（ 出会 う ）」とい う 語 りか ら は，教 員の 姿 勢は 直 に 出会

うこ と で 伝え ， 伝 わ るも の が ある の で は ない か と 考え る 。  

以上 ，関係をつむぐ ，足を運ぶ と い うカ テゴ リ ー から ，「 生 徒の “ 今 ，

ここ ” を 直に 感 じ ， 息を 合 わ せな が ら 進 めて い く 教員 の 姿 勢 」や 「 家庭

に足を運び， 保 護 者 と直 に 出 会い ， 一緒 に考 え て いく 姿 」が ，生 徒 や保

護者 と の 関係 性 の 土 台作 り に 関わ っ て い るこ と が 示唆 さ れ た 。で は 情報

ネッ ト ワ ーク 化 が 進 み ， 直 に 会わ な く て もい ろ ん な通 信 手 段 で伝 え 合う

こと が で きる 中 で ， 生徒 ・ 保 護者 と 教 員 が直 に 出 会う と い う こと は ，互

いに ど う いう 意 味 を もた ら し てい る の で あろ う か 。 河 合 （ 1998） は ，著

書の 中 で 多く の 人 が 情報 を 早 くた く さ ん 受け 取 る 便利 な 方 法 を求 め る情

報社 会 に おい て ， 作 家井 上 ひ さし の 演 劇 の話 か ら 展開 し て ， 人間 に とっ

て情 報 以 外に 大 切 な もの に つ いて 以 下 の よう に 記 して い る。「 演劇 が はじ

まり ， そ れが 成 功 す る場 合 は ，劇 場 全 体 に『 不 思 議な 一 体 感 』が 生 まれ
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てく る 。 観客 が 一 体 とな っ て 喜び や 悲 し みの 感 情 を味 わ い ， その 揺 れが

舞台 へ 及 んで く る と ，俳 優 が それ を 受 け て， 練 習 の時 に は 決 して で きな

かっ た よ うな 名 演 技 をし て し まう 。 す る と， そ れ がま た 観 客 の感 動 を呼

ぶ。 と い うよ う に し て， 劇 場 内の 人 々 の 中に ， 心 の共 振 現 象 のよ う なこ

とが 起 る のだ 」 と い う井 上 の 話を 記 し た 上で ， そ の話 を 聞 い てい た 河合

自身 は 「 井上 さ ん か らわ れ わ れが 受 け と めた も の は， 知 識 で はな く 心の

揺れ で あ る」 と 述 べ ，教 育 の 現場 に お い て「 先 生 の方 も 情 報 の伝 達 に追

われ ， 子 ども と と も に心 の 揺 れを 体 験 す るこ と の 素晴 ら し さ を， 忘 れが

ちに な る ので は な か ろう か 」 とま と め て いる 。 ま さし く ， 生 徒や 保 護者

と直 に 出 会う と い う こ と は ，互 い の 微妙 な心 の 揺 れを 五 感 で 感じ な が ら，

共に 揺 れ る 体 験 を 味 わう こ と では な い だ ろう か 。 直に 出 会 う と言 う こと

は， 単 な る情 報 を 伝 達し て い るだ け で は ない 。 共 に同 じ 時 間 や空 間 を味

わい ， そ の積 み 重 ね によ っ て ，徐 々 に ピ ント を 合 わせ つ つ ， 関係 性 が少

しず つ 少 しず つ 育 ま れて い く と言 え よ う 。そ して ，「 親と の 連 携  時 間を

かけ る 覚 悟」 と 協 力 者が 自 由 連想 語 で 挙 げて い る よう に ， 関 係性 を 育む

過程 は 一 朝一 夕 に は いか ず ，積 み 重 ね続 ける 中 で 構築 し て い くと 言 え る。 

筆者 も 自 身の 経 験 か ら， 不 登 校生 徒 の 家 庭に 足 を 運ん だ も の の ， 生徒

と直 接 出 会う こ と が でき な い とい う こ と が幾 度 と なく あ る 。 しか し ，そ

れは 直 に 会え な か っ たの で は なく ，「会 いた く な い」「 会わ ない 」 と 表現

して い る 生徒 に 出 会 って い る と捉 え る こ とが で き るの で は な いだ ろ う か。 

4.4.2  思春期におとずれる自立と進路 実現～「どう生きて いくか」～  

中学 校 卒 業時 に は 義 務教 育 課 程修 了 と い う日 は や って く る 。 進学 する

者， 就 職 する 者 な ど ，進 路 は 様々 で あ る が， 中 学 校卒 業 後 は 「自 立 」と

いう 課 題 に直 面 す る 。一 方 で ，中 学 校 期 は第 二 次 性徴 と 言 わ れる 身 体が

変化 す る 思春 期 真 っ 只中 で あ り， 身 体 的 な変 化 に 加え て 心 理 的に も 不安
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定な 時 期 でも あ る 。岩宮（ 2009）は，「 思 春期 は ，こ の世 で の 自分 の「 生 」

とは 何 な のか と い う 問い に ぶ つか る 時 期 であ る （ 中略 ） こ の 世の 現 実的

な因 果 で 考え て も ， 答え の 出 ない 問 い に 向き 合 う よう に な っ てい く 」と

述べ て お り， あ る 意 味心 許 な さを 抱 え 続 けて い る 時期 と も 言 える 。 中学

生は そ う いっ た 心 の 状態 で 自 分の 将 来 や 自立 に も 向き 合 っ て い か な けれ

ばな ら な い。 中 学 校 にお け る 支援 と し て ，協 力 者 が 「 思 春 期 でで き るこ

と。 自 己 理解 は ， 思 春期 を 通 して い く 中 で自 分 っ てな ん で こ うな ん だろ

うと 考 え られ る 発 達 年齢 に な って く る か ら，こ こで 自 分 を受 容と い う か，

受け 入 れ てか ら 一 歩 進み 出 せ るか な っ て 」と 語 っ てお り ， ま ずは 自 己理

解や 自 己 受容 が 必 要 であ る と 強調 し て い るこ と は 興味 深 い 。 しか し ，一

口に 自 己 理解 ， 自 己 受容 と 言 って も 一 人 きり で で きる こ と で はな く ，生

徒 に と っ て 重 要 な 他 者 が 側 に い て ， 一 緒 に 向 き 合 っ て く れ る か ら こ そ

徐々 に で きる よ う に なっ て い くの で は な いだ ろ う か。 と り わ け学 校 とい

う集 団 の 中で 自 分 を 見つ め る とい う 時 間 があ る 意 味少 な い 不 登校 生 徒に

とっ て は，教 員 との 関わ り が 大き な も の とな る こ とが あ る か もし れ な い。

教員 が で きる 向 き 合 い方 と し て ，協力 者 から は「 そ の 子の 30 才 の姿 を 考

える こ と」「 本 当の とこ ろ の 本人 の 関 心 を引 き 出 すこ と 」「 自分 の 将 来に

目が 向 き ，少 し で も 前向 き に 進ん で い け るよ う に 小さ な 成 功 体験 を 積み

重ね る こ と」 を 大 切 にし て い ると あ り ， 進路 は 高 校入 学 と い う単 な る入

口指 導 で はな く ，生 徒の 将 来 の姿 を 思 い 描き「 どう 生きてい くか 」とい

う社 会 的 自立 の 視 点 を軸 に 関 わっ て い る と言 え よ う。 そ し て ，生 徒 が自

らの 進 路 を揺 れ な が ら考 え る とい う こ と を繰 り 返 す中 で 培 わ れる 力 もま

た， 生 徒 自ら が 立 ち 上が る 力 ，す な わ ち 「自 立 」 へと つ な が って い るの

かも し れ ない 。  
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4.4.3  担 任 だ か ら こ そ で き る 「 個 」 と 「 集 団 」 の ア プ ロ ー チ ～ 希 望 と

現実の折り合いを「 見極め」ながら共に 探索して～  

生徒 の 本 人の “ 今 ” の支 援 を 考え て い く ため に は ，協 力 者 が 「中 学校

の状 況 だ けで は な く て， 幼 少 期か ら 特 に 特性 が あ る場 合 も 含 めて ， 幼少

期の こ と をし っ か り 考え て 今 の支 援 に つ なげ て い かな い と そ の場 限 りの

支援 に な って し ま う ，ラ イ フ ステ ー ジ を 通し て 支 援を 考 え て いき ま しょ

うと い う 感じ で す か ね。（ 中 略）時 間軸 は 伸び て い て」と語 っ てい る こ と

から ， 生 徒の 今 は ， 過去 か ら 現在 ， そ し て将 来 に もつ な が っ てい る とい

う時 間 軸 の中 で 本 人 の今 を 見 立て ，でき ることから ア プ ロー チす る こ と

が必 要 で ある と い う こと が 言 える 。 各 協 力者 の 自 由連 想 語 に は「 こ の生

徒に 必 要 なの は 社 会 適応 力 か 学力 か 」，「 小さ な 成 功体 験 を さ せる 」，「本

人の 自 己 肯定 感 ・ 有 用感 の 向 上」，「 で き るこ と を 増や し て い く」 な ど，

それ ぞ れ の生 徒 に 応 じた ア プ ロー チ が 挙 げら れ て いる 。 ど の アプ ロ ーチ

も必 要 で ある こ と は 言う ま で もな い が ， 何よ り も 目の 前 に い る生 徒 の今

を見 立 て つつ ， 生 徒 のリ ズ ム を教 員 が 感 じ， タ イ ミン グ を 図 りつ つ ，生

徒の 歩 調 を重 ん じ て アプ ロ ー チし て い る こと が 生 徒を 下 支 え とし て いる

ので は な いか と 感 じ る。  

一方 ， 義 務教 育 課 程 終了 と い う節 目 を 目 の前 に ， 教員 は 進 路 実現 にむ

けて 本 人 や家 庭 を見 極め な がら ，進 路情 報を 正 し く伝える と いう 的 確 な

進路 指 導 をし て い る こと も う かが え る。「 現実 的 な こと に 目 を 向け る こと

です 。 当 然家 族 の 関 係も 大 事 です し ， 経 済状 況 も 。現 実 を 客 観的 に とい

うこ と で すね 」 と 協 力者 が 語 って い る よ うに ， 上 述し た 生 徒 本人 の 歩調

を重 ん じ る と い う 「 主観 」 へ のア プ ロ ー チに 対 し て， い わ ば 「客 観 」へ

のア プ ロ ーチ も 必 要 にな っ て くる の が 進 路期 の 不 登校 支 援 の 特徴 と 言え

よう 。「 将 来を 見 る 最初 の き っか け な の で，よ り情 報 があ っ たり ，より 本
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人の 特 性 など を わ か って い た りし て い れ ば， よ り 希望 が 持 て る進 路 につ

いて 語 る こと が で き ると か ， 夢を 持 た せ るこ と が でき る と か 。な の で，

教師 と し て知 識 を 得 たり ， そ の子 の た め に探 索 を して い っ た り， 見 つめ

て ･･･」と 協 力 者が 語っ て お り， 生 徒 本 人の 希 望 を大 切 に す るた め に も，

教員 は 進 路 に 関 す る 正確 な 情 報を 知 っ て おく こ と の必 要 性 が うか が え る 。

また ，「 本人 も 保 護 者も い ろ んな 情 報 が 行き 届 い てな い 。ま たは 不 安 に感

じて い る 部分 も あ る でし ょ う し， 安 心 し ても ら う ため に ， 見 通し を もっ

ても ら う ため に 。 不 安感 下 が るの と ， そ れに 向 け てが ん ば ろ うと か ，目

標を 持 て るよ う に 多 様な 情 報 を本 人 だ け じゃ な く て， 親 に も ，と い うの

が必 要 か なと 。見 通 しを 持 つ ため の ･･･情報 を 知 って も ら う 。そ こか ら 自

分の 目 標 を持 っ て も らう た め かな 」 と も 語っ て お り， 正 確 な 進路 情 報は

生徒 本 人 や保 護 者 に 安心 感 を 与え ， 見 通 しや 目 標 を持 つ こ と にも つ なが

ると い う こと は 注 目 に値 す る 。進 路 情 報 を提 供 す るこ と は ， 生徒 に 焦り

や心 配 を 与え る の で はな い か とも 考 え ら れる が ， 教員 が 生 徒 や家 庭 の希

望に 耳 を 傾け な が ら も， 現 実 を見 極 め る こと ， す なわ ち 主 観 と客 観 を行

き来 し な がら ， 希 望 と現 実 の 折り 合 い を つけ る 営 みを 共 に 体 験す る こと

で， 生 徒 は安 心 し て 進路 を 実 現し て い け るの で は ない か と 推 察す る 。ま

た，「 希望 と 現 実が どう 調 整 され て い く かと い う とこ ろ 」， そし て 「 父性

的な 力 も 多分 必 要 だ と思 う 」 との 語 り も 注目 す べ き点 で あ る 。主 観 に寄

り添 い 支 えて い く と いう い わ ゆる 母 性 的 な力 だ け では な く ， 進学 と いう

現実 の 問 題は 父 性 的 な力 が 必 要で ， 両 方 が相 ま っ て進 め ら れ てい く とい

うこ と が 推察 さ れ る 。加え て，「 数 字（ 評 価や 点 数 ）と希 望 だ けを み てい

るの で は ない 担 任 だ から こ そ でき る 進 路 指導 」 と も協 力 者 か らあ る よう

に， 進 路 と日 常 生 活 は地 続 き でつ な が っ てお り ， 進路 指 導 の 土台 に は日

常か ら の 関係 性 が あ るこ と が うか が え る 。 そ の た めに は ， 小 中・ 中 高の
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密な 校 種 間連 携 も 欠 かせ な い だろ う 。  

加 え て ，「 子 ど も は 子 ど も の 社 会 で 生 き て る か ら ， そ こ で 有 効 な 資 源

があ る か どう か で す ね。 幼 な じみ の 関 わ りと か で ，そ っ ち の 子に 働 きか

ける と か 。家 庭 と 学 校だ け じ ゃ な く て ， 子ど も の 関係 性 を 見 極め つ つ，

有効 な 資 源な ら 本 人 にも 働 き かけ て ， 周 りに も 働 きか け る こ とが 必 要か

なと 。 学 校や 親 で は でき な い こと が あ っ て， そ こ で変 わ る こ とも あ るし

ね」，「 学 級の 子 達 と の信 頼 関 係の 中 で 配 慮し つ つ の仕 掛 け で すね 。 中学

校に い る 間に 友 達 関 係も 含 め てあ た た か く， 肯 定 感高 め ら れ るよ う な中

学校 に い る間 に で き る土 壌 づ くり か な 」と の 語 り から も ，「 子ど も は 子ど

もの 社 会 で生 き て い る」 と い う視 点 も 持 ち合 わ せ ，関 係 性 を 見極 め つつ

周り の 友 人関 係 に も 働き か け ，つなぐ と いう こ と は 地 域 の 学 校で あ るか

らこ そ の 「集 団 」 へ のア プ ロ ーチ で は な いか と 推 察す る 。  

4.4.4  将来を見据えた連携～「託すこ と」～  

進 路 を 考 え て い く 中 で ，「 専 門 っ て や っ ぱ り 見 立 て な の で ， ど こ に つ

ない だ ら いい か っ て 的確 な 判 断も さ れ る し， 的 確 にス ピ ー ド 感の あ る改

善と か 見 通し と か 持 てる よ う にす る た め には ， や っぱ り 関 係 機関 っ てい

うの が 必 要か な と 思 って い ま す」「 本 質 は本 質 で 見て ，然 る べき と こ ろに

相談 し な いと い け な いと 思 う んで す 」 と の語 り が あり ， ス ク ール カ ウン

セラ ー や スク ー ル ソ ーシ ャ ル ワー カ ー な どの 専 門 家を は じ め ，福 祉 や医

療な ど 外 部の 関 係 機 関と の 連 携の 必 要 性 がう か が える 。 生 徒 や家 庭 につ

いて は ， 在学 中 の み なら ず 将 来も つ な が って い け るよ う ， 協 力者 が 連携

を「託す 」 と 表現 し てい る と ころ も 興 味 深い 。 ま さし く ，社 会的 自 立 を

見通 し たどう生きて いくか と いう 視 点 で ある 。  

一 方 で ，「 担 任 も い っ ぱ い い っ ぱ い に な っ て く る の で ， で も 焦 ら ず に

いき た い し ･･･担任 にと っ て もワ ン ク ッ ショ ン ，保 護 者 と担 任の 関 係 性の
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中で も ワ ンク ッ シ ョ ン， 保 護 者と 本 人 の 間で も ワ ンク ッ シ ョ ンに な って

くれ る 場 所」 と 語 っ てい る こ とも 注 目 す べき 点 で ある 。 親 子 関係 ， そし

て担 任 と 生徒 ・ 保 護 者の 関 係 性が 密 に な り行 き 詰 まる 時 に ， 外部 機 関は

もち ろ ん のこ と ， 校 内の 他 の 教員 が ク ッ ショ ン 的 な役 割 と な って 協 力・

連携 し て もら う こ と の必 要 性 も強 調 し て いる 。 ひ いて は 担 任 自身 に 他機

関や 他 教 員と つ な が る力 が 必 要で は な い か， そ の 力こ そ が 生 徒・ 保 護者

を大 き く 支え る ネ ッ トワ ー ク の鍵 と な る こと が 推 察さ れ る 。  
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第５章  総合考察  

5.1 総合考察に向けて  

本 研 究 の 目 的 は ， 不 登 校 の 子 ど も の 視 点 （ 内 田 ・ 永 尾 ， 2015）， 保 護

者の 視 点（ 第１ 研 究 ），中 学校 教 員 の視 点（第 ２ 研 究 ）を 考 察す る こ とに

より ，「 中学 校 教 員 によ る 社 会的 自 立 を 見通 し た 不登 校 の 子 ども・保 護者

への 支 援 のあ り 方 」 につ い て 明ら か に し ，今 後 の 学校 教 育 活 動に 役 立て

る方 策 に つい て 検 討 する こ と であ る 。  

5.2 考察  

5.2.1 中学校教員にとって目の前にい るのは「生徒」か「 子ども」か  

総 合 考 察 を 進 め て い く に あ た り ， 研 究 テ ー マ に し て い る 不 登 校 生 徒 ，

その 保 護 者 ， そ し て 中学 校 教 員と い う 三 者の 文 言 につ い て 整 理を す ると

ころ か ら 始め た 。 第 １ 研 究 で は， 保 護 者 がわ が 子 のこ と を 子 ども と 呼ん

でい る こ とは 自 然 な こと で あ るが ， 興 味 深い こ と に第 ２ 研 究 にお い て ，

中学 校 教 員が 生 徒 の こと を「子 ど も」と 語 るこ と が 多い こ と が わか っ た。

実は ， 本 研究 の 研 究 者で あ り ，中 学 校 教 員で も あ る筆 者 自 身 も研 究 の表

題に 「 生 徒」 で は な く ，「 子ど も 」 と記 して い た こと に は た と気 づ い た。

学校 で 出 会う と い う こと は ， 教員 と 生 徒 であ り ， 教員 と 保 護 者で あ る。

しか し ， 教員 が 生 徒 では な く 子ど も と 呼 ぶこ と に 一体 ど う い う意 味 が 含

まれ て い る の だ ろ う か 。子 ど も とい う 語 は「① 自 分 の儲 け た 子 。む す こ。

むす め 。 ②幼 い も の 。わ ら わ 。わ ら べ 。 小児 。 ま だ幼 く 世 慣 れて い ない

こと に も いう 。⇔ 大 人」な ど の意 味 が あ る（ 広 辞 苑，2018）。この こ とか

らも ， 大 人で あ る 教 員に 対 し て ， 生 徒 を 子ど も と 捉え て い る こと が 含ま

れて い る こと が 推 察 され る 。 また ， 第 ２ 研究 で 協 力者 が 「 自 分の 子 ども
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のよ う に」「 そ の子 の 30 才の 姿 を 考え る」「 子ど も と のか けひ き を する 」

など 自 由 連想 語 と し ても 子 ど も と 挙 げ て いる よ う に ， 日 々 の 学校 生 活の

中で 教 員 と生 徒 の 間 に 愛 着 や 親子 の よ う な関 係 性 が芽 生 え る とい う こと

から 子 ど も と 表 現 さ れた の か もし れ な い 。そ し て ，保 護 者 に とっ て の大

切な 子 ど も を 学 校 で お預 か り して い る と いう 意 味 合い も あ る かも し れな

い。 ま だ まだ 心 配 や 不安 の 尽 きな い 存 在 とし て 子 ども と 感 じ てい る とこ

ろも あ る のか も し れ ない 。 す なわ ち 「 生 徒」 と い う学 校 教 育 とい う 枠で

の存 在 と して だ け の 関わ り で はな く ， 多 義か つ 広 義の 関 係 が 入り 交 じっ

てい る か らこ そ 「 子 ども 」 と も表 現 す る ので は な いか と 考 え る。 学 校と

いう 枠 が あ る こ と を 前提 で 考 える と 教 員 と生 徒 と いう 間 柄 か もし れ な い。

しか し 関 係性 の 中 身 は複 雑 か つ多 層 で あ り ， 一 義 では 言 い 表 せな い ，時

には 枠 の 先に あ る「“人”同 士 の日 々 の 営み 」があ る とい う こと を 表 して

いる こ と ばで あ る こ とが 言 え よう 。  

5.2.2 「間」というテーマ  

1) 「あいだ（間）」 における揺らぎ  

子 ど も （ 内 田 ・ 永 尾 ， 2015）， 保 護 者 （ 第 １ 研 究 ）， 教 員 （ 第 ２ 研 究 ）

の三 者 の 視点 か ら ， 子ど も が 欠席 し 始 め た時 期 か ら進 路 実 現 まで の 過程

を追 っ て いく と ，「 あい だ （ 間）」 とい うテ ー マ が浮 か び 上 がる 。 ま ず，

子ど も の 視点 か ら 見 てい く と，「 登 校 す るこ と ― 登校 し な い こと（ 登 校し

たく て も でき な い こ と）」，「 こも る こ と ―前 へ 進 むこ と 」，「 没入 感 に 漂う

時間 ― 誰 しも に お と ずれ る 節 目」，「 自分 の将 来 の 希望 ― 自 分 の今 の 現 実」

があ る 。保 護 者の 視 点で は ，「 登校 さ せ るべ き か ―休 ま せ る べき か 」，「 父

性的 な 関 わり（ 押 す ）― 母 性 的な 関 わ り（引 く ）」が あり ，親 子関 係 にお

いて は ，「 親 ― 子」，「依 存 ― 自立 」 が あ る。 ま た ，教 員 の 視 点で は ，「 個

―集 団 」，「子 ど も ・ 家庭 の 主 観― 客 観」，「父 性 的 な関 わ り （ 進路 指 導）
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―母 性 的 な関 わ り（ 受容 的 な 関わ り ）」があ る 。三 者 とも そ れぞ れ の テー

マの あ い だ ， ま た 三 者の あ い だで ， ど う した ら い いん だ ろ う かと い う揺

らぎ を 経 験し な が ら ，は っ き りと し た 正 解の な い ，つ ま り 割 り切 れ ない

心を 持 ち 続け て い る とい う こ とが 言 え る 。  

ま た ， 三 者 の 大 き な テ ー マ と し て は 「 今 ， こ こ ― ど う 生 き て い く か 」

があ る と 言え よ う 。 この 大 き なテ ー マ に 関わ っ て 子ど も の 視 点か ら 捉え

ると ， 思 春期 と い う 「子 ど も ―大 人 」 の あい だ に いる と も 言 える 。 不登

校の 子 ど もに と っ て の進 路 実 現に 向 か う 過程 は ， 上述 し た テ ーマ に 加え

て思 春 期 とい う 内 面 世界 も 揺 らぐ 時 期 で あり ， と てつ も な く 振り 幅 が大

きい 時 期 であ る こ と がう か が える 。内 田・永 尾（ 2015）の 研 究に お い て ，

本人 の 「 高校 入 っ て リセ ッ ト でき る わ け じゃ な い です か 」 と いう 語 りが

あっ た り ，第 １ 研 究 で， 保 護 者の 語 り と して 「 全 く誰 も 知 ら ない と ころ

で始 め た かっ た ん じ ゃな い か な ，全 く変 わり た ん じゃ な い か なと 思 っ て。

だか ら 今 まで の 中 学 校で の 不 登校 と か そ うい う の も ， 知 ら な い人 の とこ

ろに 行 き たか っ た ん じゃ な い かな と 思 っ て」 と あ るよ う に ， 子ど も は新

しい 環 境 の中 で ， 新 しい 自 分 とし て や り 直し た い とい う 期 待 が大 き い反

面， 不 安 も持 っ て お り ， 期 待 と不 安 と い う大 き な 幅の あ る あ いだ と いう

テー マ の 中で 「 自 分 にな る 体 験」 を し て いる こ と が想 像 で き る。 第 ２研

究で の 教 員の 語 り で ，「 自 分に な る とい うこ と は ，“ 自 ”ら を“ 分 ” ける

こと で あ り ， 痛 み を 伴う 体 験 では な い か 」と あ っ たよ う に ， 今， こ この

自分 と の 別れ と ， ど う生 き て いく か と い う新 し い 自分 に 生 ま れ変 わ ると

いう「 死 と 再生 」（ 河合 ，2014）のテ ー マと も 言 える 大 き な 痛み を 伴 う営

みを も 成 し遂 げ よ う とし て い るよ う に 感 じる 。 時 には 辛 く ， 苦し く ，さ

みし さ も 味わ う こ と もあ る が ，そ の 揺 ら ぎや 痛 み を伴 う 体 験 を通 し て子

ども は 自 立し て い く ため の 大 切な 力 を 培 って い る ので は な い だろ う か。
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そし て ， 保護 者 も 揺 らぎ の 中 で閉 塞 感 や 孤独 感 に も苛 ま れ る が ， 子 ども

理解 が 深 まり ， 子 ど もの 不 登 校が 表 れ た 意味 の 捉 え方 や 子 ど もへ の 関わ

り方 が 変 化し ， ひ い ては 親 子 の絆 が 深 ま ると い う 関係 性 の 深 まり に つな

がっ て い くの で は な い だ ろ う か。  

それ で は ，そ う い っ た揺 ら ぎ の過 程 を 経 てい る 子 ども や 保 護 者に ，教

員は ど ん な関 わ り が でき る の であ ろ う か 。岡 野 （ 2008） は 心 理療 法 にお

いて の 治 療的 柔 構 造 を日 本 建 築の し な や かで 弾 力 性の あ る 柔 構造 に 重ね

合わ せ て 「ま ず は 偏 って い る 患者 さ ん の 心に 沿 い ，あ る い は 反対 側 の重

しを 提 供 しつ つ ， 一 緒に 揺 れ てみ る と い うプ ロ セ スが 大 事 で す。 た だし

共振 し す ぎは い け ま せん 」 と 述べ て い る 。第 ２ 研 究か ら も 明 らか に なっ

たよ う に ，ま ず は 子 ども や 保 護者 の 揺 れ を感 じ 取 り ， あ い だ （間 ） を一

緒に 揺 ら ぐ体 験 を 味 わう こ と が教 員 の 大 切な 姿 勢 の一 つ で は ない か と考

える 。 そ の姿 勢 に 子 ども や 保 護者 は 何 か 手応 え の よう な も の を感 じ ，関

係性 が 生 まれ ， 信 頼 感を 抱 く よう に な る ので は な いか と 思 わ れる 。 時に

は教 員 自 身が 揺 れ す ぎて し ま うこ と も あ るか も し れな い が ， それ も 含め

て人 間 味 のあ る 姿 勢 なの か も しれ な い 。 ただ 共 振 し す ぎ な い よう に ，一

人の 教 員 だけ が 関 わ るの で は なく ， 学 校 全体 で 関 わる こ と の 必要 性 がこ

こに も あ ると 思 わ れ る 。 そ し て， 欠 席 継 続時 期 の よう に 表 面 的に は 何も

動い て い ない よ う に 見え る 時 期に も ， 実 は子 ど も や保 護 者 の 内面 の 揺れ

があ る と いう こ と を 感じ ， い つで も 相 談 でき る 存 在と し て 居 るこ と が ，

子ど も や 保護 者 に と って 心 理 的な 居 場 所 とな る の では な い か と言 え る。  

2) 生身の人と人の出会いにおける「ま （間）」  

 第 ２ 研 究で は ， ベ テラ ン 教 員は ， 子 ど もや 保 護 者と 教 員 が 関係 性 をつ

むい で い く過 程 に お いて ， 家 庭に 足 を 運 んだ り と いう 直 に 出 会う こ と を

大切 に さ れて い る こ とが 明 ら かに な っ た 。第 １ 研 究で は ， 生 徒・ 保 護者
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と教 員 ， そし て 人 と 人と い う 「二 重 の 関 係性 」 が ある の で は ない か とい

うこ と を 考察 で 述 べ た。 あ い だ（ 間 ） に つい て は ，前 節 で 述 べた が ，木

村（ 2001）は ，間 を「あ い だ」と「ま 」とし て 考 え ，「あ い だ」は 空 間的

な間 ，「 ま」は 時 間的 な間 と と らえ ，「ま 」は「あ い だ 」には た らく「 機 」

とも 述 べ てい る 。 ま さし く ， 本研 究 に お ける 「 間 」に は ， 木 村の 「 あい

だ・ま 」の 両方 を 包 含し て い ると 言 え る ので は な いか と 考 え る 。そ し て ，

木村 （ 2001） は ，「 ま」 と 「 あい だ 」 に つい て ， 音楽 で の 合 奏に 例 え て ，

「合 奏 者 の『 あ いだ 』に生 き 生 きと し た 音 楽を 響 か せよ う と す るな ら ば ，

合奏 者 の 呼吸 が ぴ っ たり 合 っ てい な く て はな ら な い。 呼 吸 が 合う と いう

こと は ，そ こ でな っ てい る 音 楽に つ い て いう な ら ば ，『 ま』の とり か た が

合う と い うこ と で あ る」 と 述 べて お り ， 日常 の 人 と人 の 出 会 いに つ いて

も「 自 分 と相 手 と の 『あ い だ 』が 二 人 の 真に 『 会 い合 う 』 場 所と な りう

るた め に は ，『 ま』 と呼 ば れ るよ う な は たら き が 十分 に は た らい て い て ，

二人 が そ れぞ れ 自 己 自身 の 歴 史を 生 き て いな が ら ，そ の 『 あ いだ 』 にお

いて は ， 共通 の 唯 一 の時 間 の 生成 に 関 与 しあ っ て いる ， と い うこ と がな

くて は な らな い の で はな い だ ろう か 」 と 論じ て い る。 本 研 究 に照 ら し合

わせ て 考 える と ，「 あい だ 」に ある「 ま 」をど う 大 切に し て いる か と いう

こと に も つな が る の では な い かと 考 え る 。木 村（ 2001）が 述 べて い る「共

通の 唯 一 の時 間 の 生 成に 関 与 し合 う こ と 」と い う のは ， や は り血 の 通っ

た生 身 の 人と 人 が 直 に出 会 う こと で は な いだ ろ う か。 例 え ば ，子 ど もが

学校 に 行 きた く て も 行け な い 状態 （ 外 か らは 怠 け てい る よ う に見 え るか

もし れ な い） で 鬱 屈 とし た 気 持ち を 抱 え てい る こ とや ， 保 護 者が 欠 席が

続い て い る子 ど も を 何と か し よう と し て 動い て も ，子 ど も が 全く 動 かな

いこ と （ 外か ら は 保 護者 が 子 ども を 動 か すこ と が でき な い と 見え て いる

かも し れ ない ） に 対 する 苦 し みや 閉 塞 感 ，孤 独 感 など を ， 少 しで も 感じ



－ 永彰５２ － 

 

取れ る の は直 に 子 ど もや 保 護 者の 息 づ か いに 触 れ るこ と か ら では な いだ

ろう か 。 第１ 研 究 で ，保 護 者 が教 員 の こ とを 「 な んか こ う ， にじ み 出る

っ て 言 う か ･･･思 っ て お ら れ る こ と が 言 葉 じ ゃ な く て も 出 て く る の が わ

かる 」 と 語っ て い る よう に ， いわ ば 人 の 五感 を 総 動員 し て 伝 え合 う とい

うこ と が 直接 出 会 う こと で う まれ て い る よう に 思 う 。そし て ，「 先 生 が自

分が 落 ち 込ん で る 時 に『 な ん かあ っ た ん か？ 』 っ て連 絡 し て くれ た 時も

あっ た か ら。『 あ～ わか っ て んな 』 と か 思っ た し。（ 中 略） 話を 聞 い てく

れる 人 が 支え で し た 。先生 が 一 番熱 か っ たか な ，中 学 校 の 時 は 」（ 内 田 ・

永尾 ，2015）「 正 直 な話 ，こ う して ほ し いあ あ し て欲 し い じ ゃな く て ，あ

の一 番 嬉 しか っ た の は ，生 徒の こ と を忘 れな い で そう や っ て 来て く れ て ，

話聞 い て くれ て 」（ 第１ 研 究）な ど，子 ども や 保 護者 の 語 り にあ っ た よう

に ，人の 熱 が 伝わ る よう な 教 員の 姿 勢 が あた た か さと な り，「 間（ あい だ・

ま）」に 存在 す る 息 づか い が 合う こ と で ，子 ども や 保 護者 と の心 の つ なが

りの よ う なも の が で き， 教 員 が信 頼 で き る存 在 と なり 得 る の では な いだ

ろう か 。  

5.2.3 不登校生徒の進路指導 の現実  

 総 合 考 察の 第 １ 節 ，第 ２ 節 にお い て は ，生 徒 ・ 保護 者 と 教 員の 関 係 性

に関 わ る 内容 を 述 べ た。 本 間 （ 2004） が 「人 は 何 を言 わ れ る か（ 内 容）

より も ， 誰に 言 わ れ るか （ 関 係） に 鋭 く 反応 す る もの 」 と 述 べて い るよ

うに ， 不 登校 支 援 に つい て も 関係 性 や 信 頼関 係 が 土台 と な っ てい る こと

が言 え る 。 特 に 子 ど もの 欠 席 が始 ま っ た 時期 か ら 欠席 継 続 時 期に か けて

は， 教 員 にと っ て 信 頼関 係 を 育み ， 関 係 性を 保 ち なが ら 関 わ るこ と が大

切で あ る とい う こ と も 見 て 取 れる（第 １ 研究 ）。し かし ，進 路 が現 実 味 を

帯び て く る 進 路 決 定 時期 に 注 目す る と ， 保護 者 か ら は 「 進 路 に関 す る情

報が ほ し い 」との 語 りが あ り（ 第 １研 究），教 員か ら は「 進 路 情報 の 提 供」
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や「 進 学 指導 に 係 る 分析 力 」 の必 要 性 が 挙げ ら れ た （ 第 ２ 研 究）。 また，

子ど も 本 人 か ら は 「 受験 は ， 勉強 を が ん ばる と か 学校 に 行 く とか で ，が

んば ら な きゃ い け な い状 況 を 作っ て く れ るも の で 」と の 語 り があ り ，義

務教 育 課 程修 了 の 節 目と い う 逆ら え な い 流れ に お いて 自 分 で やる し かな

いと い う 気持 ち に な り， 節 目 が 進 路 実 現 につ な が る大 き な 時 機と な り得

る（ 内 田 ・永 尾 ， 2015）。 以上 の こ とか らも ， 進 路決 定 時 期 にお い て は，

関係 性 を 大切 に す る 関わ り と とも に ， 進 路を 契 機 と捉 え ， 現 実的 な 進路

情報 や 分 析力 が な い こと に は 進ん で い か ない と い うこ と が 言 えよ う 。そ

れで は ， 教員 は 進 路 指導 を 進 めて い く 上 で， 何 が 求め ら れ る ので あ ろう

か。  

まず ， 中 学３ 年 生 に 関わ る 教 員が 進 路 情 報を 持 っ てお く こ と は言 うま

でも な い が， 中 学 ３ 年生 に 関 わる 教 員 だ けで は な く， 学 校 全 体で 進 路に

関す る 情 報を 共 有 し てお く こ とが 重 要 で ある と 思 われ る 。 学 校全 体 で情

報を 共 有 して お く こ とで ， 中 学校 生 活 ３ 年間 を 見 通し た 進 路 指導 が 行え

るだ け で はな く ， 日 々の 関 わ り に も つ な がっ て い くか ら で あ る。 こ れこ

そが 数 字 （成 績 ） と 希望 だ け の進 路 指 導 では な く ，生 徒 の 日 常と 地 続き

の中 学 校 教員 だ か ら こそ の 進 路指 導 に な ると 言 え よう 。  

また 第 １ 研究 に お い て ， 協 力 者か ら 中 学 校以 外 の 関わ り と し て， 教育

支援 セ ン ター ， フ リ ース ク ー ル， 小 学 校 の先 生 ， 病院 ， 警 察 ，児 童 福祉

セン タ ー など 多 岐 に わた る 機 関と の 関 わ りが 語 ら れた 。2016 年に 教 育機

会の 確 保 等に 関 す る 施策 を 総 合的 に 推 進 する こ と を目 的 と す るこ と とし

た「 義 務 教育 の 段 階 にお け る 普通 教 育 に 相当 す る 教育 の 機 会 の確 保 等に

関す る 法 律 」(教育 機会 確 保 法 )が 成立 し ，2017 年に 基 本 方 針が 通 達 され

た（ 文 部科 学 省）。こ の法 律 に より ，フリ ース ク ー ルや 教 育 支 援セ ン タ ー，

不登 校 特 例校 な ど ， 不登 校 の 児童 生 徒 が 学校 以 外 の教 育 機 会 を確 保 する
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施策 を 国 と自 治 体 の 責務 と し，必 要 な財 政支 援 に 努め る よ う 求め て い る。

以上 の こ とか ら も ， 小中 ・ 中 高の 校 種 間 連携 は も ちろ ん の こ と， 外 部機

関と の 連 携は 欠 か せ ない こ と は言 う ま で もな い 。 では ， 現 場 にい る 教員

がで き る こと は 何 で あろ う か 。ま ず ， 様 々な 関 係 機関 と 連 携 を図 っ てい

くた め に 進路 先 や 各 機関 に つ いて 知 る こ とか ら は じめ ， で き るだ け 機関

先に 足 を 運び ， 現 場 にい る 方 々 と 直 接 顔 を合 わ せ ，単 な る 情 報 の や りと

りだ け で はな く ， 人 と人 と の パイ プ を つ ない で お くこ と が 重 要で あ ると

思わ れ る 。そ し て ， 人と 人 が 直に つ な い だ連 携 が 生徒 や 保 護 者の 安 心 感

をも た ら す の で は な いか と 考 える 。  

5.2.4 保護者・教員の「 独自の視点」 ～「対話」の重要性 ～  

第１ 研 究 ，第 ２ 研 究 ，内 田 ・ 永尾 （ 2015）か ら 明 らか に な っ たこ とを

以下 の 表 ７に ま と め た。  

それ ぞ れ の研 究 で 明 らか に な った 子 ど も の視 点（ 内 田・永 尾 ，2015），

表  ７  子ども・保護者・中学校教員それぞれの視点のまとめ  

　共通性のある
　　　テーマ

第１研究 <保護者>　考察
不登校生徒を進路実現につなげるレジリエンスに
関する研究－学校に行ける力の源をめぐって－

（内田・永尾、2015）　<子ども>  考察
第２研究 <中学校教員>　考察

【欠席が始まった時期】　関わりの最初の姿勢

【欠席継続時期】人間味あふれる関わりから見える
「二重の関係性」、そして「関わり続けること」

学校全体で子どもを大切にし、
担任が「らしさ」を出せる学校のチーム体制とは

自立 親子の間で起こっていること 進路を通して高まる「自己成長力」
思春期におとずれる自立と進路実現

～「どう生きていくか」～

進路決定時期
の関わり

【進路決定時期】　進路指導と人間味あふれる関わり
～父性的・母性的な関わりの塩梅～

「母性的な関わり」と「父性的な関わり」

自分に見合った
居場所の吟味

と自己決定

「居場所」を求めて 「自分に見合った進路の内省」と「自己決定」

独自のテーマ
保護者の尽きることのない「不安」と

何としてでも「子どもを守る」という思い
将来を見据えた連携～「託すこと」～

関係性 抱えられ、包み込まれている感覚
生身の人と人とが直に出会うことの積み重ねから
育まれる関係性～「関係をつむぐ」「足を運ぶ」～

欠席継続時期の
子どもの心の動き

子どもの「自分で進むしかない」という芽吹きに
つながる欠席継続時期の大人の姿勢

進路実現につながるレジリエンス特性

１）興味・関心や好奇心による活動性のI wantの力
２）節目や課題に向け、生き残る強い意志を持って

遂行するI have to の力

 担任だからこそできる「個」と「集団」のアプローチ
～希望と現実の折り合いを「見極め」ながら

共に探索して～

研究
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保護 者 の 視点（ 第１ 研究 ），中 学 校教 員 の 視点（ 第２ 研 究）か ら，関 係性 ，

自立 ， 欠 席継 続 時 期 の子 ど も の心 の 動 き ，進 路 決 定時 期 の 関 わり ， 自分

に見 合 っ た居 場 所 の 吟味 と 自 己決 定 と い う，ほ ぼ共 通 し てい るテ ー マ と，

わず か に 並列 の 少 な いテ ー マ が浮 か び 上 がっ た 。後 者 を「 独 自 のテ ー マ」

とし て 捉 え， 保 護 者 と教 員 の 両者 の 視 点 ・態 度 に 差異 が あ る こと の 意義

や重 要 性 につ い て 以 下に 論 じ たい 。  

独自 の テ ーマ と し て 明ら か に なっ た も の は， 第 １ 研究 に お け る「 保護

者の 尽 き るこ と の な い 不 安 と 何と し て で も 子 ど も を守 る と い う思 い 」と，

第２ 研 究 にお け る 「 中学 校 教 員の 将 来 を 見据 え た 連携 ～ 託 す こと ～ 」で

ある 。 保 護者 は ， 我 が子 の 将 来を 案 じ な がら も ， 子ど も の 今 の様 子 を見

てさ ま ざ まな 不 安 を 抱え ， 加 えて 「 死 に たい 」 と いう 実 際 の 子ど も の声

を聴 き ， 命の 危 機 感 を感 じ て いる 。 一 方 で， 教 員 は子 ど も が 中学 校 在学

中に で き るこ と を し なが ら も ，将 来 を 見 通し て 中 学校 卒 業 以 降も 子 ども

や家 庭 が 関係 機 関 と つな が っ てい け る よ うに 「 託 す」 と い う 動き も して

いる 。 つ まり ， 保 護 者は 「 今 ，こ こ 」 の 方に 重 き を置 き な が ら日 々 子ど

もと 接 し ，教 員 は 「 どう 生 き てい く か 」 とい う こ とを 描 き な がら 日 々 動

いて い る と言 え よ う 。こ れ は 保護 者 ・ 教 員そ れ ぞ れが 独 自 の 視点 で 子ど

もを 捉 え てい る の で はな い だ ろう か 。 保 護者 は 一 番側 に い て 子ど も を守

り， 教 員 は共 に 感 じ なが ら も 遠く を 明 か りで 照 ら すよ う な イ メー ジ かも

しれ な い 。そ の 保 護 者・ 教 員 の両 者 が 手 を取 り 合 って 子 ど も を守 る ため

に， そ れ ぞれ の 独 自 の視 点 を 互い が 取

り込 む 必 要が あ る と 言う よ り は ， 独 自

の視 点 を 「対 話 」 で つな い で いく こ と

が重 要 な ので は な い かと 考 え る。（三 者

のイ メ ー ジを 以 下 の 図 ９ に 示 す）  

図９  三者のイメージ図  
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 保 護 者は 保 護 者の 視点 で ， 教員 は 教 員 の視 点 で ，子 ど も の 「今 ， こ こ」

と「 ど う 生き て い く か」 と い う視 点 の 行 き来 を 対 話で 深 め る こと が 大切

なの で は ない の だ ろ うか 。 そ して ， そ の 両者 の 対 話に よ っ て つな が れた

中で ， 子 ども は 包 み 込ま れ ， 守ら れ て い る感 覚 を 感じ て い く ので は ない

かと 考 え る。  

5.2.5  ま と め ～ 社 会 的 自 立 を 見 通 し た 不 登 校 支 援 に お け る 中 学 校 教 員

の姿勢のありよう～  

総合 考 察 にお い て ， 以上 ４ 点 を述 べ て き たが ， 関 わり に は 母 性的 な関

わり ， そ して 父 性 的 な関 わ り があ る 。 ど ちら に も 生身 の 人 と 人が 紡 いで

いる 関 係 性が 土 台 と なっ て い ると い う こ とが う か がえ る 。  

不登 校 ， 進路 実 現 ， そし て 社 会的 自 立 と いう テ ー マと 向 き 合 って いく

プロ セ ス は割 り 切 れ ない 世 界 と向 き 合 う こと で も ある 。 割 り 切れ な い世

界に お い ては 大 き な 揺ら ぎ が ある が ， そ の揺 ら ぎ を子 ど も ， 保護 者 ，教

員が 一 緒 に経 験 し ， 互い の 心 に触 れ あ い ，何 か 心 が動 く 体 験 をす る こと

の積 み 重 ねの 過 程 が ，子 ど も の自 立 ， 自 ら立 っ て いる 力 の 源 につ な がっ

てい る よ うに 感 じ る 。割 り 切 れな い 世 界 とは ， い わゆ る ア ナ ロ グ の 世界

であ る 。ア ナ ロ グの 世界 に は デジ タ ル の 世界 に 比 べて ノ イ ズ が存 在 す る。

デジ タ ル 化が 進 む 昨 今 ， 効 率 化， 合 理 化 を進 め ， 非効 率 な 時 間や ノ イズ

を排 除 し てよ り ク リ アな も の を求 め る と いう 傾 向 があ る 。 し かし ， 非効

率と 思 わ れ切 り 捨 て られ か ね ない 時 間 や ノイ ズ の 中に こ そ 大 きな 価 値が

ある の で はな い だ ろ うか 。 例 えば ， 生 徒 につ い て 思い を 馳 せ る時 間 であ

った り ， 保護 者 の 葛 藤に 思 い を巡 ら せ る 時間 で あ った り ， 教 員が ど う関

わっ て い こう か 思 い あぐ ね る 時間 で あ っ たり ， い わゆ る あ い まい で わか

りに く く 割り 切 れ な い 世 界 で ある 。 時 に はス ム ー ズに 事 が 運 ば ず 葛 藤が

生じ る こ とも あ る だ ろう 。 そ うい っ た も の も 含 め て「 生 」 の 感じ と して
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伝わ り ， そこ に 生 身 の人 の あ たた か さ の よう な 価 値を 見 出 す ので は ない

だろ う か。そ れは ，人と 人 の「 あ いだ 」に流 れ る 熱や ，息 づ かい の「ま 」

が感 じ 取 れる 血 の 通 った 関 係 であ り ， 泥 臭い 関 係 であ る 。 そ して ， 人は

生来 的 な 本能 と し て 生身 の 人 間の 熱 を 感 じる 関 係 を求 め る の では な い か ，

そう い う 関係 こ そ が 人の こ こ ろを あ た た め ， 癒 や し， 力 と な って い くの

では な い かと 考 え る 。だ か ら こそ ， 直 接 人と 人 が 出会 っ て 関 係を つ む ぐ

とい う ， いわ ば 学 校 教育 の 中 の 「 ア ナ ロ グ」 が 今 まで 以 上 に 大切 に なっ

てく る の では な い か と思 わ れ る。 つ ま り ，数 値 化 でき な い 心 の揺 れ を感

じ取 り な がら 生 身 の 人が い つ も居 る 存 在 とし て と こと ん つ き 合う と いう

教員 の 本 質が 求 め ら れて お り ，不 登 校 支 援の 出 発 点と な る の では な いだ

ろう か 。 不登 校 の 子 ども の 視 点に 立 っ て 考え る と ，家 に ひ き こも り がち

であ る 時 期に ス マ ホ ， パ ソ コ ン， タ ブ レ ット と い った 端 末 を 活用 し ， Ｓ

ＮＳ で の やり と り を した り ， デジ タ ル 機 器を 利 用 して 学 習 を 進め た りす

るこ と も 有効 で あ る 。し か し，そ の デ ジ タ ル機 器 を 利用 し て い るの は「人」

であ り ， いわ ゆ る 人 同士 の ア ナロ グ の や りと り を デジ タ ル 機 器を 介 して

行っ て い ると い う こ とを 抜 か して は い け ない の で はな い か と 考え る 。  

加え て ， 関わ り と は ，教 員 か らの 一 方 通 行で は な く 子 ど も や 保護 者と

の相 互 的 なや り と り の中 で う まれ る も の で あ る こ とも 本 研 究 を通 し て感

じて い る 。そ し て ， 関わ り は 得手 不 得 手 とい う 類 いの も の で も な い 。小

松（ 2017）が 「 教 師 から の 本 気の ， 本 物 の， 心 か らの 関 心 を ，そ の 発言

や表 現 の 適否 － た と え結 果 と して 間 違 っ てい た と 後で 気 づ く よう な もの

であ っ て も－ に 関 わ らず 自 分 に寄 せ ら れ る こ と が ，子 ど も た ちに 安 心感

と安 全 感 をも た ら し ，子 ど も たち の 好 奇 心の 発 露 を励 ま し ， 思考 や 感受

性の 可 能 性を 広 げ る こと に つ なが る 」 と 述べ て い るよ う に ， どう い う関

わり を す るか と い う “ How to do something” に重 き を 置く ので は な く，
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目の 前 の 子ど も や 保 護者 に ど うい う 姿 勢 で出 会 う のか と い う “ How to be 

with”  が ま ず 何よ り肝 要 で あり ，その 姿勢 か ら うま れ る 関 わり が 相 手に

伝わ り ， 関係 性 の 育 みに つ な がっ て い く と考 え ら れる 。 そ し て， そ の関

係性 に 下 支え さ れ な がら ， 子 ども は 一 歩 一歩 自 立 して い く 力 を培 っ てい

くと 言 え よう 。  

宮本 (1986)は ，40 年 近く 小 学 校教 師 を さ れて い る 方か ら の 手 紙の 一節

とし て 「 若い と き は ，自 分 の 力を 信 じ て やっ た こ とが ， 子 ど もに す ぐ結

果と し て 出な い と ， 焦り を 持 ちま し た 。 しか し 子 ども た ち は ひと り ひと

りみ な 違 った 生 命 の リズ ム を 持っ て い ま す。 機 の 熟し 方 も そ れぞ れ 違い

ます 。 酒 やワ イ ン 作 りの よ う に ， し こ み をし っ か りや っ て じ っと 時 を待

てば ， や がて 発 酵 し よい 酒 に なり ま す 。 その “ 待 ち” が ， 若 いと き には

出来 な か った の で す 。そ し て ，や た ら に 子ど も 達 をい じ く り まわ し ，本

来， 放 っ てお い て も 出て く る 芽を 踏 み つ ぶし て し まい ま し た 。い ま は ，

子ど も を 信じ て ， じ っと 待 つ こと が で き るよ う に なり ま し た 」が 書 かれ

てい る 。 現場 に は さ まざ ま な 課題 が 山 積 して お り ，不 登 校 支 援に お いて

もす ぐ に 結果 を 求 め がち で あ る。 迅 速 な 対応 や 予 防的 対 策 は 非常 に 大切

であ る が ，一 方 で ， 子ど も た ちの 人 生 に 思い を 馳 せ ， 彼 ら の 将来 像 を思

い描 き ， 子ど も 達 が 持つ 力 を 大切 に 育 て ると い う こと が ， 本 来の 教 育で

ある と い うこ と を ， 本研 究 を 通し て 痛 感 して い る 。教 員 が 時 には 壁 とな

り， 時 に は温 か く 包 み込 む 毛 布の よ う に もな り ， 子ど も の 力 を信 じ るこ

とか ら 始 め， 子 ど も や保 護 者 と直 に ふ れ 合う こ と の積 み 重 ね が子 ど もの

可能 性 を 支え ， 社 会 的自 立 に もつ な が っ てい く と 考え る 。  

5.2.6 今後の課題  

 第 １ 研 究で は ， 中 学校 に お いて 不 登 校 の経 験 が あり ， 現 在 進路 を 実現

して い る 方の 保 護 者 の方 に 協 力を し て い ただ き ， 不登 校 か ら 進路 実 現に
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至っ た 過 程か ら エ ッ セン ス を 抽出 し ， 今 後の 実 践 に生 か す と いう 視 点で

調査 を 行 った 。 一 方 で， 進 路 実現 に 至 っ てい な い 方も い る と いう 現 実も

あり ， 研 究で 明 ら か にな っ た こと を ど う 生か し て いく か と い うこ と が今

後の 課 題 であ る 。 ま た ， 第 ２ 研究 で は ， ベテ ラ ン の先 生 方 か ら 不 登 校支

援に 関 わ る教 員 の 姿 勢の あ り よう が 明 ら かに な っ た。 し か し ，学 校 現場

は日 々 変 化し て い る 中で ， 研 究で 得 ら れ た知 見 ・ 理論 と 現 場 で起 こ って

いる 実 態 の隙 間 を ど のよ う に 埋め て い く かと い う こと も 課 題 であ る 。  
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第６章  結論  

第１研究  

●  子 ども が 不 登校 時の 保 護 者は 不 安 が 尽き ず ，時 に は 命の 危機 感 も 感じ

てお り ， 子ど も を 守 ると い う 思い で 日 々 子ど も と 接し て い る 。  

●  欠 席 継 続 時 期 に , 子 ど も が 本 人 の リ ズ ム を 大 切 に さ れ る と い う 経 験

を 経 る こ と で ， 進 路 決 定 時 期 に 「 自 分 で 進 む し か な い 」 と い う 芽 吹

きに つ な がり ， 自 分 に見 合 っ た進 路 の 吟 味・ 自 己 決定 に 至 る 。  

●  不 登校 時 の 子ど もや 保 護 者は 「 あ り のま ま の 自分 が 受 け 入れ ら れ る」

と い う 心 理 的 に 居 場 所 と 感 じ ら れ る 人 の 存 在 に よ っ て ， 物 理 的 な 場

所が 「 居 場所 」 と な る。  

●  反 抗期 と も 重な る中 学 校 期の 不 登 校 の 親 子 間 は煮 詰 ま っ てお り ，教 員

等 ， 一 緒 に 悩 み ， 考 え る 相 談 者 ・ 協 力 者 の 存 在 に よ っ て ， 滞 っ て い

た親 子 間 に風 穴 を 開 け， 親 子 の心 の 安 定 につ な が る 。  

●  教 員は ，欠 席 が 始ま っ た 時期 の 最 初 の関 わ り とし て ，子 ども や 保 護者

に 「 先 生 に わ か っ て も ら っ た 」 と 安 堵 感 を 感 じ て も ら え る こ と が 大

切で あ る 。欠 席 継 続 時期 に は 子ど も や 保 護者 の 心 の揺 れ を 感 じ取 り，

関 係 性 を 保 ち 続 け る こ と が 求 め ら れ る 。 進 路 決 定 時 期 に は ， 関 係 性

を保 ち つ つ ，子 ど も や家 庭 を 見極 め な が ら ，正 確 な 進路 情 報 を伝 え ，

卒業 後 の 居場 所 を 共 に探 索 し てい く こ と が 肝 要 で ある 。  

●“ 生 徒 ・保 護 者 と 教員 ” と いう 関 係 で 出会 っ て いる が ， 関 わり 続 ける

中 で “ 人 と 人 ” と い う 関 係 も 生 ま れ ，「 二 重 の 関 係 性 」 が 存 在 す る 。 

●  学 校と し て は ，学校 全 体 で 一 人 一 人 の子 ど も を大 切 に し ，担 任 が「ら

しさ 」 を 出せ る チ ー ム体 制 が 必要 で あ る 。  
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第２研究  

●  中学 校 教 員は ，家 庭 に足 を 運 ぶ な ど ，生 身の 人 と 人が 直 に 出 会っ て 関

係性 を つ むぐ こ と に 重き を 置 き，人 のあ たた か さ や待 ち 続 け る姿 勢 を

大切 に し てい る 。そ して ，それ ら が 全て の関 わ り の土 台 と な って い る。 

●  不登 校 生 徒と 関 わ る 際に ，教 員 は「 個 」と「集 団 」の両 面 の アプ ロ ー

チを し つ つ，生 徒の 今の 現 実 と卒 業 後 の 希望 を 見 極め な が ら 共に 探 索

して お り ，そ の 軸 に は生 徒 の 将来 を 見 据 えた「 ど う生 き て い くか 」と

いう 社 会 的自 立 の 視 点が あ る 。ま た ，生 徒や 保 護 者が 将 来 的 にも 外 部

機関 と も つな が っ て いけ る よ う「 託 す 」 とい う 動 きも し て い る。  

総合考察  

●  生 身の 人 と 人が 直に 出 会 う “ あ い だ ”に は ，“ ま ” とい う人 同 士 の呼

吸が 存 在 し ， 教 員 は その 「 間 （あ い だ ・ ま）」 から 子 ども や 保護 者 の

息 づ か い や 揺 れ を 感 じ 取 っ た 上 で 関 わ り に つ な げ て い る 。 そ れ ら が

子ど も や 保護 者 に あ たた か さ とな っ て 伝 わり ， 安 心感 を も た らす 。  

●  不 登校 生 徒 の進 路指 導 に 向け て ， 中 学３ 年 生 の担 当 教 員 のみ な ら ず ，

全 教 員 で 進 路 に 関 わ る 情 報 や 関 係 機 関 の 情 報 を 共 有 す る 必 要 が あ る 。 

●  保 護者 は 子 ども の“今 ，こ こ ”に 重 きを 置 き なが ら 日 々 接し ，教 員 は

子 ど も が “ ど う 生 き て い く か ” と い う こ と を 描 き な が ら 日 々 動 い て

いる 。保 護 者・教 員 そ れ ぞ れ が独 自 の 視 点で 子 ど もを 捉 え な がら も ，

独 自 の 視 点 を 「 対 話 」 で つ な い で い く こ と が 重 要 で あ り ， ひ い て は

子ど も を 包み 込 み ， 守る こ と にも つ な が る。  

●  不 登 校 支 援 に お け る 教 員 の 姿 勢 と し て の あ り よ う は ， “ How to do 

something“ と い うセ オリ ー に 沿っ た 関 わ りで は な く ，“ How to be with”

と い う 教 員 の 人 間 性 が に じ み 出 る 姿 勢 か ら う ま れ る 関 わ り が 子 ど も

や保 護 者 の安 心 感 や 教員 に 対 する 信 頼 感 につ な が る。  



－ 永彰６２ － 

 

第７章  要約  

本研 究 で は ， 中 学 校 にお い て 不登 校 の 経 験が あ り ，現 在 高 等 学校 に進

学し て い る ， 又 は 社 会的 自 立 をし て い る 子ど も を もつ 保 護 者 と， 不 登校

（傾 向 ）生 徒 の 進路 指導 に 携 わっ た 経 験 があ る 中 学校 教 職 経 験 13 年以 上

の方 に 焦 点を 当 て て ，「 社 会的 自 立 を見 通し た 不 登校 支 援 の あり 方 」「 中

学校 教 員 の姿 勢 の あ りよ う 」 につ い て ， 義務 教 育 課程 修 了 時 に直 面 する

「進 路 実 現」 に 注 目 をし て 研 究し た 。 第 １研 究 で は不 登 校 経 験を も つ子

ども を も つ保 護 者 ８ 名に 半 構 造化 面 接 を 実施 し ， ＳＣ Ａ Ｔ を 用い て 分析

した 。 生 成さ れ た 373 の テ ーマ ・ 構 成 概念 は ， 子ど も ・ 保 護者 ・ 先 生を

時期 別 に カテ ゴ リ ー 化を 行 っ たと こ ろ，子ど も に つい て は 13 の コア カ テ

ゴリ ー ， 42 の カ テ ゴリ ー ， 47 の サ ブ カテ ゴ リ ー， 保 護 者 につ い て は 21

のコ ア カ テゴ リ ー ， 37 の カ テ ゴリ ー ， 先生 に つ いて は 15 のコ ア カ テゴ

リー ，28 のカ テ ゴ リ ー に ま と めら れ ，進 路実 現 に 至る プ ロ セ ス 図 に 表さ

れた 。 第 ２研 究 で は 中学 校 教 職経 験 年 数 13 年以 上 の方 13 名に Ｐ Ａ Ｃ分

析を 用 い た半 構 造 化 イン タ ビ ュー 調 査 を 実施 し た 。各 協 力 者 から 出 され

たク ラ ス タの カ テ ゴ リー 化 を 行っ た と こ ろ ，「 関係 を つ むぐ 」「ど う 生き

てい く か」「 でき る こと か ら」「 見極 め る・伝 え る」「つ な ぐ」「 足を 運 ぶ」

「託 す 」 の７ つ の カ テゴ リ ー に分 類 さ れ ，図 解 に 表さ れ た 。 そし て ，子

ども の 視 点（ 内 田・永尾（ 2015）），保 護 者の 視 点（ 第 １ 研究 ），教員 の 視

点（ 第 ２ 研究 ） を 考 察し た 結 果 ， 生 身 の 人と 人 が 直に 出 会 う こと か ら育

ま れ る 関 係 性 が 土 台 と な っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 加 え て ，「 生

徒・ 保 護 者と 教 員 」 とい う 関 係で 出 会 っ てい る も のの ， 関 わ りの 中 で 役

割を 離 れ て 「 人 と 人 」と い う もう 一 つ の 関係 も 生 まれ 「 二 重 の関 係 性 」
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が存 在 し てい る こ と が考 え ら れた 。 ま た 欠席 継 続 時期 に ， 子 ども が 保護

者や 教 員 に自 分 の リ ズム を 大 切に さ れ る 経験 を 経 て ，「自 分 で 進む し かな

い」 と い う子 ど も の 気持 ち の 動 き に つ な がる こ と がわ か っ た 。そ し て ，

進路 決 定 時期 に は 教 員は 関 わ り続 け な が ら 正 確 な 進路 情 報 を 伝え ， 子ど

もの 卒 業 後の 居 場 所 を 子 ど も や保 護 者 と 共に 探 索 して い く こ とが ， 子ど

もが 自 分 に見 合 っ た 進路 を 自 己決 定 し て いく プ ロ セス を 下 支 えし て いる

こと が 明 らか に な っ た。 不 登 校支 援 に お ける 進 路 実現 に 向 け た関 わ りに

求 め ら れ る 教 員 の 姿 勢 の あ り よ う は ， ど う い う 関 わ り を す る か と い う

“ How to do something” に 重 きを 置 く の では な く ，ど う い う 姿勢 で 出会

うの か と いう “ How to be with” が 肝 要 であ り ， 教員 の 人 間 性が に じみ

出る 姿 勢 から う ま れ る関 わ り が子 ど も や 保護 者 の 安心 感 や 教 員に 対 する

信頼 感 が 育ま れ ， ひ いて は 社 会的 自 立 を 見通 し た 進路 実 現 に つな が ると

考え ら れ た。  
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付録１ 第１研究：インタビューシート 
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付録２ 研究の説明及び同意書 

 

「社会的自立を見通した不登校支援のあり方に関する研究」の説明および同意書 

  
本研究を次のように実施いたします。研究の目的や実施内容などをご理解いただき、本研究にご協力いただける場

合は、同意書にご署名をお願いいたします。 
 

■ 研究の目的 
この研究は、中学校に登校しないあるいはしたくともできない状況にある生徒やその保護者への中学校教員の関

わりや姿勢のありようについて検討することを目的としています。 
■ 研究の方法 

この研究では、１時間～１時間半程度の面接をさせていただきます。面接内容は IC レコーダーで録音し、逐語

録を作成して分析します。面接は原則１回を予定していますが、分析をする中で改めておうかがいしたいことが

出てきた場合、追加面接を改めてお願いすることがあります。研究期間は 2019 年２月中旬までを予定していま

す。 

■ この研究によって予想される心身への影響 
面接を進める中で、お話しすることがつらい場合は、無理にお話しいただくなくても構いません。お申し出いた

だきましたら、いつでも面談を中断します。 
■ 研究の参加と撤回について 

研究の趣旨をご理解いただきご協力いただければと思いますが、説明を聞いてお断りいただくこともできますの

で、辞退を希望される場合はお知らせください。研究への協力に同意しないことで不利な扱いを受けることや、

不利益を被ることはありません。同意後も、同意をいつでも撤回することができます。途中で辞退された際は、

収集したデータは廃棄し、研究に用いることはありません。 
■ 守秘や個人情報、研究データの取り扱いについて 

この研究で話していただいた内容を研究目的以外に用いることはなく、守秘をお約束します。また、個人情報を

保護するため、お名前などは研究データから取り除き、厳重に保管いたします。 
■ 研究成果の公表の可能性 

研究の成果は、修士論文としてまとめる予定です。論文ではお名前などの情報は個人が特定できない表記にしま

す。ご希望であれば、論文作成前に逐語録を確認していただくこともできます。 
■ 研究者、および問い合わせ先について 

研究のことで何かわからないことや心配なことがありましたら、以下の連絡先までご連絡ください。 
 
 
研究者 ：  永尾彰子 
所 属 ：  京都教育大学大学院教育学研究科 学校教育専攻 学校教育専修 

教育臨床心理学コース 
住 所 ：  〒612-8522 京都府京都市伏見区深草藤森町１ 
Email  ：   

電話番号：   
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平成３０年  月  日 
 
 
京都教育大学大学院教育学研究科 
教育臨床心理学コース 
永尾 彰子 様 
 
       
      名 前 
 
 
 
 
 

同  意  書 
 

 
 
今般、「社会的自立を見通した不登校支援のあり方」に関する研究に関わるインタビュー調査につ

いて、調査実施の意義、目的、方法、個人情報の保護方法などについて十分理解しましたので、調

査に協力することを同意いたします。 
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付録３ 第１研究：結果（各協力者のＳＣＡＴ分析による結果－理論的記述、疑問・課題） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欠席が始まった時期

・保護者は学校に行くべきという考えにより、学校に行かないということは先の道を全て閉ざされる、断たれるというような思いを抱いている。
・学校に行かせなければならないという保護者としてのプレッシャーを感じ、子どもに登校を無理強いする。
・保護者としてのプレッシャーの背景には、家庭における母親役割としてのプレッシャーや家庭内での孤独感がある。
・強く登校を促した際に子どもに精神症状が表れたり、子どもの居場所が学校にないということであれば、保護者は子どもが安心できる居場所として家に居てもいいのでは
と半分仕方ないという思いから無理に登校させなくなる。
・相談できる場はおろか、相談に関する情報もない状況の中、親子だけで過ごすことが多く、親子関係が煮詰まるため、保護者が相談できる場所や子どもが学校以外の安
心して過ごせる場所が必要である。

欠席が継続していた時期

・中学校での受容的な学校体制や学習（進路保障）を含めた継続的なふれあいやサポート、教員による心の通った関わりによって、学校と家庭との信頼関係が育まれる。
・学校と家庭との信頼関係によって、保護者は安心感を持ち、保護者が抱いている絶望感や孤立感から解き放たれ、周囲のネットワークも活用できるようになる。
・保護者がネットワークを活用することで、子どもは教育支援センターに通室するという選択肢もできる。
・子どもも保護者も良い関わりと感じる中学校の先生は、ほっとかれるとさみしいが強引に引っ張られるとしんどいというような葛藤を受け止めつつも、つかず離れずの距離
感で見放さず、急かさず、ほどよくあたたかい関わりをしている。そういった先生との関わりによって、劣等感に苛まれひきこもりがちな状態から、親子共々本来感を取り戻
す。
・子ども本人の時の流れによる成長（時熟）により、地域に馴染み、親子共々本来感を取り戻す。

進路決定の時期

・義務教育課程修了という節目を迎え、親子共に内申書や学力など不安と焦りを抱えながらも、子ども本人はなんとか自分で道を切り拓いていかなければならないという気
持ちからとにかく勉強をするようになる。
・保護者は高校受験に関わる情報が十分でないことによる不安感や孤立感を持つが、不登校生徒を受け入れる進学先があるという情報を得ることで、卒業後も居場所があ
るという安心感がうまれる。
・先生からの進路に関する情報提供や的確な進路指導により、子ども本人は見通しが持て、モチベーションが高まる。
・先生との関わりの土台には信頼関係が肝要で、本人の意思や希望を尊重し、保護者にとっても相談しやすい存在であることが大切である。

振り返って思うこと

・保護者は、子どもの将来に対する尽きない不安を抱えながらも、義務教育課程修了という節目における進路実現の経験を通して得た自信や成長を実感し，子どもが徐々
に自立に向かっていることを感じている。

さらに追求
すべき点、

課題

・学校に行くべきと言う考えの元はどこから来ているのか。
・仕方ないという思いは、登校すべきという囚われからの脱却ではないだろうか。
・家庭内での母親役割のプレッシャーを深める必要があるのではないか。
・相談できる場所があるかどうかは保護者の情報収集の力や被援助志向にもよるのではないか。学校はそのあたりを見極めた上での関わりが必要なのではないか。
・学習支援の先には学力に関わる進路保障がある。
・先生の「にじみ出てくる人間性」とは一体どういうものなのか。
・ほどよい関わりを見出す手がかりはどこにあるのか。
・子ども本人の時の流れによる成長とは、時が熟すのを待つことではないか。
・現実的な問題として、不登校時のいわゆる学校の内申点や成績が大きな不安材料となるため、本人の本来の学力を進路に反映させるためにはどうしていったらよいか。
・卒業後の居場所の選択肢の情報を学校ががどれくらい持っていて提供できるかで進路先はかわってくるのではないか。また、居場所の選択肢は地域差が大きく、少ない
地域は進路につながりにくいのではないか。

理論記述

付表 1 協力者Ａ 
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付表 2 協力者Ｃ 

 
欠席が始まった時期

・担任の先生による不登校の原因探しをするという関わり方は、子どもの担任の先生に会うことに対する抵抗感を生む。

欠席が継続していた時期

・子どもは生活リズムが乱れる。
・子どもは人の目を気にするが、近所の方の変わらない関わりがあることで安堵感を感じる。
・保護者は、子どもがゆっくりできる時間を保障しながらも、担任の先生との噛みあわなさや先生からの情報不足を感じており、不登校の原因探しに焦点を当てる先生との
間に軋轢が生じ、悩みを一人で抱え込み心理的孤立さえ感じている。
・保護者はスクールカウンセラーに相談をし、スクールカウンセラーの受容と共感の姿勢により、本来感を回復し、保護者自身のこころも変化する。加えて、子どもに対する
理解も深まることで子どもの受けとめ方も変化するということからも、保護者にとって相談することは意義深い。
・子どもは、教育支援センターでの一対一の丁寧な関わりや学習指導、自己を肯定してくれる先生の声かけにより、先生という存在に対する信頼も回復し、教育支援セン
ターが心理的居場所にもなる。
・子ども本人が学校内のスクールカウンセリングにつながることで、保護者は光がさすような感覚をもつ。

進路決定の時期

・中学校３年生になり進路決定の時期が迫ってくると、子どもの中に自分で進むしかないという思いが生じ、自分に見合った進路の吟味をし始める。
・進路に対する期待と不安が入り交じるアンビバレントな気持ちがある。
・オープンスクールでの体感は、進路の自己決定をおける基になる。
・子どもは、教育支援センターへの通所も続けて行くことで自信や自己肯定感が回復し、人の目も気にならなくなる。そして、本人の進路実現に対する学習のモチベーショ
ンも高まっていき、生活面においても自分のペースで進めていけるようにもなる。そういった過程が社会的自立の力につながる。
・本人は、中学卒業後から高校入学前のつなぎ期間における不安もあるが、高校へ慣らし通学をしながら乗り越えていく。
・保護者は同じ立場の保護者との交流を持つことによって、不登校に関する情報が得られる。
・保護者は、子どもの中学校卒業後の不安や将来の不安は尽きない状態である。
・毎日のように家庭に足を運ぶ担任の先生の熱意や細やかな心遣いにより、親子と先生の関係性が変化する。担任の先生の寄り添う姿勢や共感は、保護者にとっても心
理的サポートとなる。
・子どもへの個に応じた、大切にされている感覚を持てる関わりが大切であると同時に、保護者への労いやフォローも大切である。

振り返って思うこと

・保護者は子どもの不登校を振り返って、子どもにとってあの時間が必要だったんだろうという不登校の捉えの変化がある。
・先生の心ない言動は子どもを教師不信に陥らせる。
・不登校のきっかけが打ち明けられないことは、本人のプライドの妨げによるものである。
・不登校初期の先生の関わりとして、子ども本人に原因をたずねるだけではなく、学級の人間関係についての情報収集をする必要がある。
・時を経てわかることとして、不登校当時の子どもには、保護者のいわゆる父性的な関わり（押し出す力）と母性的な関わり（包み込む力）の押し引きの塩梅や子ども本人
のペースを大切にすることが肝要である。
・子どもを支える保護者にとっては、一人で抱え込むことも多いため、保護者が先生や相談機関などに相談することの意義が大きい。

さらに追求
すべき点、

課題

・不登校の原因探しに焦点を当てる「問題焦点型」の関わりを最初にすると、本人は教員に対する不信感を持ちやすいのではないか。
・「自分はどうみられるか？」というのは思春期から青年期にかけてのテーマでもあるのではないか。
・教員には、「個」に起こっていることと「集団」で起こっていることを両方捉える力が求められているのではないか。（学級経営の視点）
・学習支援の先には学力に関わる進路保障がある。
・教員個々の進路情報の共有を進めていく必要がある。一方で、進路情報の「何を伝えるか」よりも、「誰が伝えるか」という側面も大きい。
・不登校の子どもをもつ保護者の横のつながりはどう作られていくのか。
・子どもは、進路実現を通して現実検討力も身につけていくのではないか。
・居場所のなさが危機をもたらすのではないか。
・社会的自立をしている現在から見て、不登校は過去のものとなり、捉え方の変化が起こっているのではないか。

理論記述
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欠席が始まった時期

・子どもは、中学校に対する拒否感が強い一方で保護者に心配をかけたくないという思いもある。
・保護者は学校に囚われず、どこでも学べるという考えで子どもと接している。

欠席が継続していた時期

・子どもは、中学校との隔たりを感じる一方で、家庭での居心地の良さを感じ、家で好きなことに没頭するという時間を過ごす。
・保護者は、本人が好きなことに没頭する時間を保障する。
・進路を考え始める時期の担任の先生からの働きかけ（外部機関の紹介等）は、本人は学校以外の場所へ行くという自己決定を促す。
・保護者は子ども本人の自己決定を尊重する。
・毎日家庭へ足を運ぶ担任の先生の一生懸命さや誠実さが保護者と先生の関係性を育む。

進路決定の時期

・進路を強く考える時期になると、本人の進学したいという強い意志が芽生える。
・担任の先生の熱意やチーム体制で子どもを受容する学校体制によって再登校が促される。
・子ども本人は、不登校期間の内申点を心配している。
・子ども本人は進学に向けて自ら学力向上に励む。

さらに追求
すべき点、

課題

・子ども本人が好きなことに没頭する時間を保障するということは、ある種居場所の保障になるのではないか。
・学校と外部機関との連携が必要であるとともに、教員自身も本人の「登校」という考えから、他機関への通所などの考えを持つ必要がある。
・現実的な問題として、不登校時のいわゆる学校の内申点や成績が大きな不安材料となるため、本人の本来の学力を進路に反映させるためにはどうしていったらよいか。
・担任教員の熱意も必要であるが、その担任教員を守り、支える学校体制がないと担任教員は動けないのではないか。

理論記述

付表 3 協力者Ｄ 

 

欠席が始まった時期

・保護者は学校には行くべきという考えのもと、学校に行かなければ社会的自立ができないのではないかと不安に思い、登校を無理強いをする。

欠席が継続していた時期

・子どもは、昼夜逆転など生活リズムが悪化する。生活リズムの悪化が行動化につながる場合は、児童福祉センターに相談・連携が必要なこともある。
・保護者として打つ手がない状態で、焦りと葛藤が続くと、保護者自身も心身の健康に支障をきたす。
・保護者は、子どもへの接し方がわからず、中学校に対してなんとかしてほしいという期待がある。
・保護者は、学校側に子どもを問題児扱いされると、学校との隔たりを感じる。

進路決定の時期

・同居する家族構成員の変化によって、子ども本人も生活リズムが回復する。
・生活リズムが回復することで、再登校につながり、落ち着きを取り戻す。
・進路決定の時期に、子どもは進路に対して焦りを感じ、オープンスクールに参加するなど、進学先を吟味し始める。
・保護者は、進路情報が不足している中で、内申点や学校の出席日数の心配もあり、なんとしてでも中学校に行くべきという思いで子どもと接する。
・学校には教室以外の居場所や子どもと関わる教員が不足しているために、学校に物理的・心理的居場所のないの子どもは、疎外感や見放され感から欠席につながる。
・保護者は、同じ立場の他の保護者との交流や相談の機会を欲している。
・学校との隔たりを感じている保護者の中には、子どもが不登校であることに対して劣等感や肩身の狭い思いを抱く保護者もいる。
・変わっていこうという本人の思いがある中、フリースクールの情報を本人に提供することでフリースクールに通うという選択肢もできる。
・学校に行けていない、勉強していないという自信のなさや投げやりな気持ちをもつ子どもが、フリースクールに通うことによって新たな道の模索をし始め、自分に見合った
進路を選択するようになる。
・フリースクールでの出席は、学校の出席日数にもなるということもあり、保護者の安心につながる。
・保護者は、中学校教員に対して、不登校・相談・外部機関に関わる情報不足を感じている。
・保護者は、学校に対して、校内で不登校生徒が居られる場所を求めている。
・保護者は、子ども理解を一緒にすすめるためのいつでも相談できる存在を求めており、先生に対して子ども本人のみならず保護者への支援の必要性を感じている。

振り返って思うこと

・保護者は、学校だけに囚われず、個に応じた学ぶ場所や学び方があると感じている。
・中学校期の不登校は、反抗期が重なり、保護者は子どもに対して関わりにくさを感じている。
・保護者は、傾聴する姿勢で関われなかったという後悔や、接し方を学びたかったという思いを感じている。
・欠席が継続している時期には、子どもがゆっくりできる環境を保障し、本人が動き出すまで待つ姿勢が必要である。
・子どもの「今」を大切にしながら、不登校に関わる情報を得て、時間のゆとりや心のゆとりを持ちながら子どもに接することで、保護者自身の心のもちようも変わると感じて
いる。

さらに追求
すべき点、

課題

・保護者が孤立感を抱いている時に、実際保護者の思いをどうキャッチし、どのように支えていくのか。
・現実的な問題として、不登校時のいわゆる学校の内申点や成績が大きな不安材料となるため、本人の本来の学力を進路に反映させるためにはどうしていったらよいか。
また、出席日数が進路に関わることについても、本人か保護者の不安につながっている。
・集団においての個別の配慮は実際はどうであるのか。
・学校と外部機関との連携は必要である。
・「変わっていこう」という本人の思いはどこから湧いてくるのか。
・学校内での居場所のなさを学校体制としてどう改善していけるのか。
・同じ不登校の子どもをもつ保護者との交流をどう図るか。
・進路情報のみならず、外部機関の情報も保護者や子どもに行き届いていないという現状がある。

理論記述

付表 4 協力者Ｅ 
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欠席が始まった時期・欠席が継続していた時期

・親子だけではどうしようもない状態の時に、近所をはじめ、外部機関など周りの方の助けや協力を求め、第三者の存在が親子の間に入ることで落ち着きがはかれる。
・保護者は、子どもが大切にされていない、必要とされていない感覚や学校体制に柔軟性のなさを感じることによって、中学校に対して不信感を抱く。
・不登校が継続している時期に、中学校の先生が子ども目線で受容的に寄り添い、子どもを信頼する姿勢や一生懸命な思いで子どもと向き合うような関わりが必要であ
る。

進路決定の時期

・進路を考え始める時期に、本人に「変わらなければ」との意志が生まれ、現状から脱却しようと動き始める。
・進学に関する情報が不足していると、保護者だけで情報収集しなければならないため、中学校からの進学に関する情報提供を必要としている。
・子どもの自己肯定感や自己理解、自己成長力を高める先生の声かけや関わりにより子どもも変化し、子どもの行動化も落ち着く。
・先生の子どもの心が開いていくような関わりにより、中学校が子どもにとって魅力のある学校となる。
・先生の関わりや、子どもにとって魅力のある学校になることによって、子どもは進路に関して次のステージを考える力が芽生え、中学卒業後の進路についても自然と考え
るようになる。
・進路決定の時期に、子どもの担任の先生に対する信頼感、保護者と先生がチームみたいな関係でいること、そして子どもの仲間の存在、担任の先生の他生徒への働き
かけが大切である。

振り返って思うこと

・保護者は、子どもが不登校になると他の親の子育てと比較し、親としての自責の念が生まれがちであるが、周りに心を開いていき、一人で抱えこまないことが大切であ
る。
・子どもが不登校の時期に、保護者は親子関係のあり方をもう一度考え直し、親子で話し合いながら、どこか「なんとかなる」という思いを持つことが必要である。
・不登校という時期を通して、保護者のみならず、子ども自身も人の優しさや人への感謝の心、人とのつながりを実感する。

さらに追求
すべき点、

課題

・保護者が相談しやすい関係や環境を作ることが大切である。
・子ども本人は生活リズムが乱れがちであるが、本人は昼間に起きていると劣等感をより感じるからこそ夜に活動するのではないか。
・「子どもの心が開いていくような関わり」をしている先生は、子どもや保護者のどういうところを大切にされているのか。
・柔軟な学校体制をどう構築していくか。

理論記述

付表 5 協力者Ｆ 

欠席が始まった時期

・中学校入学以降の学習のプレッシャーや劣等感等は、不登校の一因となり得る。
・子どもに対して先生方の特別な配慮があるが、かえって集団生活のしづらさにつながる場合がある。

欠席が継続していた時期

・保護者が、病院等外部機関へ相談したり、SCへ相談したり、同じ立場の保護者と交流したりと、できることは何でも藁にもすがる思いで行動に移す。
・保護者が動けば動くほど子どもは学校から気持ちが離れ、親子間で歯車の噛みあわなさが生じる。
・保護者自身が心身の健康に支障をきたすことがある。
・保護者は、周囲の理解（保護者の職場など）によって、親にしかできないことに力を注ぐことができる。
・中学校のセオリー通りの対応や形だけの教育相談体制では、担任の先生と親子との関係性が築きにくい。

進路決定の時期

・子どもは高校へ進学する覚悟を持ち始め、保護者は葛藤を抱えながらも子どもの社会的な自立を見通して高校進学はしてほしいという思いを抱く。
・先生は、子どもの命を尊重するという大きな視点をベースに、傾聴・受容の姿勢で本人のリズムを尊重し、自己肯定感を育む関わりが求められる。
・学校組織としては、教育相談の充実や学校と家庭をつなぐという役割が求められる。
・先生は、進路先の選択肢を提供しながら、子どもだけでなく、保護者への支援が必要である。

振り返って思うこと

・子どもは節目を好機として動き出す力をもっている。
・不登校時において親子の感情は影響し合い、保護者の心もザワザワする。
・保護者は、親としての覚悟を持ち、子どもに対して時にはほどよい押し引きもしながら、傾聴して待つ姿勢が大切である。

さらに追求
すべき点、

課題

・不登校の子どもをもつ保護者同士の交流の場を持てるようにするにはどうしていくことが必要か。
・セオリー通りの対応ではなく、保護者に寄り添うと言うことはどういうことなのか。
・スクールカウンセラーが効果的に動ける学校体制をどう構築していくか。
・いわゆる本人の「子ども時間」と「学校時間」のバランスを図りながらのアプローチとは。
・教員が子どもの命を尊重する姿勢が大切である。
・教員の教育相談分野に関する研修の必要性。

理論記述

付表 6 協力者Ｇ 
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欠席が始まった時期

・保護者は無理をさせたくないという思いから、登校を無理にさせない。
・相談時の担任の先生の心ない第一声は、保護者に怒りや不信感を抱かせる。
・保護者は何としてでも子どもを守るという思いを持ち、子どもにとって家庭が安らげる場所となるよう努める。

欠席が継続していた時期

・子どもは、ひきこもりの状態が続き、自己肯定感が低下し、人目をはばかるような様子がある。
・中学校での不登校は、反抗期の時期とも重なり、保護者としては心配も募るが、成長の段階として捉えることで心配を飲み込む。
・保護者は、不登校状態であることに対する心配が子どもの負担にならないように配慮している。
・保護者の悩みを家族と共有・協力することによって、一人だけで抱え込まなくてよくなる。
・担任の先生と一旦信頼関係が崩れると修復は困難である。
・担任の先生が親子と信頼関係を築くことが難しい時は、学年主任の先生等、他の先生が親子とつながれるような体制が必要である。

進路決定の時期

・本人は自ら高校の資料を取り寄せる等、進路情報を収集したり、進路実現に向けて学力向上に励んだりするようになる。
・保護者は子どもの社会的自立を願っており、進路に対する迷いを感じながらも、不登校生徒を受け入れる高校があるいう情報を知ることで、将来に光が差し込むくらいの
思いになる。
・担任の先生に対してあきらめの気持ちがあると、進路決定の時期であっても先生との関わりは進路面談だけにとどまる。
・保護者は、担任の先生の受容的で親身な関わりや保護者との協力体制を求めている。具体的には、進路情報や進路先の選択肢の提供といった進路指導を必要として
いる。
・不登校時期を通して、担任の先生と子どもの関係性のみならず、保護者とも信頼し合える関係性が肝要で、そのベースには担任の先生の一生懸命さや思いやりのある
親身な姿勢がある。

振り返って思うこと

・保護者は、不登校時期に一貫して何より子どもの命を大切にし、何としてでも命を守ることを最優先にしている。
・不登校経験からの子どもの成長を保護者は感じている。
・保護者は、子どもの不登校に対する捉え方の変化を感じている。

さらに追求
すべき点、

課題

・休み始めた時の担任の最初の対応の姿勢として大切なことは何か。
・学校と外部機関との連携の必要性。
・外部機関として、教育支援センターやフリースクール等が、不登校生徒の物理的居場所が近隣にない地域はどうしたらよいか。
・子どもの不登校時に命の危機も思うこともあり、保護者の「子どもを何としてでも守る」という思いが常にある。教員は、そういう思いを汲み取りながら関わる必要がある。

理論記述

付表 7 協力者Ｈ 
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付録４ 第１研究：生成されたカテゴリー一覧表 

 

 

【子ども】－欠席が始まった時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

不登校の兆候

行き渋りがありつつも、でも休みがだんだん増えていく形になったんです。

症状の表れ

とりあえず朝学校に行くってなると、トイレと往復なんです。そのうちえずくし･･･。

登校の限界

制服が全然着れないって感じになって。で、ゴールデンウィーク明けからパタッと行けなくなったんですけど。

ひきこもる

家でも部屋に籠もりっきりという状態で。

劣等感

もうアップアップで、当然授業も抜けてるから、歯抜けのように抜け出してたから、宿題もできないし、やっぱりこう追っ

つかない。

親に心配をかけたくないという思い

やっぱり親のことを考えたら学校に行った方がいいよねって言う感じの思いはあったと思います。すっごい真面目な子

なんで、親思いなんで、だから心配かけたくないっていうのはあったんでしょうけど。

状態像

6

5

2

3

2

1

付表 8 生成されたカテゴリー一覧 
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【子ども】－欠席が継続している時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

生活リズムの乱れ

昼夜までいかないけど、夜中とか朝方まで起きてる生活だったので。

人目をはばかる

教室、裏口から、それに行くのもたまたま授業で、他の学年の子が廊下歩く姿見たらもう学校入れなくって、なんていう

のかな身を隠す、隠れて入って行ってましたね。

自己肯定感の低下

夜とか、全然人にも会わないから、夜に一緒にドライブ行ったりとかしてましたね。

学校との隔たり

本当に担任の先生が来てくださって、会ってお話したいんですけどもっておっしゃるんですけど、一度も会ってないん

です。

問題児扱いされる状況

ちょっと保健室じゃない場所にも行ったりすると、そこ行った？勝手な行動したみたいな感じで、結構問題児扱いされ

てたんですよ。

反抗期

焦りと葛藤の毎日だったし、でもいうこときいてくれない、反抗はしてくるわで、そんな日々を過ごしてましたね。

居心地の良さ

すごい家系が穏やかなんで、だから子ども達が穏やかな子達ばっかりなので、（中略）うちの環境は子ども達には多分

すっごい居心地が良いんだと思います。

没入感

絵描いたり、ギターで歌歌ったり、なんか趣味って言うか、やりたいことがたくさんあったので、時間はあっという間に家

に居てても過ぎてたみたいです。

地域とのつながり

ちょっと外出たときに声かけてもらったりして「別にどうもおもわれてないや」と。（中略）「前と変わらんように話してくれ

た」って、

学級での自己存在感

何か自分の中には関わってると思ってたみたいやし、なにか自分の中でつながりがあるっていう感覚はあったみたい

だから。

学校に対する好意的な感情

多分ね、中学校はね、学校は行けてなかったけども、好きだったから、だから高校は本当に普通にいけたんだと思う。

学校に行きたいけど行けないジレンマ

自分の中で行きたいんだけど、行けないっていうのがあったみたい。

スクールカウンセラーの存在

２年生の終わりですね。終わりくらいに、初めて子どもからカウンセリング受けるって言いだしたんです。

自己肯定感の高まり

みんなが「すごい！こんなんできるの！？」っていうようなことをさしてくれたことでやっぱ自信にもつながったし。

本来の自分の取り戻し

日中ウロウロ･･･できなくて、それが家から出やすくはなったんです。

学校以外への通所

担任の先生がこういう感じのところもありますって、こういう考えもありますっていう、いろんな選択肢を持ってきてくだ

さって、それでそれこそ、あ、じゃ～本人に聞いてみてどれがいいかっていうのを確認しながらって言う感じ。

子ども本人の時の流れによる成長

おっきくなってきたのもあって、日中出ててもそんなに人通りに出てても目立たなくなって。小学生の頃とかは昼間ウ

ロウロしてると、なんで？って感じになって。中学校で背も高くなってくると、そんなにウロウロしてても目立たなくて、違

和感なくなったというか。

1

取り戻し
1

1

1
時の流れに

よる成長

学校

1

1

1

1

反抗期との

重なり
3

家庭

1

1

1

状態像

3

3

2

1

2
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【子ども】－進路決定の時期

コアカテゴリ カテゴリ サブカテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

義務教育課程修了という節目

本人もいつまでもこれではだめっていうのは頭ではわかってるので。やっぱり高校進学っていうの

が、なんか新しい自分に変われるきっかけっていうかな。

自分で進むしかない

次進路のことを思った時に、このままでは進まないなと思ったんだと思うんですけども。

生活リズムの回復

生活リズムを整えることで学校に行くって言うのでって言う感じで。ちょっと変わったんです。４月。一

旦落ち着いてきたんですよ。乗り越えたのかな。全部じゃないですけど、だいぶ落ち着いてきたんで

す。

学力向上

勉強に関しては、努力家なので、テスト前っていったらしっかりと勉強してわからないところあったら

ちゃんと聞きに来てましたし、一番努力してたんですかね。

再登校

本人がやっぱり高校進学したいので、行ってみるっていう気持ちになって

焦り

焦りが本人に出だして、行く高校なかったらどうしようってなって。

自信のなさ

本人もこんなんだったら学校も行けてないし、勉強もしてないしって言うので、高校なんて行くとこな

いって言う気持ちでいてましたね。

内申点・学力の心配

内申書、それこそ大変だったと思います。１年、２年が学校行けてないので。２年生の時は１だったの

で、そっから克服させるって言うのは大変だったと思う。

居場所のなさ

行き場がない感じですね。（中略）もう受験モードに入ってるから教室もぴりぴりしてるから勝手な行

動したりとかしないように、それを約束できるなら登校してもいいみたいに言われた。

両価的な気持ち

本人がすごいやる気になってもちろん不安もいっぱい口にはしたけども

的確な進路指導

自分がどの辺の立ち位置がわからなくて、どの辺の学校に行けるのかも全くわからなくて

友達のサポート

人の存在やと思いますね。友達もすごいサポートしてくれてたけど、先生の信頼感みたいなのもあっ

たと思いますけどね。お友達に対してもお願いみたいなのも、先生がしてくださってたと思いますね。

声がけや関わりによる変化

校長先生もすばらしかったし、担任の先生も良かったですし、表情がまずねどんどん変わっていった

し。学校の授業が始まる前に、「今日はどう？」みたいな先生とお話してから授業スタートみたいなん

ですよね。（中略）ちょっとしんどかったりしたらそこで先生とお話しする、ちょっとリセットしてからや

るって感じだったんです。まぁ無理もさせない感じなんで。

状態像

義務教育

課程修了

という節目

2

自分で

進むしか

ない

6

2

2

2

焦り

・

心配

居場所の

なさ

2

両価的な

気持ち
2

1

3

1

2

1

的確な

進路指導

声がけや関わり

による変化

友達の

サポート
1

先生の

関わり
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回復

自分からこれは間違えてたんかなって気づかしてもらえるって言うか。自らが成長する力って言うの

を養わしてもらえてる学校なんだなってすごい思いました。担任の先生もそんな感じでしたね。「すご

いよね」とかっていっつも声かけが自己肯定感を高めるような言葉がけがいっぱいあって。

見通し

どういうことをどういう高校があるかっていうのを、中３の時に教えてくださると、そのためにどうすれば

いいかとかが見えてくるかなと。（中略）高校の特色とかも教えてくださると、自分に合った高校を受け

られやすいですし。

モチベーションの高まり

ビックリしたのが、３年生になってから、わからないところ出てきたから先生に聞きたいって、学校の先

生にこのプリントどうやってるんのかわからないし、抜けてるかもしれないって、そんな感じだったので

聞きたいって、プリントのこと聞きたいんだけどって言って。

次のステージを考える力

オープンキャンパス行ったり、見に行ったりとかしてて、場所も遠かったんですけども、本人はそっち

の方に行きたいなって傾いてはいたんですね。

オープンスクールでの体感

何回目かのオープンスクールの時に上級生の子達の話を聴くって言うのがあって。

内省

頑張れるかな、俺でも頑張れるかなって。

吟味

通信制って本人は決めてたみたいなので。本人がオープンキャンパス行く日を調べて、それで行っ

て、一つのとこだけじゃなくていろいろ見に行ったんですよ。

強い意思

あの時はとりあえずこんな高校あるよって教えてもらって。やっぱり自分からそこに行くって。（中略）

でも別の高校の方は送り迎えできるけども、こっちはできないよ、いいの？って言ったら、がんばるっ

て言って。

覚悟

なんか覚悟はあったみたい。高校はがんばらなって言う。

不安

次が不安、あいたら。あいたら、高校も決まってるけども、あいたら高校が不安。

自立への成長

ちょっといい加減だった、それがこなすようになったんです。それはすごい大きなことだったな、あの

子にとって、今の続いてるのはね。（中略）きちっとすることはして、今きちっと就職して、仕事できて

るのはそれだと思うんです。

覚悟 2

自立への

成長

自立への

成長
2

不安 1

4

内省 1

吟味 3

動き出す

2

1

2

回復

見通し

モチベーション

の高まり

次のステージを

考える力

自分に

見合った

進路の

吟味

オープン

スクール

での体感

2

強い意思 2

自己決定

と

揺らぎ
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【保護者】－欠席が始まった時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

学校に行くべきという考え

行かせようって言う感じで思ってて、なるべく行かせようって思って行かせてた。

閉塞感・孤独感

学校に行けなくなったら道が閉ざされてしまうというか，こう，他の道がなくなってしまうような気がして

子どもが学校に大切にされていない感覚

学校がこんなに子ども一人のことを心配してくれてるんやっていう姿勢を見せてほしかった。そしたら子どもにも伝わる

やろうと、その思いみたいなものが。

登校の無理強い

かなりきつく行くように戻るように、夏休み明けとか。

影響し合う親子の感情

最初のうちは私もここで無理でもいかさないと不登校になったらっていう思いがあったから、ほんまに怒りながらでもい

かしてたけども、結局自分が怒って無理に行かすとひどくなるんですよ、逆効果でした。

相談できるネットワーク

何人も協力してくださって、近所の人。近所の人が来てくれると間に人が入るので少しクールダウンするから。

登校に対するある種あきらめの思いから休ませる決断

半分仕方ないなと思ってたので，もう家に…いいかって，無理に行かせようと思わなかったんです。

先が見えない閉ざされた不安

多分ずっと2人だけだったらお互いに不安で。

子どもを守る

勉強したいと思ったらどこでもできるし、それこそこんなしんどい思いするんだったら、もういいやん、学校行かなくても

いいんちゃうって言って、学校だけが人生じゃないし、学校を卒業するだけが人間ほんと生活していく上で必要なとこ

ろではないし。（中略）行かなくっても良いじゃない、生きてたらいいやんっていうのが別に学校行かなくっても、本当に

必要であればどこでも勉強できるし、勉強したいと思うんだったら。

子どもを守る 3

影響し合う

親子の感情
1

1

先が見えない

閉ざされた

不安

思い

登校の

無理強い

登校に対する

ある種あきらめ

の思いから

休ませる決断

2

3

2

1

3

相談できる

ネットワーク
2
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【保護者】－欠席が継続している時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

わらにもすがる思い

とにかくどんなことでもいいからっていうことで、わらにもすがる思いってこれのことですね。（中略）こんな話が良いって

言われたら一緒に行きとか、神社神さん参りから何から何までしましたけれども。

子どもが学校に必要とされていない感覚

子どものことを必要としてくれてるんだなって言う風に思ってくれるかなと思ったけど、全くでしたね。

休ませる決断の揺らぎ

行かそういかそうとか、私の周りのお母さんとかでもここでなんか引っ張ってでも引きずってでも行かせなかったら長引

くとか、ずっとこのままになるとか、

煮詰まる親子関係

私が動けば動くほど、子どもは学校から気持ちが離れていったっていう気がしますね。

家庭

子ども寝てから相談したりして、向こうは向こうでこうじゃないかとかって。言ってこれで同じ悩みをもった人がいてくれ

たって言うだけで、なんかあったら話できるから。

学校

先生がちょこちょこ来てくださったのがすごいよかったなって。やっぱね、親子2人だとね、良い時と、沈み出すと一緒

に沈んでしまうんですよ。お互いにわかってはいるんですけどもね、ストレスとかがピークになると、言ったら駄目なこと

を言ってしまったりとか、今までここまで来てたのが、その一言で・・・ってなったりっていうのがすごいあるから、たまに

先生らが入って、子どもも先生らに「大丈夫大丈夫」って言ってもらって安心するのと一緒で、親も安心するんですよ。

外部機関

病院に思春期の不登校のことを扱う先生がいらっしゃるって言うのを聞いて、それ予約して行ったんです。子ども連れ

て。

地域

同じ不登校のお母さんと一回あった時に、実はうちもこれこれこうでって、（中略）同じそういう悩みのある人やから余計

重みもあったんだろうけど。だから、なんていうかな、そんなん大丈夫って言われるのも、普通に学校行ってる子のお

母さんにいわれるよりも安心感があったかな。そういうちゃんと高校なって行けるようになったよっていう人の話を聞く

と、うちもなるかなって希望になった、かな。

相談の意義

だいぶ変わりましたね。抱きしめれるようになりましたもんね。それまでがずっとしんどかったです。

子どもの尊重

なるべくね、外に連れ出したいなぁと思って。でもこの近所では全然あかんかったから、買い物行くにもわざわざ違う県

まで行ったりね。なるべく連れ出したりするように。車の道中でいろいろいろいろしゃべってね。もうすっごい話はね、し

ましたね。

子ども理解の深まり

ずーっと人と比べるんです、他の子と。うちの子だけどうしてもダメだとか、できないとか。あと将来どうなるんかなとか、

不安だったんです。スクールカウンセラーの先生にそれ話したら、「しんどくなかったですか？」って一言ってくださっ

てね、涙出てきましてね。そこからですね。色んな子がいるからその子に、いろんなね、人それぞれだから、個性があ

るから、個性だと思って、

思い

煮詰まる

親子関係

一緒に悩み、

考える相談者・

協力者の存在

子どもの

安心を

第一に

5

1

4

2

5

1

6

1

1

4

1
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安心感

周りがほんとに良い人たちに変わったので、それでなんて言うかな、気持ち的にはほんと楽になったし、元気になりまし

た。私は本当に変わりました。

孤立感・絶望感からの解放

あの～真っ暗だったんですけど、真っ暗って言うか･･･（中略）たくさんの人で１人をこう分散してみてもらえることで私が

だいぶ楽になりました。本当に。

本来の自分の取り戻し

だいぶ変わりましたね。抱きしめれるようになりましたもんね。

子どもの社会的自立に対する不安

学校で社会性を学ばなかったら大人になってもこのままっていう情報ばっかりあったので。

子どもを守る

やっぱり我が子ですしね。何があっても守ったるっていう感じですね。とりあえず生きててって感じですね。

取り戻し

子どもの

社会的自立

に対する

不安

子どもを守る

1

2

1

2

1
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【保護者】－進路決定の時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

劣等感

行き場がない感じですね。

現実的な問題

どこ行くとこもなくなるって感じで、どこかに進学させたいとか思いつつ、もうテストだけ受けに行かないとだめとか、必死

になって言ってました。

関わりの試行錯誤

押しては失敗しとかね、余計なこと言って失敗しとかね、そういうので２人で泣き～の怒り～のしながらだったから、もうこ

れ以上言ったらっていうのがある程度わかってくるから、性格的なもんとかね。

父性的な関わりと母性的な関わりの塩梅（あんばい）

自分の中でもどこまで押してあげて、どこまで叱咤激励をしてあげて、どこで引いてあげるって言うのがね。自分でもわ

からんようになってて。

先生とのチーム連携

私も含めてですけど、なんというか、チームみたいなできてました。

進路情報

何個がこういう高校があって、特色はこうでっていうのを、子どもにもわかるように出してくださって、選択肢がいくつかわ

かるように出してくださると、これやらないといけないなとか、勉強しなきゃいけないなとか。

相談者の存在

本当にその頃はそういう不登校仲間って言うのがいなかったんですよ、保護者に。私の周りの人でもいないんです。身

近な人では。

光がさす思い

不登校の生徒を受け入れてくれる高校の話だったから、うちの子のための学校だ！ってキラキラってなったんですよ。

葛藤

正直ね、葛藤はありましたね。やっぱりね、子どもに申し訳ないですけど、変なプライド。（中略）子どもが選んだことだ

から。次３年間通ってくれるんだったら、どうにかがんばってくれるかもしれないなと。

迷い

とりあえず、今のご時世高校だけは出てほしいと思ったんですね。できたら普通科のと思ったんですけど、でも本人が

行きたがらないし、（中略）私の中でも迷いって言うか。

尽きない不安

高校となると通信制にしろ毎日ね、通わないといけないとか、その上行ったらさらに毎日ずっと仕事しないといけない。

そう考えた時に、ちょっとやっていけるかなとか不安はありましたね。

子どもを守る

子どもには絶対守ってあげるからとは言いました。

尽きない

不安

子どもを

守る

3

1

1

5

2

1

1

1

1

2

父性的な関わり

と

母性的な関わり

の塩梅（あんばい）

2

1

思い

関わりの

試行錯誤

進路実現に

向かって

揺れる親と

子どもの

自己決定の

受容
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【先生の関わり】－欠席が始まった時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

関わりの最初の姿勢

寄り添う力ですよね、子どもに。目線が一緒というか。自分でもそうやったら嫌やなっていうのが一生懸命子どもの話を

聞いてくれたりとか。

家庭に足を運ぶ

担任の先生が心配してくださって結構毎日のように顔出してくれたんですよね。「本人さんともお会いしたいです」って

いうんですけども、もう学校って聞いたら、もう気分が滅入るような感じだったので、一切担任の先生来てくださっても会

えないっていう感じで。

柔軟な学校体制

まだ子どもに近い距離で、関係築こうとしてくれてた先生もいたから、その先生に来てもらえませんか？みたいに言っ

たら、それも無理だったし、担任を差し置いてそれはできないみたいな。

相談できる存在

私がパソコンをさわってなかったので、情報が入ってなかっただけかもしれないんですけど、相談するとこがなく

て・・・。

子どもの居場所

子どもが「家に居させてほしい」って言った時からは、もう居場所が学校にないんであれば、家にいた方がいいかなと

思って、

信頼関係

子どもと先生がうまくいってたらちょっと安心。一番接してるのは子どもですからね。

担任の先生

の関わり

4

3

柔軟な

学校体制
1

いつでも

相談できる

存在として

1

子どもの

「今」の

居場所の探索

1

信頼関係を

育む
2
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【先生の関わり】－欠席が継続している時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

先生のチーム体制

中学校に受け入れてくださるようにお願いしに行ったんですけれど、すごく快く対応してくださって、

すごく待遇が良かったんです。どういう風にしていったら良いかって言う風にいってくださって、３人、

教頭先生と学年主任の先生と、担任になる先生と３人がチームを組んで、やってくださったんです。

教育相談体制

一人でずっと抱えて、どっちかゆうと抱えてきたことになるんですね。それでちょっとカウンセリング受

けてみませんかみたいな感じで言ってくださったんですね。

外部機関との連携

担任の先生がこういう感じのところもありますって、こういう考えもありますっていう、いろんな選択肢を

持ってきてくださって、

にじみ出る人間性

なんかこう、にじみ出るって言うか・・・にじみ出るって言うか、思っておられることが言葉じゃなくても

出てくるのがわかる。

一生懸命・誠実

担任の先生は絶対卒業してもらいたいって、私がほんとに一生懸命守りますから絶対悪いようにはし

ませんからっていうお話を何回もいただいて、ほんでまぁうーん転校っていうのも考えたんですけど

も、とにかく強く先生から絶対守りますしって言う感じで。

思いやり

もっと心配したってよ、担任でしょって。（中略）それだったら親身になってくださる人のとこ行こうっ

て。

受容・寄り添い

とにかく私が相談しやすい雰囲気もものすごくあったんです。

つかず離れずの距離感

学校には行けないですけど、でもわがままなんですけど、ほっとかれるっていうのもけっこうさみしいも

のがあって、そうかと言って、学校に来い来いっていわれるのもしんどいんですけど、本当にわがまま

なんですけど、適度な感じで「どうしてる？」って感じで、来いともいわれないけど、なんかこう普通に

ソフトな感じで、適度な関わりで時々「どうしてる？」って感じで、気にかけてくださるって言うだけでな

んかすごく安心感って言うか、こう完全に何も連絡がなくなっちゃうと結構さみしいもんなんですよ。た

ま～に「どうしてる？」って感じで連絡くださったりするとすごく嬉しかったりするんで。

子どもを信頼する

子どものことを信頼してくれたりとか、そういうところですよね。

継続的に気にかける

あの正直な話、こうしてほしいああして欲しいじゃなくて、あの一番嬉しかったのは、生徒ってことを忘

れないでそうやって来てくれて話聞いてくれてちょっとたまに勉強してみよかとか、

ほどよい距離感の関わり・あたたかさが伝わる人間味あふれる関わり

やっぱり定期的にね、先生が家に来てくれて、なんていうの結構たわいない話してくれて。学校のこ

ととかじゃない別のこととかね、パズル一緒にしたりね。

信頼関係の構築

信頼関係かな。コミュニケーションが取れてるとなんか無理なこと言われても許せる気持ちも出てくる

ので。それも大事かなって思いますね。コミュニケーションと信頼関係かな。

5

2

1

1

2

人間性が

にじみ出る

担任の先生の

姿勢

3
信頼関係の

構築

ほどよい距離感

の関わり ・

あたたかさが

伝わる

人間味あふれる

関わり

4

1

4

受容的な

学校体制

5

2

1
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【先生の関わり】－進路決定の時期

コアカテゴリ カテゴリおよびローデータ
カ テゴリ

該当者数

組織的な受容体制

担任の先生がもし学校に来ることができるようになったら、それこそ私が守りますし、しんどかったらす

ぐ保健室とか別の部屋にも移動できるように考えてますし、って言う感じで。

教育相談の充実

生きてることが大事だからねっていうことを聞いてくれる、学校のこともわかる、けれどもそういったカウ

ンセラーっていうかね、スクールカウンセラーのようなことも役割も果たしてくださるそういう先生がいら

してくれたら随分違うのかなって思いますね。

外部機関との連携

学校の先生知らないですよ。だから適応指導教室とか、中学校の話も、こっちからもちかけないと知り

ませんね。

いつも変わらない担任の先生の姿勢

やっぱり先生の気持ち、どんだけ心配してくださっている、一生懸命してくださっているって言うのが

伝わったらこっちも相談できるし、それに対して調べてくださって、こっちも調べるし、向こうも調べて

くださってってなったら、お願いしようって思う。

的確な進路指導

進路決定の時に･･･やっぱり情報ほしいですね。そういういろんな情報を。こんな学校があって、ここ

はこんなやりかたで、こんなんでって。どれくらいの成績で入れてとか、そういう細かい情報を持って

きてくださったら助かりますね。選択肢はこんな学校もってなるし。情報が欲しいですね。

心が通った関わり

動き出す速度がね、いわゆる学校時間じゃないんですよね。その子の時間になっちゃうんで、いろん

なことが間に合わなくなるってことで、周りの大人は早く早くって焦っちゃうんですけれども、いわゆる

学校ということにとらわれなければ、チャンスっていくつかあってっていうところを残しながら話っていう

か、相談に乗ってくださればいいのになと思いつつ、実際忙しいのでねっていうところがあるんですけ

ど、進路指導の先生でなくてもいいから、その学年団の中でやっぱり、そういった思いを受け止めて

くれる先生がいて、学校とつないでくれるそういう人が一人いればいいのかな。

集団の仕掛け

人の存在やと思いますね。友達もすごいサポートしてくれてたけど、先生の信頼感みたいなのもあっ

たと思いますけどね。お友達に対してもお願いみたいなのも、先生がしてくださってたと思いますね。

保護者への労い・フォロー

先生は私のことを良く言ってくださるんです。褒めてくださるんですよ。すごい楽でした。

子どもの居場所

ちゃんと先生に理解してもらってその子に応じて接してくれはったからよかったかなって思うんです。

信頼し合える関係性

結局最後まで行けることはなかったけども、でもなんていうか、不登校の間の中学校との関係性は

あったような気が･･･全く学校と離れてしまってるって言う感覚はなかった。ほとんど先生は毎日来て

くださったし。

学校体制

の充実

2

2

1

6

7

1

4

いつも

変わらない

担任の先生の

姿勢

的確な

進路指導
4

あたたかさが

伝わる

人間味あふれる

関わり

信頼し合える

関係性

子どもの

「これから」の

居場所へ

5

3
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付録５ 第２研究 

 

結果（各協力者のＰＡＣ分析による結果－デンドログラムと総合的解釈） 

 
協力者Ｉ 

協力者Ｉは、連想刺激文に対して自由連想から10個の項目を挙げた。付図１は協力者Ｉのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、中学三年生という義務教育過程修了という節目において、不登校生徒本人

のみならず、保護者も含めて卒業後の進路に対する不安をもっており、その不安感を下げて安心

してもらい、見通しが持てるように、生徒だけではなく保護者にも多様な情報が必要であると語

っており、『進路提供情報』と命名された。 

  【クラスタ２】は、本人に寄り添い、保護者の迷いや焦りを理解しながら、関係性を育んでい

くと本人と保護者の思いも聴くことができ、その安心できる“心のつながり”こそが担任の一番

大切な部分と語っており、『担任としてのかかわり』と命名された。 

  【クラスタ３】は、大切なのは「本人の意思」ではあるが、一方で経済的な部分も含めた家庭

の見極めを担任として持っておくことが大切であると語っており、『抱えの環境＜家庭の支えと

本人の意思＞』と命名された。 

  【クラスタ４】は、子どもは子どもの社会で生きているから、家庭と学校だけではなく、子ど

も同士の関係性を見極めつつ、有効な資源であれば周りの友人にもＩ働きかけることが必要であ

ると語っており、『友人関係』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｉは何よりも大切な教員としての心構えや姿勢として、まず「寄り添

って関わること」を挙げており、そうした担任としての関わりによって本人や保護者との関係性

ができ、それぞれの思いも聴くことができると語っている。義務教育課程修了年度の中学３年生

において、本人のみながら保護者も卒業後の進路について不安感を抱えていることを理解し、ま

ずは安心してもらうということに主眼を置いていることが推察される。また、不登校生徒とその

保護者に進路に関する情報が行き届いていないことを課題としながら、安心してもらうため、見

通しをもってもらうために、多様な進路情報を提供しているところは非常に興味深い。ともする

と進路情報の提供は、生徒本人の焦りや不安をあおるかもしれないと躊躇してしまう面もあるか

距離94.93

1

2

抱えの環境
＜家庭の支えと
本人の意思＞

3

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度 0

5 ＋

本人の気持ち 1

3.70

(9) 保護者に対する進路情報提供 10 ＋
21.69

(10) 本人に対する進路情報提供 9 ＋

46.46

(6) 担任として保護者とのかかわり 7 ＋
14.20

(8) 保護者に対する安心感

94.93

(2) 家庭での支え 4 ＋
4.40

(7) 担任として本人とのかかわり 8 ＋

＋
14.20

(1) 家庭環境 6 ±
35.19

(4)

64.12

(3) 友人関係 3 ±
94.93

(5) 本人の進路意欲 2 ＋

友人関係

進路情報提供

担任としてのかかわり

4

付図 1 協力者Ｉのデンドログラム 
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もしれないが、これは卒業が迫っている中学校３年生においての進路指導だからこその働きかけ

であると考えられる。そして、「寄り添いながら関わること」と並行して、客観的な視点で家庭を

見立てながら、家庭を支え、「抱えの環境」を育む働きかけをしていることも注目すべき点である。

本人の希望を第一に尊重しながらも、本人の能力や意欲、家庭の経済的な部分も含めて実現可能

かどうかの見極めもしており、協力者Ｉの進路指導が一時的な進路の保障ではなく、長期的な視

点に立っていることがうかがえる。加えて、「子どもは子どもの社会で生きている」という視点も

持ち合わせ、関係性を見極めつつ周りの友人関係にも働きかけるという点が、地域の学校である

からこそのアプローチではないかと推察する。 

 

 

協力者Ｊ 

協力者Ｊは、連想刺激文に対して自由連想から10個の項目を挙げた。付図２は協力者Ｊのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、３つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、学校に登校していなくても、担任教員として常にクラスの一員として忘れ

ていないというメッセージを送り続けると語られ、家庭訪問や学級通信等で教員の方から動きつ

つ、生徒とつながりながら信頼関係作りを大切にされており、『信頼関係の構築』と命名された。 

  【クラスタ２】は、担任として、義務教育課程最終年度に集団の中で何か心に残る思い出を持

ってもらえればという願いを持ちながら、クラスの生徒も含めて学級に仕掛けるイメージと語っ

ており、『思い出づくりへの支援』と命名された。 

  【クラスタ３】は、学年集団教員同士が情報提供し合い、また他機関の活用もしながら支援に

つなげると語っており、『連携』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｊは、まずクラスの一員である不登校生徒を常に気にかけながら、信

頼関係を構築していくことを大切にしていることがうかがえる。具体的には家庭訪問等、教員自

らできる働きかけをし、信頼関係を保ちながら生徒理解を深め、進路に関する情報についても生

徒にふさわしいものを見極めながら提供していることが推察される。また、義務教育課程最終年

後である中学校３年生として、本人の心に一生残るような思い出作りについて学級の中で支援し

たいということも語られている。生徒ひとりへの「個のアプローチ」に対して、学級への仕掛け

と語られていることからも「集団のアプローチ」と言える。「思い出づくりの支援は人の心の中の

距離

＋
17.90

(9) 他機関との連携 6 ＋
121.56

＋
8.00

3 連携
(8) 学年集団教員同士の情報提供 3

＋
121.56

思い出づくりへの支援
9

8
2

(4) 行事に参加できるかどうか思い出づくりの提供

(6)

＋
12.32

＋
88.39

7

他の生徒達との関わりを含めた思い出づくりへの支援

(3) その子にふさわしい進路先の情報について具体的に提供すること

10

5 ＋
67.56

(10) 忘れてないよというメッセージを送り続ける 2 ＋
0.10

(2) 情報を均一に提供すること

0.10

(1) クラスの一員として関わる 4 ＋
3.28

クラスター名 想起順 連想語（文）

信頼関係の構築1

(5) 文集等原稿についての配慮

0 121.56

(7) 信頼関係の構築 1 ＋

重要度

付図 2 協力者Ｊのデンドログラム 
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もの、いわゆる“ソフト面”」と語られていることからも、集団の中での生徒本人の心の成長を願

い、担任としての働きかけを実践していると言えよう。一方、“ハード面”として進路保障につい

ても語られていることも注目すべき点である。進路保障については、担任一人で動くのではなく、

学年集団教員や他機関との連携も挙げられており、担任教員による「個」と「集団」へのアプロ

ーチを包み込みながら下支えしていることが推察される。 

 

 

協力者Ｋ 

協力者Ｋは、連想刺激文に対して自由連想から10個の項目を挙げた。付図３は協力者Ｋのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、中学校の状況だけを見たその場限りの支援ではなく、幼少期からの将来ま

でのライフステージを見通した支援につなげていくことの必要性を語っており、『発達支援』と

命名された。 

  【クラスタ２】は、思春期という発達段階を通して自己理解が進み、自分を受容することで一

歩進み出し、進路にもつながっていく、そしてそれは義務教育課程が修了する時期である中学校

３年間だからこその支援とも語っており、『中学校における支援』と命名された。 

  【クラスタ３】は、教員が生徒にとって社会適応力か学力か何が必要なのかということを偏ら

ずに考えることが生徒の自己理解などにもつながっていくと語っており、『支援の視点』と命名

された。 

  【クラスタ４】は、教員は、不登校は誰にでも起こり得ることや学校に行けないことは悪いこ

とではないという姿勢で、保護者や生徒本人の感情の揺れに寄り添わない限りは支援にならない

と語っており、『不登校の受容』と命名された。 

全体的に見ると、協力者Ｋは、不登校は誰にでも起こり得ることであって、学校に行けないこ

とは悪いことではないという姿勢で、何よりもまず生徒本人や保護者の感情の揺れに寄り添うと

いうことを大切にされている。生徒や保護者に寄り添いながらも、中学校の状況だけを見たその

場限りの支援ではなく、生徒の発達特性も含めた幼少期からの状況を見て、将来のライフステー

ジにまで見通しを持って支援を考えていることは注目すべき点である。生徒のライフステージに

おいて、思春期の真っ只中にある中学校期は義務教育課程修了という進路の節目でもあることか

距離

不登校の受容

発達支援

中学校における支援

1

2

(1)

(6)

(9)

(8)

支援の視点3

4

(2)

(5)
10年後どういう生活をしていたいか？本人、

保護者の視点から 3 ＋
21.09

本人の思い　学校へは行きたい

のか？理由はあるか？ 1 ＋
70.73

この生徒に必要なのは社会適応力か学力か 4 ＋
58.20

保護者の感情（不安、学校への期待） 1 ＋
9.10

自己理解がどのくらいできているか 3 ＋
7.70

進路保障(次のステージで見通しがあるか）

入れるだけでは× 6 ＋
33.11

2 ＋
9.10

(7) 連携（SC,医療,児相など）　必要性について 5 ＋
70.73

(3) 発達特性

0.10

(10)
ラ イ フステージを通して困るポイ ントは変化

してくるという視点 4 ＋
16.57

0 70.73

(4) 幼少期からの状況(母子や家庭環境を含む） 2 ＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

付図 3 協力者Ｋのデンドログラム 
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ら、自己理解や自己受容が大切であると語っていることは興味深い。中学校という時期で自己理

解や自己受容を進めていくためには、中学校教員が社会適応力か学力か、生徒にとって何が必要

かということを偏らずバランスよく見ていく視点が必要であるとも語っている。こういったこと

から、教員による不登校の受容は生徒や保護者の「感情面」、すなわち「主観」を受け止めている

ことに対して、支援の視点による見立てから中学校における支援につなげていることは、いわば

「客観」的な視点からの「アクション」と言えよう。これら「主観」と「客観」の両方を持ち合

わせた教員の姿勢が、生徒の社会的自立を見通した支援につながっていくと推察される。 

 

 

協力者Ｌ 

 協力者Ｌは、連想刺激文に対して自由連想から９個の項目を挙げた。付図４は協力者Ｌのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、教員側の感情面、心の持ちようと語っており、『心の持ちよう（担任）』と

命名された。 

  【クラスタ２】は、教員がする具体的な手立てと語っており、『具体策（担任）』と命名された。 

  【クラスタ３】は、３年生に限らずするべきことでもあるが、卒業という節目を控えた特に３

年生にとってこれからの生き方を考える過程で必要であると語っており、『本人が体験すること・

本人に体験させること』と命名された。 

  【クラスタ４】は、担任と生徒本人・保護者以外の協力者であり、三者の関係性において余裕

が無くなった時にワンクッションになってくれると語っており、『クッション』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｌは、何においても生徒や保護者に寄り添い、共感する姿勢や教員自

身が焦らないという心のもちようがないと進んでいかないと語っている。そういった教員の心の

もちようを土台にしながら、義務教育過程修了という中学校の出口を見据えて、高等学校にこだ

わらず、多様な可能性を提示されていることは興味深い。「こだわったり、焦ってしまうと本当の

ところの本人の関心は引き出してあげられない」という語りからも、中学校卒業という出口指導

ではなく、本人の興味や関心を引き出しながら、これからの生き方を共に考えておられることが

推察される。また、生き方を考えていく中で、本人が直に体験することに重きを置いていること

も注目すべき点である。生徒は小さな成功体験を積み重ねることで、自分の将来に目が向き、少

しでも前向きに進んでいけるとも語っており、教員が時には引っ張り、時には後押ししながら、

距離

(1)

(2)

(6)

(7)

(3)

13.29

132.80

8.40

110.39

0

0.10

57.25

0.10

132.80

17.50

132.80

＋

＋

＋

＋

(4)

(5)

(8)

(9)

＋

＋

＋

＋

＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

小さな成功体験をさせる

他の生徒と少しでもつなげる

他機関との連携（SC,SSW,市役所,児相等）

他の先生とつなぐ

焦らない

共感（寄り添う）

可能性の提示

高等学校にこだわらない

本人の興味・関心を引き出す

1

2

7

9

5

8

3

6

4

心の持ちよう（担任）

具体策（担任）

1

2

4

本人が体験すること
本人に体験させること

クッション

3

付図 4 協力者Ｌのデンドログラム 
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生身の教員と生徒が共に体験をすることで生徒が自立に向かう姿を見守る教員のあたたかさが感

じられた。しかし、生徒・保護者を支える中で、関係性が密になり、煮詰まるような時もあり、

その時はＳＣ、ＳＳＷ、行政機関、児童相談所等がクッションとなって協力してもらうことの必

要性も強調している。連携は、生徒や保護者の多角的な支援にもつながり、不可欠であるが、教

員自身に他機関や他教員とつながる力が必要ではないか、ひいてはその力こそが生徒・保護者を

大きく支えるネットワークの鍵となることが推察される。 

 

 

協力者Ｍ 

協力者Ｍは、連想刺激文に対して自由連想から９個の項目を挙げた。付図５は協力者Ｍのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、３つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、子どもに関わることと語っており、『本人への支援』と命名された。 

  【クラスタ２】は、親に関わることと語っており、『家庭との連携』と命名された。 

  【クラスタ３】は、課程の背景の本質を見て、然るべきところに相談すべきと語っており、『本

質と外部への連携』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｍは、生徒本人への支援を軸にしながら、家庭への支援もバランスを

取りながら働きかけていることを語っている。不登校支援に関わる特効薬はなく、時にはおおっ

ぴらに、時にはこっそり働きかけながら、生徒本人や家庭と関わる上でじっくり時間をかけるこ

とを強調されている。じっくり時間をかけることを、連想語として「最後まで見るという決意・

覚悟」や「時間をかける覚悟」と表現しておられることは注目すべき点である。義務教育課程修

了を迎える中学校３年生の担任として進路指導をしていくにあたり、共に人生の在り方を見つめ、

切り拓いていくという覚悟と責任感と言えよう。また、学校からの働きかけとして、生徒や保護

者との関係性を大切にしながらも、一方で本人の家庭に対する捉え方を見極め、また家庭が機能

しているかなど「家庭の本質」を客観的な視点で見立てているところも興味深い。そして、学校

のみの支援に対する限界も理解しながら、直に、そして即時に動ける外部機関と連携をすること

の大切さも語られている。こういったことからも、生徒本人にアプローチしやすい状況にある学

校が、義務教育課程修了ということを見越して、家庭まるごと含めた関わりを大切にしながら、

卒業後も家庭自体が地域の福祉にもつながっていけるような橋渡しもしていることが推察される。 

 

距離

2 家庭との連携

1

3

145.18

本人への支援

本質と外部への連携

0.10

68.55

＋
19.02

(2) 親との連携　時間をかける覚悟 5 ＋
145.18

(1) 背景（原因が何か） 7 ＋

(5) 外部機関との連携 9 ＋

(2) 背景に対する見立て、方向性 8 ＋

(7) 家庭訪問を通した関係づくり 6

(4) 保護者の願い（進路含む） 3 ＋
0.10

4 ＋
58.90

(3) 本人との進路に対する目標設定 2 ＋
98.04

(1)
本人の自己肯定感・有用感の向上（人生の

在り方、可能性など）

最後まで見るという決意・覚悟

1.10

0 145.18

(6) 本人との関係づくり 1 ＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

付図 5 協力者Ｍのデンドログラム 
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協力者Ｎ 

協力者Ｎは、連想刺激文に対して自由連想から10個の項目を挙げた。付図６は協力者Ｎのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

【クラスタ１】は、全体に関わってなければならないもの、成り立たないものと語っており、

『なくてはならないもの』と命名された。 

【クラスタ２】は、希望にそった進路選択をするためには情報を知っておかないといけないし、

ただ行かせるだけではなく継続的にサポートできることはないかと考えながら生徒のために探索

していくことが必要だと語っており、『希望をもった将来について探索する』と命名された。 

【クラスタ３】は、中学校にいる間に友達関係も含めてあたたかく、肯定感が高められるよう

な担任によると学級のしかけについて語っており、『中学校にいる間にできる土壌づくり』と命

名された。 

【クラスタ４】は、専門による的確なスピード感のある改善や見通しを持って進めていくため、

また中学校卒業後も頼れる機関との連携について語っており、『託す（卒業との生活・進路を見

据えて）』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｎは、「生徒・保護者との信頼関係」を関わる上で最も大切にされてい

ることが語られた。「人のあたたかさ」など、生徒と教員が生身の人として触れ合うことから生ま

れる関係性をなくてはならないものとされていることは注目すべき点である。その関係性をベー

スに、生徒が希望にそった進路選択ができるよう、就労や医療なども含めた進路先の情報を得、

生徒の特性も鑑みた上で将来を探索するというきめ細やかな進路指導をされていることは、生徒

本人のみならず保護者に安心感を与えていることが推察される。そういったいわば「個のアプロ

ーチ」の一方で、中学校教員として義務教育課程修了を節目とし、中学校にいる間に生徒本人の

肯定感を高めたり、あたたかさを感じる友人関係を育んだりといった、いわゆる将来の社会的自

立を見通しての土壌づくりを、学級という「集団のアプローチ」として働きかけているところも

興味深い。加えて、卒業後の生活も見据え、学校教員が専門職と連携しながら、卒業後も家庭自

距離

なくてはならないもの1

希望をもった将来につい
て探索する

2

中学校にいる間にできる
土壌づくり

3

託す（卒業後の生活・進
路を見据えて）

4 28.98

(7)
本人の特性に応じた進路の

見立て（入口指導で終わらな

い）
8 ＋

61.71

(2)
親が気にかけていることを同

じように気にかける・

ささいなことでも向き合う
10 ＋

61.71

(8)
他機関との連携

（専門職とのつながり・各機

関を活用できることを教える）
9 ＋ 10.20

(4)
家庭の見立て
（経済状況・家庭内状況等）

5 ＋

38.76

(10) 学級の仕掛け 4 ＋
0.10

(9)
教師が進路先の情報を
知っておく
（就労や医療面も含めて）

7 ＋

6 ＋ 34.64

(3) 継続的なつながり 2 ＋
20.00

(6)
本人の希望を引き出す・くみとる

（家族でない教員だから関われ

ることもある）

0.10

(5) 人のあたたかさ 3 ＋
11.66

0 61.71

(1) 信頼関係・信頼される学校づくり 1 ＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

付図 6 協力者Ｎのデンドログラム 
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体が地域の福祉にもつながっていけるような橋渡しもしていることが推察される。 

 

 

協力者Ｏ 

協力者Ｏは、連想刺激文に対して自由連想から13個の項目を挙げた。付図７は協力者Ｏのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、３つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

   【クラスタ１】は、信頼関係を築くためにはどうするのかと語っており、『信頼関係をどのよう

に築くのか』と命名された。 

  【クラスタ２】は、保護者との信頼関係と語っており、『保護者との関係づくり』と命名された。 

  【クラスタ３】は、本人に対する支援や援助の手立てと語っており、『生徒本人への援助の手立

て』と命名された。 

全体的に見ると、協力者Ｏは、生徒本人や保護者との信頼関係についての語りを強調しており、

「信頼関係」は不登校支援の中では欠かすことのできない根幹であることが言える。その信頼関

係を構築していく過程において、「足でかせぐ（出会う）」と連想語で表現されていることは注目

すべき点である。信頼関係というのは、人と人が直に出会うことの積み重ねによって生まれるも

のであり、別の連想語で表現されている「いつも生徒に対してどのような支援ができるかを考え

る」という姿勢こそが、関係づくりの基礎であるということが言えよう。また、具体的な生徒本

人への手立てとして、情報提供のみならず、「主体的に学ぶ力・考える力をつける視点」や「見通

しをもたせる」といったことは、卒業後の社会的自立を見据えての手立てとも言え、目先の卒業

だけではなく、将来の展望をもった上での進路指導ではないかと推察される。そして、保護者と

の関係づくりにおいて、「一緒に考えていきましょうというスタンスで保護者を労う」や「保護者

の孤立を防ぐ」との連想語も興味深い。協力者Ｏが、“保護者の主観に立った”教員が求められる

姿勢を大切にされていることがうかがえた。 

距離

＋

(7)
見通しをもたせる

（短期・中期・長期の予定確認な

ど）
6

1

2

信頼関係をどのように
築くか

保護者との関係づくり

生徒本人への援助の
手立て

3

情報提供 9 ＋

(6)
主体的に学ぶ力や考える力

をつけるという視点をもった

学習支援
5

0 48.33

(1) 信頼関係 1 ＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

0.10

(4)
信頼関係を築くために、いつ

も生徒に対してどのような支

援ができるかを考える
2 ＋ 0.10

0.10

(2) 信頼関係は足でかせぐ（出会う） 12 ＋
0.10

(5) 学習支援 4 ＋

36.63

(11)
一緒に考えていきましょうという

スタンスで保護者を労う 3 ＋
0.10

(3) 信頼関係を築くための支援（援助）関係 13 ＋

0.10

(8) 保護者にも定期的に電話連絡・家庭訪問 8 ＋
21.14

(10) 保護者の孤立を防ぐ 7 ＋

(12)
保護者（できれば）両親と担任、

学年主任との定期的な懇談

（月１回程度）
10 48.33

(13)
進路決定の迫る３年生では、

場合により、本人・保護者・

担任・学年主任での懇談
11 ＋

48.33

＋

＋

0.10

18.22

0.10
(9)

付図 7 協力者Ｏのデンドログラム 
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協力者Ｐ 

協力者Ｐは、連想刺激文に対して自由連想から７個の項目を挙げた。付図８は協力者Ｐのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、居てくれてうれしいという思いや無理矢理でなくていいという思いを語っ

ており、『無理しなくていい、居てくれて嬉しい』と命名された。 

  【クラスタ２】は、本人の気持ちと語っており、『本人の前向きな気持ち、本人への励まし』

と命名された。 

  【クラスタ３】は、保護者の話を聞くことと保護者と子どもの関わり方や距離感を見ると語っ

ており、『保護者の話をきく（子どもとの関わり方を見立てる）』と命名された。 

  【クラスタ４】は、人間性を考え、人間としての付き合いで接すると語っており、『人間性を

考える、人として接する』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｐは、保護者の話を聞きながらも、生徒本人の気持ちにより主眼を置

いていて進路指導をされていることを強調している。生徒と関わる際は「居てくれることで嬉し

い」という、いわば存在の肯定を行い、生徒本人の希望を引き出しながら、客観的な視点で実際

続けていける進路であるかの見極めもされている。また連想語で「（時には教師対生徒ではなく）

１対１の関係を築く」と表現されているところも興味深い。学校に行きづらい生徒の中には、時

には学校という枠を取っ払った関わりから人間としてのあたたかさを感じ、関係を深めていける

という生徒もいるのではないかと推察される。そういった生身の人間の関係性からくる教員の励

ましが生徒のこころに届き、本人の気持ちを前向きに後押ししているのではないかと考えられる。

一方、保護者の話にも耳を傾けながら、生徒本人との関わり方や距離感を見ておられることも注

目すべき点である。協力者Ｐは、連想語で「その子の 30才の姿を考える」と表現していることか

らも、義務教育課程修了後の進路実現は、社会的な自立につながっており、生徒本人が独り立ち

していくスタート地点として捉えているとも言えよう。 

 

 

協力者Ｒ 

協力者Ｒは、連想刺激文に対して自由連想から11個の項目を挙げた。付図９は協力者Ｒのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に

確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

距離

103.36

103.36

(3) その子の30才の姿を考える 2 ＋
20.40

＋

＋

(2)
保護者の話をきく
子どもとの距離はどうか

3

(6) １対１の関係を築く
（時に教師対生徒ではなく）

5

保護者の話をきく
（子どもとの関わり方を見立てる）

人間性を考える
人として接する

3

4

11.70

(5) 実際に通っていけるのかを考える 4 ＋
54.97

＋
2

本人の前向きな気持ち
本人への励まし

(1)
進路について本人の希望の

進路であることを確認する 1

1.50

(4)
学校に来れないことを責めない

来てくれて嬉しいことを伝える 5 ＋
86.66

0 103.36

1
無理しなくていい
居てくれて嬉しい

(7) 学校行くだけが全てじゃない 4 ＋

クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度

付図 8 協力者Ｐのデンドログラム 
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総合的解釈 

【クラスタ１】は、中学校３年生ということを考え、この１年をどう過ごして、その後どうし

ていくのかと言うことを担任と本人とが話をして、相談をして決めると語っており、『卒業を見

据えた初期段階』と命名された。 

【クラスタ２】は、保護者にまずは寄り添って、思いを聞いて、本人はどうしたいのか、これ

からこうしていきましょうかという感じで話していく、クラスタ１と同時進行すると語っており、

『卒業を見据えた初期段階②』と命名された。 

【クラスタ３】は、本人にやろうとすることを決めさせて、教員と約束をし、少しずつできる

ことを増やしていく、そしてできたら褒めて、できなかったらもう一回一緒に目標を変えていく

と語っており、『卒業を見据えて行動編』と命名された。 

【クラスタ４】は、教師は生徒を自分の子どものように思って、押したり、引いたり揺さぶり

ながら、時には逃げ道を作りながらも、一人一人に合わせて“この子がどう生きていくか”と考

えていくと語っており、『リ・スタート』と命名された。 

全体的に見ると、協力者Ｒは、一番の基本として生徒本人や保護者の気持ちを聴くことを挙げ

ており、何よりもまず関係を構築することを大切にされていることがうかがえる。ただ、関係を

築く上でも、教員主導のペースにならないよう、電話連絡や家庭訪問等の間隔についても、生徒

や保護者の負担にならないようにすることを強調されている。また、協力者Ｒは生徒を「自分の

子どものように」関わると語っていることからも、人と人が出会っていく上での心構えとして表

面的な関わりではなく、相手の立場に立って考え、人の温度が伝わる距離感で関係性を育んでお

られることが推察された。そういった関係性を土台として、本人がやろうと決めた事柄を少しず

つできるように支えていることも興味深い。教員が与えたことではなく、本人が主体的に考え、

自己決定し、行動をするという、社会的自立を見据えた関わりをされていると考えられる。そし

て、生徒との関わりの中で「押したり、引いたりして揺さぶって、何回でも変化を与えつつ、逃

げ道も作りながら、“どう生きていくか”ということを考えていく」と語られていることは注目す

べき点である。協力者Ｒが「それが学校かなと思います」と語っていることからも、中学校とい

う、教員によってセイフティネットで守られている時間・空間において、何度も『リ・スタート』

できる保障がされているということは、生徒本人のみならず保護者にとっても安心して揺れるこ

とができ、その守られた中での体験が社会的に自立していく力の源にもつながっていくことが推

察される。 

距離クラスター名 想起順 連想語（文）

1 卒業を見据えた初期段階

(1) 本人の思いを大切にする 1

(11) 目標を定める

重要度

8 ＋
32.45

(3) 保護者の思いをきく 3 ＋
92.16

1.50

0 109.81

＋

＋
22.60

(2) 本人に今後をどうしたいかをきく 6 ＋
86.21

(7) 保護者に寄り添う 2

できることを増やしていく 7 ＋
27.70

(5) 約束を守らせる 9 ＋
109.81

28.80

(8)
教師とのつきあいが負担にならな

いようにする 5 ＋
30.72

(10) 自分の子どものように 4 ＋

48.90

(6) 常に逃げ道をつくってあげる 11 －
109.81

(9) 子どもとのかけひきをする 10 ±

卒業を見据えた初期段階②2

3 卒業を見据えての行動面

4 リ・スタート

(4)

付図 9 協力者Ｒのデンドログラム 
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協力者Ｓ 

協力者Ｓは、連想刺激文に対して自由連想から10個の項目を挙げた。付図10は協力者Ｓのデ

ンドログラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者

に確認すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、生徒本人や保護者が担任教員を信用できるような関わりや関係構築がなく

てはならないと語っており、『関わり方』と命名された。 

  【クラスタ２】は、進路選択をしていく上で生徒に見合った学力や家庭の経済力を鑑み、生徒

本人の内面を理解し卒業できる進路について情報収集・分析し、先の見通しも含めて進路指導・

進路保障していくことが大切であると語っており、『進路』と命名された。 

  【クラスタ３】は、担任教員が一人で抱え込んだり、個人プレーにならないように、中学校教

員全体として関わり、時には友人関係に声かけをするような仕掛けをしたり、場合によっては小

学校教員とも連携しながら進めていくと語っており、『共働』と命名された。 

 【クラスタ４】は、と語っており、現実問題として受験をクリアしないと進路につながらない

ため、目先の目標として受験に向けて生徒本人の心の準備を家庭と連携しながら進めていくと語

っており、『第一目標』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｓは、社会的自立をゴールに置きながら、まずは生徒本人と保護者と

信頼関係を築いていくために、本人の内面に歩み寄り、コミュニケーションのチャンネルを合わ

せながら、保護者とも細やかなやりとりとされていることがうかがえる。また、進路指導を進め

ていく上で、担任教員と生徒本人・保護者との信頼関係づくりを「個人プレイ」、学校全体で連携

していくことを「集団プレイ」と表現され、担任教員が一人で抱え込まず、また過信して個人プ

レーに走らないようにされていることは注目すべき点である。また、本人の学力・内面や家庭の

経済状況に見合った高校を「卒業できる高校」という観点で分析され、「学級の中で一番くらいの

気持ちで進路保障する」「卒業後の『進路』は中間疾走みたいなものゴールはまた先の話」と語っ

距離クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度 0 98.03

(2) 本人とのコミュニケーション 1 ＋
0.10

(3)
本人(生徒）の興味（趣味）

関心のある内容を知り、

調べる
2 ＋ 0.10

0.10

(4) 週一回以上の連絡
（家庭訪問,TEL,メール）

6 ＋

37.05

(1) 保護者との連携 5 ＋

60.58

(5)
家庭の経済力、本人の学力を

分析した上での高校探し 3 －

0.10

(9)
中学卒業後の動向リサーチを

できるだけする 10 ＋

卒業できる（させて
もらえる）進路指導

4 －

98.03

(6)
学年（特に進路主任と

学年主任）への情報提供

と管理職への報告
9 ±

19.30
放課後登校等、少しでも

学校に登校させる声かけ

（仕掛け）をする
8 －

57.59

(10)
高校受験日に受験
させる（できる）指導と
家庭連携に努める

7 －

98.03

関わり方1

(8)

(7)

進路2

共働3

第一目標4

付図 10 協力者Ｓのデンドログラム 
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ていることから、不登校生徒の将来の社会的自立を見通し、真剣に向き合っておられることが推

察される。そのために、現実問題として受験することを「第一目標」と捉え、実務的な受験とい

う意味だけではなく、受験に向けた過程が本人の成長にも必要かもしれないと語られていること

も興味深い。 

 

 

協力者Ｔ 

協力者Ｔは、連想刺激文に対して自由連想から９個の項目を挙げた。付図11は協力者Ｔのデン

ドログラムである。デンドログラムから調査者が２つのクラスタに分け、協力者に確認すると、

同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、と語っており、進路を考えていくにあたり、家族内でもいろいろな教育観

や価値観があり、教員が家庭を見立て、家庭に入って連携しながら、家族のもつれをほぐしてい

くと語っており『家族のあり方』と命名された。 

【クラスタ２】は、担任だけが関わるのではなく、学校全体として生徒や保護者とつながって

いくと語っており、『チーム学校のあり方』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｔは、自立について「生活自立」「社会的自立」「経済的自立」「精神的

自立」と４つの自立の定義を語っていることは注目すべき点である。そして、不登校生徒にとっ

ては、社会的自立を見通しながらも、まずは生活自立を念頭に置いて、家庭と学校が連携してい

くことを語っている。しかし、実際の中学校現場の教員も生徒の自立が大切であるとは十分わか

っているものの、その理論と現場の隙間をどう埋めていくか、現場で起こっている実態を踏まえ

てどう取り組むかという、現実的な問題の提起をしていることも興味深い。協力者Ｔは、生徒本

人・家庭・学校の三者を「とらいあんぐる」として三者の総合的な力が集まってこそ生きる力に

なるとも述べており、生徒本人に起こっていることを責任論として捉えずに、三者のどれもが欠

けず相互に高め合うあり方を実際シラバスとしてまとめ、家庭に説明しながら配布し、連携しや

すいよう進めている実践も紹介された。そして、具体的な実践の土台として、生徒と家庭がいつ

でも受けとめてもらえるという安心感がもてること挙げられた。そういった下地を学校として作

るために、協力者Ｔは特別支援教育と教育相談の視点をベースに、生徒一人一人の訴えやニーズ

距離

(9)

(4) 2 ＋ 0.10

学校として組織で動く 2 ＋ 100.92

0.10

＋
0.10

(7)
学校全員で大事な生徒を

あずかっているという意識
2 ＋ 13.38

(6) 複数で関われるようチーム体制を作る 2

100.92

(3)
学校の中で誰かとつながれる

という状況を作る 2 ＋ 0.10

0.10

(8)

家庭内の価値観・教育観を見極

めつつ、家庭に入る

（教育観の一本化・家族間のも

つれをほぐす）

2 ＋ 16.14

100.92

(2) 親子関係の見立て・助言 2 ＋

想起順 連想語（文） 重要度

1 家族のあり方

チーム学校としての
あり方

2

0

(1) 家庭での生活自立をさせる

クラスター名

1 ＋

(5) いつでも受けとめてもらえる安心感 2 ＋

学校は待ち続けているよ

というメッセージを送り続ける

付図 11 協力者Ｔのデンドログラム 
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を大切にしながら、また担任一人の力に頼るのではなくチーム学校として中学校教員全員で組織

的に動いていることがうかがえる。 

 

 

協力者Ｕ 

協力者Ｕは、連想刺激文に対して自由連想から11個の項目を挙げた。図は協力者Ｕのデンドロ

グラムである。デンドログラムから調査者が３つないしは４つのクラスタに分け、協力者に確認

すると、４つのクラスタ分けに対して同意が得られた。 

 

総合的解釈 

  【クラスタ１】は、生徒との関係性であり、教師が対象とするのは子ども達で、子ども中心に

おいて、子どものためにすべきことで、子どものための指導力（子どもを理解する力、子どもと

話す力、子どもの内面を引き出す力等）が教師の基本だと語っており、『こどもたちに～教師の

本務～』と命名された。 

  【クラスタ２】は、大事さでもあり、難しさでもあり、保護者への支援も必要になっていると

語っており、『こどもたちの環境 １』と命名された。 

  【クラスタ３】は、中学校卒業後に、どこに所属するかというための調整、折り合いをつける

こと、希望と現実がどう調整されていくかと語っており、『次の所属のための調整』と命名され

た。 

  【クラスタ４】は、学校でどうみんなが子どもを理解して、支えられるか、また保護者も含め

ての関係機関との連携が必要な場合もあると語っており、『こどもたちの環境 ３』と命名された。 

  全体的に見ると、協力者Ｕは、子どものための指導力が教師の本務であり、教師の基本である

と語っている。そして、教師の指導力としては「子どもを理解する力であったり、子どもと話す

力であったり、子どもの内面を引き出す力であったり、理解して引き出す力」と語っているとこ

ろも興味深い。また、何よりも常に子どもを中心に置きながら、子どもたちへの直接的な関わり

だけではなく、子どもたちを囲む環境も併せて大切にされていることがうかがえる。その環境の

一つとして、保護者や家庭を挙げているが、「以前の保護者は大人としての機能を果たしていた

ように思うが、今の保護者は子どもと共に苦戦をしているように感じる」と子どもを取り囲む大

人の変化も感じ取りながら、子どもを第一に考えた上で保護者への支援の必要性も語っている。

「批判的な意味での保護者への支援の必要性ではない」と述べていることからも、協力者Ｕは保

距離クラスター名 想起順 連想語（文） 重要度 0 32.63

(1) 生徒本人との信頼関係 1 ＋
0.10

(3) 生徒の見立て 2 ＋
0.10

6 ＋
7.74

(9) 進路指導に関する理解 6 ±
21.45

(11) 指導力

保護者の願い 4 ＋
32.65

保護者との信頼関係 3 ＋
0.10

保護者の見立て 4 －
13.95

0.10

(10) 進学指導に係る分析力 6 ±
16.27

(5) 生徒の希望 2 ＋

0.10

(8) 関係機関との連携 5 ＋
32.63

(7) 校内での連携 5 ＋

こどもたちに
～教師の本務～

1

2 こどもたちの環境 １

次の所属のための
調整

3

こどもたちの環境 ３4

(2)

(6)

(4)

付図 12 協力者Ｕのデンドログラム 
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護者が本来持っている力を信じ、保護者と教師が手を取り合って子どもを育んでいくというイメ

ージではないかと推察される。一方、もう一つの環境として、学校体制の中での校内連携と関係

機関との連携を挙げており、子どもだけではなく保護者に対する支援の視点を持ちつつ、学校全

体でどう理解して、どう支えていくか、そして本当にやっていけるのかということをみんなで考

えていく、いわば子どもを中心に置いた包括的な協力体制で進めていくことの必要性が協力者Ｕ

の語りからうかがえる。そうして包括的に子どもを支えながらも、進路実現・進路保障というこ

とに関しては「希望と現実がどう調整されていくかというところ」、そして「父性的な力も多分

必要だと思う」と語っているところも注目すべき点である。すなわち包括的に支えていくという

いわゆる「母性的な力」だけではなく、進学という現実の問題は「父性的な力」が必要で、両方

が相まって進められていくということが推察される。また、「数字（評価や点数）と希望だけを

みているのではない担任だからこそできる進路指導」と語っているように、進路と日常生活は地

続きでつながっており、進学指導の中では連想語として挙げられた「生徒本人との信頼関係」が

全ての土台となっているのではないかと考えられる。加えて、進路を考えていく時期は、子ども

は「進路に関わる自立と内的自立の両方が重なる時期であり、『自分になる体験』をしているの

ではないか」と語っているところも非常に興味深い。協力者Ｕは、自分になるということは、「自

らを分けることであり痛みを伴う体験ではないか」と考えており、進路実現を通して、子どもた

ちはさまざまな自立と向き合っているということを、教師を含め周りの大人が理解しておくこと

が大切なのではないかと考える。 
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